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　この報告書は，万之瀬川の河川改修事業に伴って，平成１２年度及び１５年度から１７

年度にかけて実施した南さつま市金峰町（旧日置郡金峰町）に所在する上水流遺跡

の発掘調査の記録（縄文時代前期・中近世遺物編）です。

　上水流遺跡では，縄文時代前期の遺構・遺物をはじめ，複数の時代にわたる生活

跡が発見されました。その成果については，過年度までに２冊の報告書にまとめて

あります。いずれの時代においても，本県の歴史を知る上で欠かすことの出来ない

資料が多数出土しています。

　なお，本改修事業に伴い，これまで持躰松遺跡や芝原遺跡などの発掘調査を行い，

その成果は全国的にも注目されているところです。さらに，本遺跡の周辺には，国

指定史跡である縄文時代草創期の栫ノ原遺跡をはじめ，「阿多」の刻書土器が出土

した小中原遺跡など貴重な遺跡が所在しています。これらも含めたうえで，当遺跡

を見ていただきたいと思います。

　本報告書が，県民の皆様はじめ多くの方々に活用され，埋蔵文化財に対する関心

とご理解をいただくとともに，文化財の普及・啓発の一助となれば幸いです。

　最後に，調査にあたりご協力をいただいた南薩地域振興局（旧伊集院土木事務

所），南さつま市教育委員会並びに発掘調査に従事された地域の方々に厚くお礼申

し上げます。

　　平成２１年３月

鹿児島県立埋蔵文化財センター

所　長　　宮　原　景　信

序　　　文



かみづる　いせきふ り が な

上水流遺跡３書 名

中小河川改修事業（万之瀬川）に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書副 書 名

Ⅳ巻 次

鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書シ リ ー ズ 名

１３６シリーズ番号

溝口学　佐藤義明　木之下悦朗　黒川忠広　上床真編 著 者 名

鹿児島県立埋蔵文化財センター編 集 機 関

〒８９９－４３１８　鹿児島県霧島市国分上野原縄文の森２番１号　ＴＥＬ　０９９５－４８－５８１１所 在 地

西暦２００９年３月３１日発 行 年 月 日

� � � � �

調 査 原 因
調査面積

（�）
調査期間東　経北　緯

コードふ り が な

所 在 地

ふ り が な

所 収 遺 跡 名 遺跡番号市町村

中小河川改修
（万之瀬川）

１５，５００�２００００４２４～

２００１０３２９
２００３０８０９～

２００４０３１９
２００４０５１４～

２００５０２０４
２００５０５０９～

２００５０９２８

１３０°
２０′
２２″

３１°
２５′
０２″

３５－９８４６２２０９ 南 さつま 市 
みなみ し

 金  峰 
きん ぽう

 町 
ちょう

 花  瀬 
はな ぜ

 上  水  流 ・ 森  山 
かみ づ る もり やま

 上  水  流  遺  跡 
かみ づ る い せき

特記事項主 な 遺 物主 な 遺 構主 な 時 代種　別所収遺跡名

曽畑式土器と共に
方形土器が出土。

曽畑式土器・方形土器・焼成
粘土塊・石鏃・石匙・楔形石
器・スクレイパー・石錐・打
製石斧・磨製石斧・磨石・敲
石・石皿・石製品

集石３基
土坑１基
焼土４カ所
ピット１７基
集積２基

縄文時代前期散布地上水流遺跡

土師器・国産陶器（常滑・備
前・東播磨系・樺万丈・カ
ムィヤキ）輸入陶磁器（青
磁・高麗青磁・白磁・景徳鎮
窯系青花・ 州窯系青花）土
器・国産陶磁器（肥前系・東
海系・薩摩焼）・土製品・石
製品・鉄製品・古銭

〈昨年度報告
済み・上水流
遺跡２を参照
のこと〉

中・近世集落遺跡

　上水流遺跡では，縄文時代前期から近世にかけての遺構・遺物が発見されている。今
回の報告は，そのうちの縄文時代前期・中近世遺物編である。縄文時代前期では，曽畑
式土器がほぼ単純な状態で出土し，石器組成などの時期判断を絞り込むことのできる数
少ない遺跡である。中・近世では，昨年度刊行した遺構編に続く遺物編を掲載した。特
筆すべきは，徳化窯産の白磁や薩摩焼では堂平窯産の可能性が考えられる資料が出土し
ている点であろう。鉄製品も多数出土しており，鍋の破片や鎌，火打金が出土している。

遺跡の概要
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１　本書は，中小河川改修事業（万之瀬川）に伴う上水流遺跡の発掘調査報告書である。

２　本遺跡は，鹿児島県南さつま市金峰町（旧日置郡金峰町）花瀬に所在する。

３　発掘調査及び報告書作成（整理作業）は，県土木部河川課から鹿児島県教育委員会が依頼を受

け，鹿児島県立埋蔵文化財センターが担当した。

４　発掘調査は，平成１２年４月２４日～平成１３年３月２９日，平成１５年８月９日～平成１６年３月１９日，

平成１６年５月１４日～平成１７年２月４日，平成１７年５月９日～９月２８日にかけて実施し，整理作

業・報告書作成は平成１７年度から継続して実施している。

５　遺物番号は，時代別・遺物の種類別にそれぞれ通し番号とし，本文・挿図・表・図版の番号は

一致する。

６　挿図の縮尺は，各図面に示した。

７　本書で用いたレベル数値は，県土木部が提示した工事計画図面に基づく海抜絶対高である。

８　発掘調査における図面の作成，写真の撮影は，各年度の調査担当者が行った。空中写真撮影は，

有限会社ふじた，有限会社スカイサーベイ九州に委託した。

９　遺構実測の一部は，株式会社埋蔵文化財サポートシステムに委託し，トレースは郷田千秋が担

当し黒川忠広が監修した。

１０　土器の実測およびトレースは，整理作業員の協力を得て黒川・別府祐子が行った。

１１　石器の実測・トレースの一部は，整理作業員の協力を得て黒川が行い，一部は，株式会社埋蔵

文化財サポートシステム，株式会社九州文化財研究所，株式会社アイシン精機に委託し，監修は

東郷克利・廣栄次・黒川が行った。

１２　自然科学分析は，株式会社パリノ・サーヴェイ，株式会社パレオ・ラボ，株式会社加速器分析

研究所に委託した。なお，上水流遺跡１において掲載した部分で，本書の内容に関連ある部分に

ついては再録を行った。

１３　遺物の写真撮影は，吉岡康弘・黒川・上床が行った。

１４　本書の執筆分担は，縄文時代前期を黒川，中近世を上床・溝口学が行い，編集は黒川が担当し

た。なお，第６章に関しては各節末記載者が執筆している。

１５　遺物は，鹿児島県立埋蔵文化財センターで保管し，展示・活用する予定である。なお，上水流

遺跡の遺物注記の略号は「ＫＭＺ」，「ＫＺ」である。
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第４２図　３類土器実測図� ５１
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第１章　調査の経過 １
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　第１節　層位　 ２
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第１節　調査に至るまでの経過

　鹿児島県教育委員会は，文化財の保護と活用を図るた

め，事業区域内における文化財の有無及びその取り扱い

について各開発関係機関との間で協議し，諸開発との調

整を図っている。

　この事前協議制に基づき，鹿児島県土木部河川課（以

下，県土木部）は，中小河川改修工事（万之瀬川）の日

置郡金峰町内（現南さつま市）における事業計画実施に

先立って，対象地内における埋蔵文化財の有無について，

鹿児島県教育委員会文化課（現文化財課，以下県文化財

課）に照会した。これを受けて県文化財課，金峰町教育

委員会が平成５年度に分布調査を実施したところ，事業

区域内に万之瀬川川底遺跡，松ヶ鼻遺跡，持躰松遺跡，

渡畑遺跡，芝原遺跡，上水流遺跡の６遺跡の所在が判明

した。この結果を受けて，県土木部・県文化財課・鹿児

島県立埋蔵文化財センター（以下，県埋文センター）の

３者で協議した結果，対象地域内の遺跡の範囲と性格を

把握するために当該地域において確認調査を実施するこ

ととし，上水流遺跡の調査は金峰町教育委員会が担当し

た。

　確認調査は，平成７年８月１日から１２月１５日の期間に

実施し，その結果，予定地において約１３，０００�の範囲に

遺跡が残存していることが確認された。この分について

の報告書は，既に金峰町教育委員会で刊行されている。

　これを受けて，１２年度（新築堤防部分）・１５年度（旧

堤防と新築堤防の間）・１６～１７年度（新築堤防部分以外

の部分・旧堤防部分）の本調査を実施した。

　なお，平成１６年度には調査対象範囲についての協議を

県土木部・県文化財課・県埋文センターの３者で行った。

その結果，調査範囲の拡大が判明し，調査期間は平成１７

年度の上半期までとした。

　整理作業は，平成１７年度の発掘調査終了後に取りかか

り，平成１８年度に縄文時代中期後半～弥生時代編を，平

成１９年度に古墳時代～近世編を刊行した。本年度は，縄

文時代前期を中心に作業を実施した。

第２節　調査の組織

　�　平成１２年度～平成１９年度

　　　上水流遺跡１・２を参照

　�　平成２０年度

　　　起因事業主体　鹿児島県土木部河川課

　　　　　　　　　　（鹿児島地域振興局）

　　　� � � �      　　鹿児島県教育委員会
　　　　　　

　　　� � � �      　　鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　　　　　

　　　　　　　　　　　所　　　　　長　　宮原　景信

　　　� � � �      　　次長兼総務課長　　平山　　章
　　　　　　

　　　　　　　　　　　次　　　　　長　　池畑　耕一

　　　　　　　　　　　主任文化財主事兼調査第一課長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青�　和憲

　　　　　　　　　　　主任文化財主事兼

　　　　　　　　　　　調査第一課第二調査係長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井ノ上秀文

　　　� � � �      　　� � � � �       　　溝口　　学
　　　　　　 　　　　　　　

　　　　　　　　　　　� � � � �       　　佐藤　義明
　　　　　　　

　　　　　　　　　　　� � � � �       　　木之下悦朗
　　　　　　　

　　　　　　　　　　　� � � � �       　　黒川　忠広
　　　　　　　

　　　　　　　　　　　������        　　上床　　真
　　　　　　　

　　　� � � �      　　� � � �      　　紙屋　伸一
　　　　　　 　　　　　　　

　　　�� � � � �　　文化庁記念物課調査官
　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水ノ江和同

　　　�����       　　� � � � �       　　中村　和美
　　　　　　 　　　　　　　

　　　　　　　　　　　� � � � �       　　関　　明恵
　　　　　　　

　　　報告書作成検討委員会

　　　　　　　　　　平成２０年１２月３日　所長ほか１０名

　　　報告書作成指導委員会

　　　　　　　　　　平成２０年１２月１日　次長ほか２名

第３節　整理作業の概要

　上水流遺跡の整理作業は，平成１２年度から平成１７年度

にかけての発掘調査中に，遺物の水洗・注記作業を並行

して行い，本格的な整理作業を平成１７年度より実施した。

作業は，県立埋蔵文化財センターで，他の万之瀬川流域

の遺跡群（持躰松遺跡・渡畑遺跡・芝原遺跡）と同時進

行の形で行った。具体的な報告書刊行は，平成１８年度に

縄文時代中期後半から弥生時代編（上水流遺跡１）を，

平成１９年度に古墳時代から近世遺構編（上水流遺跡２）

の２冊を刊行している。本年度（平成２０年度）は，縄文

時代前期と中・近世遺物編で構成した。本報告により，

残された領域は，縄文時代前期末から中期前半編のみと

なる。この報告については，平成２１年度を計画している。
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第１節　層位

　上水流遺跡は，万之瀬川下流域の右岸にある自然堤防

に立地する遺跡である。本遺跡で見られる地層は，河川

堆積物およびそれらの上に堆積する腐植土である。砂質

の土壌については，「砂質土」と「砂」に分類した。河

川による氾濫堆積層などを含んでいるので，遺跡内にお

いて必ずしも安定している状況ではなかった。例えば，

Ⅴａ層では同一包含層の中で黄褐色砂質土層と灰白色砂

層とが何層にもわたって互い違いに堆積している様子が

観察される地点も見られた。また，他の堆積土（砂）に

ついても，ほとんどが数回にわたるとみられる沖積土

（砂）であるので，下に示す層位と若干異なる様相を呈

する地点もある。火山灰に関しては，Ⅲｂ層中に開聞岳

起源とされる「灰ゴラ」（頴娃町水成川での１４Ｃ年代分析

結果では３６２０±１４０ｙ）がみられる他には，明確な火山

灰層はみられない。なお，この灰ゴラに関しては晩期土

器の編年に関わる重要な鍵層となる。しかし，安定的に

は堆積しておらず，土器型式を上下で区分するだけの様

相ではなかった。いずれにせよ，灰ゴラが万之瀬川下流

域まで降灰していたことが判明した点は今後の調査を考

える上で重要な事項となる。

　なお，今回報告のⅥ層は部分的に泥炭化している場所

が確認された。また，上水流遺跡１において分析結果を

示しているが，曽畑式土器が出土していない部分におい

て泥炭化している箇所もあり，標高的には低いが年代的

には新しい年代値が示されている。層位の連続性が確認

出来づらい状況もあり，こういった矛盾点も存在してし

まっている。

Ⅰ　　層　水田耕作土及び近世・近代の盛土（旧堤防の

造成盛土も含む）

Ⅱ　　層　暗褐色腐植土　　　中世～近世

Ⅲａ’　層　明黄褐色土　　　　弥生時代～古墳時代

Ⅲａ　層　黄褐色土　　　　　縄文時代晩期

Ⅲｂ　層　暗茶褐色土　　　　縄文時代晩期

　（ブロック状の灰ゴラを含む）

Ⅳ　　層　赤（黄）褐色土　　縄文時代中期後半～後期

Ⅴａ　層　黄褐色砂質土　　　縄文時代中期前半

　（灰～灰色砂との互層となる地点多し）

Ⅴｂ　層　黄白色砂質土　　　縄文時代前期後半～

　　　　　　　　　　　　　　縄文時代中期初頭

Ⅵ　　層　淡白色砂質土　　　縄文時代前期

 

第２節　遺物の分類について

　�　土器

　土器は，各時代に渡り幅広い時代のものが出土してい

る。報告書作成では，これらを複数年計画で刊行するこ

ととしたため，本来は全体を通して類別作業を行うべき

ところが分断される形となってしまっている。そこで，

便宜上類別の上に『群』を設定した。

　１群は，縄文時代前期から中期前半までの土器。

　２群は，縄文時代中期後半から後期終末までの土器。

　３群は，縄文時代晩期から弥生時代後期までの土器。

　４群は，弥生時代終末から古墳時代までの土器とした。

　よって，今回報告する分は１群の内前半部分で，編集

の都合上１－１群とした。各群内の土器の特徴に関して

は，各々の章で紹介していきたい。

　�　石器

　本遺跡では，縄文時代前期に比定されるⅥ層から，土

器同様石器類が多数出土した。この中で，石器として認

識出来た点数は７２５点である。主な器種は，石鏃，石匙，

スクレイパー，二次加工剥片，楔形石器，石錐，石核，

磨製石斧，打製石斧，礫器類，磨石・敲石・凹石類，石

皿・台石類，砥石，石製品などで，多岐にわたっている。

剥片類は，２，７３９点である。

　石器の石材及び器種については上水流遺跡１において

示した分類表を基準とした。

�����

　石材に関しては，石材産地を推定させる黒曜石及び安

山岩，石材中に圧倒的な量を示し質感や風化の程度等個

体差が顕著な頁岩については，石材の細分化を試み，以

下のように分類した。他に，頁岩や砂岩等にホルンフェ

ルス化した石材も散見されたが，変性が顕著であるもの

についてのみホルンフェルスに含めた。頁岩については

硅質化が顕著な石材も，頁岩中に含めている。
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概　　　　　要分類器種

不純物を多く含み，漆黒で光を通さないものを包括した。薩摩川内市樋脇町上牛鼻，いちき串木野市平木
場，いちき串木野市宇都等の原産地資料に類似する。Ⅰ

黒
曜
石
（
ｏ
ｂ
）

光を通し，不純物を大量に含む物を総括した。
鹿児島市の三船，伊佐市の日東，五女木，錦江町の長谷等の原産地資料に類似するが，細分を行うことは
できなかった。

Ⅱ

飴色～黒色を基調とし，不純物をほとんど含まない良質のものを包括した。えびの市の桑ノ木津留，伊佐
市の上青木の原産地資料や自然面が磨りガラス状を呈する霧島系の資料に類似するが細分を行うことはで
きなかった。

Ⅲ

黒色で不純物を全く含まない良質のものを包括した。佐賀県伊万里市腰岳産の資料に類似するが，一部長
崎県佐世保市針尾島周辺で産出する黒色系の物も含まれる。Ⅳ

青灰色で不純物の少ない物を包括した。針尾中町や長崎県佐世保市東浜，淀姫等西北九州の原産地資料に
類似するが，原産地不明の一群も含まる。Ⅴ

不純物をあまり含まない灰色の物を包括した。椎葉川周辺の物を原産地資料とするが原産地不明の一群も
含んでいる。Ⅵ

原産地不明な物を包括した。Ⅶ

黒色を呈し，砂質感が強い。斜長石が殆ど含まれない。西北九州産であると考えられる。Ⅰａ

安
山
岩

Ⅰａが風化したもの。Ⅰｂ

西北九州産か？斜長石が殆ど含まれず，硅質の光沢がある。Ⅱ

上牛鼻産と考えられる。斜長石が密に含まれる。黒色もしくは青灰色を呈し，光沢感が強い。風化してい
ない，もしくは，弱い風化が見られる。Ⅲａ

Ⅲａに類似するが，風化が強い。Ⅲｂ

上記以外の一般的な安山岩。花崗岩との区別においては，帯磁率を基準とし２０×１０－１　ＳＩ以上を本類に含
めた。Ⅳ

火山灰や火山砂などが堆積し，凝固したもの。親指大の礫を含む凝灰角礫岩を含む。
凝
灰
岩

御影石とも呼称。石英・カリ長石・雲母・角閃石・輝石などを主成分鉱物として含む。安山岩との区別は，帯磁
率において２×１０－１　ＳＩの石材を本類に含めた。

花
崗
岩

蛇紋岩はぬめっとした肌触りを有し，光沢がある。石材不明資料中，蛇紋岩に類似した資料を含めた。

蛇
紋
岩
等

風化が顕著で，白色ｏｒ乳白色を呈する。Ⅰ

頁　
　

岩

風化が見られる。層状剥離や白筋が見られるのが多い。Ⅱ

Ⅱに類似するが，風化がない，もしくは弱い。Ⅲ

風化が全くない。光沢があり，漆黒色を呈する。Ⅳ

風化が全くない。光沢があり，黒色や黄橙色，白色，乳白色，青灰色などを呈する。硅質の頁岩。Ⅴ

粘板岩に類似。薄茶色を呈し，剥離が強い。シルト質の頁岩。Ⅵ

さびが付着。黒色を呈し，剥離が強い。Ⅶ

硬質頁岩の一種で，長石が粒状に多量に含まれる。金峰山が産地と考えられる。Ⅷ

砂粒・石英粒が集合して固まった堆積岩の一種。触ると砂粒感が強いものを本類に含めた。砂
岩

極微小な砂粒（泥粒）が集合して固まった堆積岩の一種。頁岩に似て層状を成すが，薄茶色～茶黄色を呈し，指
で触ると粉が指頭に残るものを本類に含めた。

粘
板
岩

硬質化が著しく，鉱物が相累なって帯状もしくは斑状を成すもの。ただし，硬質化（もしくは，硅質化）した頁
岩は本類に含めず，頁岩に分類した。

ホ
ル
ン

フ
ェ
ル
ス

瑪瑙・玉髄・石英・タンパク石・鉄石英・水晶・石英班岩などを総称して，本類に含めた。
瑪
瑙
系

珪酸を含み光沢感を有する。灰白色を呈する。
チ
ャ
ー
ト
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Ⅰ Ⅱ 
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Ⅴ Ⅵ 
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第１節　調査成果の概要

　縄文時代前期該当層は，６層である。この層は，金峰

町教委が行った確認調査時の１５トレンチⅥ層に該当する。

部分的に不明瞭な地点もあるが，概ね川に向けて落ち込

むような堆積状況が見られた。平成１２年度の調査におい

て，Ⅶ層としていたものを含んでいる。この点について

は，１６年度と１７年度の調査中と整理作業によってその整

合性を検討している。

　調査は，５層の調査を終了後人力で６層を目指して掘

り下げた。その中で，５層と６層との間には無遺物層が

部分的に厚く堆積している箇所もあった。また，１７年度

の調査中には台風の被害で水没再埋没の憂き目に会い，

一部の資料が出土地点不明となり一括取り上げせざるを

得ない状況もあった。

　６層の調査は，海抜０ｍ以下の調査も含んでおり，特

に万之瀬川に近い９区周辺では，湧水処理を進めながら

の調査であった。また，部分的に黒色化した半泥炭層と

呼べる層も認められた。この層については珪藻・花粉分

析を実施し，上水流遺跡１において既に報告を行ってい

る（鹿埋文セ２００７参照）。

第２節　遺構

　�　集石

　３基が検出された。１号は，礫総数３００点からなる。

小型のものである。２号は，礫総数２９点からなる。３号

は遺物出土集中箇所よりやや南側で検出された。礫総数

６５点からなる。検出時，上部に被さる部分の土が黒色著

しく，土中に多量の炭化材チップが散在している状況で

あった。これらの集石には，円礫が多く用いられている。

この中には磨石が見られ，１号集石内出土の１点を図化

した。

　�　土坑

　１基が検出された。床面からは湧水が確認され，明確

な底面形ははっきりとしない。土坑内からは炭化物が出

土しているが，原形をとどめない。

　�　ピット

　調査区北側に１７基が集中して検出された。これらが単

体で構成されるものなのか，複数で構成されるものなの

かは判断出来なかった。遺構としての認定は，裁ち割を

実施しその断面観察によったが，明確に認定出来なかっ

たものも多い。

　�　焼土・炭化物集中域

　Ｕ－８～Ｘ－９区において炭化物の集中が確認され，

周辺を精査した結果南北約４０ｍ，東西約８ｍの範囲に種

子炭化物が，一部途切れているがほぼ集中的に散布して

いる状況が見られ，加えて合計４カ所の焼土域を確認す

ることが出来た。両者の同時期性は厳密には断定出来な

かったが，周辺の状況などから極めて近似しているもの

と思われる。焼土域は南側から１号，２号，３号，４号

とした。この内１号については立ち割を行い（図版５），

深いところで１０�赤化している状況が確認出来た。炭化

物集中域からは，多くの種子炭化物が出土している。こ

れらの内種実が良好なもの１００点について，種実同定の

分析を実施した。詳細については第５章において報告書

を掲載しているが，この結果を基に他の種子炭化物につ

いても観察を行ったが，概ねシイ属ブナ科であった。ま

た，放射性炭素年代測定を実施し，５０３２±２５という測定

結果が示されている。これらをあわせて考えると，およ

そ曽畑式土器段階のものとして位置づけることが可能で

あると思われる。

　�　集積

　２基が検出された。１基は，石斧２点と敲石１点から

なり，１基は磨石２点からなる。

　磨石集積は，Ｗ－９区で検出された。２個の磨石が密

接して出土したことからここに抽出した。２点共にほぼ

円形に近い形状である。断面観は２が円形であることに

対して，３はやや楕円形である。

　石斧集積は，Ｕ－８区で検出された。掘り込み等は確

認出来ていない。４は，研ぎによる稜線と面が明瞭に

残っている。刃部には欠損が認められる。５は，全面に

大振りの剥離が見られ，部分的に小さな剥離痕が観察さ

れる。一部には自然面を残しつつ，磨りによって切られ

る剥離がある。このことから，磨製石斧の未製品と見な

すこともできる。６は楕円形の礫で，わずかに磨りの痕

跡と側面に敲打による潰れが観察される。

第３節　遺物

　�　土器

　先述したように，今回報告する土器群は第１－１群土

器である。既存の土器型式で言う曽畑式土器であり，Ⅵ

層からほぼ単独状態で出土した。他の土器型式をほとん

ど含まない点，上部には無遺物層である砂層が堆積して

いる点などから，曽畑式土器期の様相を知る上で極めて

良好な出土状況であると言えよう。これは，後述する石
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器に関しても同様のことが言え，両者をあわせて解釈し

ていかなければならないことは言うまでもない。

　さて，第１－１群土器は器形と文様によって１類から

８類に分類して掲載している。総出土点数は，接合作業

を経て３，２８８点で，各類は，細かな特徴を基に細分を

行っている。出土状況は，その大半がＨ１７年度調査区か

らの出土であり，Ｕ～Ｘ－８・９区を中心に出土してい

るが，調査の安全上，掘り下げを断念した未調査部分を

併せて考えると，東西に落ち込みながら北側へ先細りす

る標高０．４ｍ～－０．４ｍの範囲に集中していると言えよう。

１　１類土器（第１８図１～７０）

　口縁部に刺突文や沈線文を横位に施し，胴部は沈線文

を組み合わせて方形を意識した文様構成が展開するもの

である。接合作業を得て１０９点がこの類に属し，この内

７０点を図化した。刺突文のあるものを１ａ類（１～１０），

ないものを１ｂ類（１１～１３）とした。１ｃ類は，口縁部

を欠損するものを一括した（１４～７０）これらは，さらに

内面施文の特徴でも細分が可能であったが，これについ

ては個別説明で補い敢えて細分は行わなかった。

　１・２は同一個体である。口縁部に刺突文と沈線文と

を交互に施文し，胴部は縦横位の沈線を組み合わせる。

刺突文と沈線文とは同一工具による可能性がある。３は，

胴部の沈線がやや長く，縦横というよりは斜位に近い。

４は，口縁部刺突文直下から胴部文様パターンが施文さ

れている。口縁部の刺突文は，部分的に貼り付け粘土に

よって消されている。５・６は施文具幅が４�と太めで，

６には口縁部に装飾状の突起が認められる。７は，胴部

Ｘ字状の沈線文を四角形の枠で囲うように施文されてい

る。９は，口縁部上位にある横位刺突文が弧状を呈し，

その上には横位の沈線が施されている。１０はやや下膨れ

状の器形を呈する胴部最大径下の施文が上の施文によっ

て切られている。１１の胴部下位の施文は縦位施文の後に

横位施文が行われ，その横位施文は整然としていない。

口縁部の沈線は始点が右にあり，終点が左にある。１．４

�の粘土紐積み上げが確認出来る。１２の内面施文は，横

位の沈線文施文の後に刺突文が施されている。１３の沈線

文は右に始点がある。１４～１８は口縁部上端を欠損する資

料である。１４の口縁部内面の刺突文が弧状を呈している。

１９は，胴部から底部が残存している。底部は蜘蛛の巣状

で，胴部施文との境は部分的にナデの痕跡があり文様が

やや不鮮明である。胴部最大径より下では，縦位沈線文

の後に曲線文を重ねる。最大径上では縦横位の沈線文が

組み合わさり，その間に刺突文が施文される。２０は底部

中央に向かって沈線文が施される。胴部最大径下位の文

様帯では，縦位沈線文の後沈線で楕円形が描かれている。

内面は丁寧なナデである。２１は，幅４�の工具により刺

突文と沈線文とを施文している。縦位沈線文は上から下

へ，横位沈線文は右から左へと施文されている。２２は，

幅１．２�の粘土紐である。２４は，横位沈線のち縦位沈線

文が施され，施文は上から下へ施される。２６は，施文終

了後に横ナデが施されている。２８は，胴部屈曲部に粘土

の接合面がある。３０は，図化した以上に内傾する可能性

もある。５７は，わずかに口縁部内面施文である横位の沈

線文が残っている。

２　２類土器（第２６図７１～１７９）

　１類の胴部沈線文が斜位による組合せのものである。

接合作業を得て１８７点がこの類に属し，この内１０９点を図

化した。１類同様に，刺突文のあるものを２ａ類，ない

ものを２ｂ類と細分した。

　７１～８４はａ類である。７１は，斜位沈線を組み合わせて

いる。施文は，右下がりが左下がりに切られている。７２

は，幅４�の工具で施文される。内面の沈線は，右から

左へ引かれる。７８は，小型の土器である。胴部施文が底

部施文を切っていることから，底部→胴部の順で施文さ

れていたことがうかがえる。胴部の斜位沈線は，上から

下へ施文され沈線文を切るものもある。底部文様の胴部

近くはナデ消されており，底部施文の後，胴部施文を施

す前にナデ調整を施している。７９の施文具はやや鋭い。

８１は小型土器である。粘土接合面で剥離している。８２は，

口縁部にアクセントがある。横位の沈線文は右から左へ

施文され，間に刺突文が入るが左右のバランスが悪い。

８３は，瘤状の貼り付けがある。

　８５～９８はｂ類である。胴部施文の後に口縁部の横位沈

線文が施されている。９１は，横位沈線文が多条である。

９２は，内外面共に器壁の凹凸が激しい。９４は，口縁部の

横位沈線文間に縦位沈線文が施される。９９～１７９は口縁

部を欠損するなどして全体像が掴めなかったものを一括

して２ｃ類とした。１００は，胴部屈曲部で剥落している。

だが，接合面は他の資料と比べてフラッシュであり，あ

るいは焼成前に剥落していたのか，あるいはこちらが口

縁部であるのか判断が付かない。１０１は斜位の沈線文が

長い。口縁部と胴部との施文具が異なっている。１０２は

鋭い工具で施文されている。１０５は，胴部施文の後に口

縁部が施文されている。横位沈線文間に２列の連点文が

垂下する。１０６は，胴部の沈線文は下から上へ施文され

ている。１１５は２�の粘土紐で積み上げられている。１１９

は，胴部の横位沈線文のち斜位沈線文が施され，その後

に口縁部文様が施文されている。１３０は，長い沈線文の

後に刺突文が施される。１３５は小型の土器である。１３７は

小型の土器で太い沈線で施文されている。１４０は薄手で

ある。１７４は，器高が低い。底面の施文は，中心から外

側へ放射状に施文される。胴部との境には横位沈線文が

施されるが，これが胴部施文によって切られている。胴

部施文は，口縁部を上にした場合で下から上へ施文され
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る。口縁部には横位沈線文が施されるが，その下位にあ

る斜位沈線文が部分的にナデ消されているため，胴部施

文終了の後に口縁部付近をナデにより器面調整し，そし

て口縁部施文をしていた可能性が考えられる。１７６は胴

部から底部に至るまで斜位の沈線文が施される。１７８は

底部から胴部下半まで横位沈線文がほどこされ，これを

胴部の斜位沈線文が切っている。

３　３類土器（第３８図１８０～２４９）

　口縁部と胴部とに明確な施文パターンの違いが認めら

れないもの３類とした。接合作業を得て１１４点がこの類

に属し，この内７０点を図化した。

　１８０～１９９は，１類の施文パターンを口縁部から施すも

のである。

　１８０は，縦位と横位の沈線文とを組合せているが，部

分的に斜位の沈線文も施される。１８１は，縦位沈線文の

間に曲線文が加わる。内面には，短い沈線文が羽状に施

文される。１８４は，口縁部に突起が付く。１９４～１９８は内

面に曲線文が施され，さらに１９６・１９９は外面にも曲線文

が見られる。

　２００～２４７は，２類の施文パターンを口縁部から施すも

のである。

　２００は，斜位沈線文の後に口縁部に横位沈線文を施す。

この時の横位沈線文は４条の部分と２条の部分とがあり，

一様でない。２０１は，口縁部が最後に施文されている。

施文前に入念なナデが器面全体に施されている。２０２は，

内面に連続する弧状沈線文を施文した後に横位の沈線文

を施している。２０４は，高さ６�の小型土器である。底

面には粘土接合面が残っており，粘土紐を巻いて底部を

作り出している。２０７の内面には，抉るような粘土紐の

接合痕が残されている。内面拓本に見られる横位の白色

部分がこれである。２０９の口縁部内面には斜位の沈線文

が施され，さらにその下位に横位の沈線文が施される。

２１１は，長い斜位の沈線文を組み合わせる。２１７は，斜位

沈線文の間に縦位沈線文が見られる。２３３は，口縁部外

端に粘土を貼り付けて，口縁部を外反させている。２４４

は，沈線文が羽状に連続する。

　２４８・２４９は横位の沈線文を基調とする。２４８は器高が

低いタイプである。口縁部が外反して胴部で強く湾曲し

て底部へ至る。胴部に刺突文が２列施される以外は横位

の沈線文を基調とするが，部分的に斜位の沈線文を組み

合わせている。２４９は，口縁部が外反し，胴部で強く屈

曲して底部へ至る。文様は，底面を四分割した後に沈線

文を施して四角形状をなす。口縁部から胴部に至るまで

横位の沈線文が施され，口縁部を上にして見た場合，左

から右にやや粗雑に施文されている。

４　４類土器（第４３図２５０～４２９）

　１から３類に属さない口縁部資料を一括した。接合作

業を得て２１２点がこの類に属し，この内１８０点を図化した。

　２５０～２８４は口縁部上端に刺突文が施されるものである。

２５０～２６０は口縁部上端に突起などの装飾を施すなどして

波状口縁を呈する。２６２・２６３は同一個体かと思われる。

２６６の刺突文はやや間延びしている。２７９は平口縁として

図化したが，不安定な作りである。

　２８５～２９９は口縁部上端の施文が沈線文ではじまる。

２９２は幅４�の工具による施文である。

　３００～３３７は口縁部の小片である。
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　３４９は，口縁部に突起が付く。３５９は，口唇部に沈線文

を施す。口縁部の沈線文は，沈線文の右端に粘土の盛り

上がりが見られることから，口縁部を上にしてみた場合

左から右へ施文されていたことが分かる。さらに，これ

らの文様はナデにより調整されている。３７０は強く口縁

部が外反している。３８２は横位沈線文の後に曲線文を施

す。３８５から３９０は小型の土器である。３８６は，口縁部内

面の刺突文に径２～３�の竹管状の工具を用いている。

３８７・３８８は口唇部断面観が舌状をなすために，他の土器

型式である可能性も考えられる。３９０は，間延びした刺

突文を横位と縦位に施文している。３９５は，内面に条痕

が残っている。上層のものが混入した可能性も考えられ

る。３９６は，皿形の器形を呈する。斜位の沈線文を施し，

口縁部上端をナデにより調整している。３９８は，口唇部

が不安定である。

５　５類土器（第５１図４３０～５６１）

　口縁部片や胴部片で，全体像が掴めなかった胴部片を

一括した。接合作業を得て２５３７点がこの類に属し，この

内１３２点を図化した。総点数の約７割がここに属する結

果となった。

　４３０～４４４は胴部片の中でもわずかに口縁部文様帯が見
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られる資料を一括掲載した。４３０は，外面に垂下する刺

突文が施され，内面には横位と斜位の沈線文の下に刺突

文が２列施される。４６１は，胴部最大径付近に刺突文が

見られる。破片の上端にわずかに縦位の沈線文が見られ

る。４６２は，破片上部にＶ字状の沈線文を施した後に斜

位に近い沈線文が施されている。

　４４５～５６１は口縁部を含まない胴部片を一括掲載した。

５１４～５１６は同一個体である。縦位沈線文の後曲線文を施

す。５１７は太めの沈線文である。５２６は傾きがはっきりし

ない。底部に近いと思われる。５３１～５３３は沈線文が短く

羽状に連続する。５３３は横位沈線文に関しても短い。５３５

～５３７は胴部下の屈曲部分に該当する。５４３～５６１は底部

付近の破片である。

６　６類土器（第５７図５６２～５９８）

　底部資料を一括した。接合作業を得て９８点がこの類に

属し，この内３７点を図化した。

　５６２～５７６はクモの巣状施文のものである。５６３は，分

割する沈線文の後に横位沈線文が施される。５６８は粘土

紐を渦巻き状に巻き上げている。５７７は不規則な施文で

ある。５７８は，４分割する沈線文を施文した後に円弧文

を描く。５７９～５８４は分割する沈線が見られない。５８０は，

口唇部施文が見られないことから，擬口縁とも考えた。

だが，口唇部と思われる箇所に，ナデが施されているた

め，確証がもてず，口縁部残存として実測したがここに

掲載した。５８１は，口縁部を欠いた立位の状態で出土し

た。底部と胴部の立ち上がりに斜位の沈線文が施され，

それより上には横位沈線文と刺突文とを組み合わせる。

５８４の内面には条痕が残る。あるいは他の土器型式であ

る可能性が考えられる。

　５８５～５９４は底面中央から放射線状に沈線文が施されて

いる。５８９は底部内面を口縁部の方から見て時計回りに

粘土が巻き上げられている。５９４は，屈曲して胴部が立

ち上がる。５９８は，底部内面を口縁部から見て反時計回

りに粘土が巻き上げられている。だが，１本の粘土によ

るものではなく，幾つかに分断されているようである。

７　７類土器（第６０図５９９～６０９）

　無文土器を一括した。この中には，深鉢形の他に，皿

形や角鉢形の資料も含む。接合作業を得て２８点がこの類

に属し，この内１１点を図化した。

　５９９～６０１は皿状の器形を呈する。６０１は，皿形の器形

を呈する資料で口縁部径が復元できたものである。偽口

縁の可能性もあったが，口唇部や口縁部端部の調整など

から完結しているものと判断し，器形を認定した。６０２

～６０８は深鉢形を呈する。６０７は，１．２�の粘土紐により

製作されている。６０８はやや小型の土器である。６０９は，

図版４－③に示したように６層からほかの類と同様に出

土した。口縁部から底部に至るまでがまとまって出土し

たが，ほかの破片に関しては９ｍ離れた地点の資料と接

合している。２�程度の粘土紐を積み上げて製作されて

いる。口唇部にはキザミが施されているが，ほかの部分

については無文であり，ナデ調整が施されている。角部

の作出に関しては，意識して折り曲げている感もあるが

均一でない。底部には突起が角部４カ所に見られ，横方

向からの穿孔が施される。底面は，やや不安定である。

８　８類土器（第６１図６１０・６１１）

　滑石を含む資料である。本来は１～４類中で紹介すべ

きであろうが，胎土の特徴を重視して類として抽出した。

接合作業を得て３点がこの類に属し，この内２点を図化

した。６１０と６１１は同一個体である。口縁部は強く外反し，

口唇部にキザミを施す。口縁部は，横位の沈線文で底部

は沈線文を方形に組み合わせているが，一様でない。

　�　石器

１　概要

　Ⅵ層から出土した石器及び剥片類は総点数３，４６４点を

数える。剥片石器では，石鏃が最も多く出土し，礫石器

では磨石が最も多い。使用される石材は，剥片石器の場

合黒曜石と安山岩が主体を占め，礫石器の場合頁岩と砂

岩が多い。特筆すべきは楔形石器の多さで，該期の特徴

であろう。
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　はじめに，石材ごとの分布について述べたい。これら

の出土状況図は第６３図～第８５図に示した。グリッド一括

で取り上げた遺物も多数り，厳密な分布状況ではない。

石材の詳細については第２章に一括して示してありこれ

を参照されたい。黒曜石Ⅰは，上牛鼻系である。調査区

全体から出土しているが，Ｓ－９区に独立した分布域を

有する。この石材の石核が出土しているが，製品は見ら

れなかった。黒曜石Ⅴは西北九州系である。Ｒ・Ｓ－８

区にまとまりが見られる。安山岩では，Ⅰ類とⅢ類が多

い。特にⅢ類が多く，黒色の安山岩で上牛鼻系と思われ

る。このことは，黒曜石と安山岩で最も出土量の多い両

者は，共に同一産地のもので構成されているのである。

この他に注目すべき石材分布としては，蛇紋岩がある。

遺跡内から剥片が出土する例は少なく，Ｖ－９区にわず

かながら集中する傾向は，遺跡内において何らかの加工

を行っていた可能性を指摘することができよう。
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　なお，石材分布と器種分布に著しい変化は認められず，

土器の分布とも大きな変化はない。遺構や種子炭化物等

との分布にも概ね合致しており，これら全体が一帯と

なって展開している現象と理解出来る。このことは，土

器型式が曽畑式土器ほぼ単独に近い出土状況にあるため，

これらの石器の多くが曽畑式土器段階の石器群として位

置付けが可能であると思われる。

　以下，器種ごとに説明を加えていきたい。

２　石鏃

　総点数１４０点が出土し，この内７７点を図化した。

　全体的な傾向として，小型の製品が多い。細分につい

ては，平基（１～４）・浅い凹基（５～２４）・深い凹基

（２５～５８）・Ｕ字（５９）・長身で二等辺三角形（６０～

６３）・欠損（６４～６８）・未製品（６９～７２）・厚みのある石

鏃状のもの（７３～７６）と８つに分けることが出来た。

　４は，中央部にある厚みを除去しきれていない。５は，

先端部を細くすることを意識した可能性もある。主要剥

離面を一部に残していることから未製品である可能性も

考えられる。７は，先端部を欠損する。９は，右の脚を

欠損している可能性があるがはっきりとしない。１３は左

脚を短く仕上げている。３２は，やや大きめの石鏃である
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が薄く仕上げられている。３６・３７は，主要剥離面を残す。

４８は，各辺のバランスが悪く，左側の厚みを除去しきれ

ていない。５５は，両面に素材剥片の形状が残っている。

これで見ると，打点方向を先端部にしているようである。

７２は，打点側を基部にして平坦に仕上げるように剥離を

繰り返している。７３～７６は厚みのあるもので石鏃状を呈

する。尖頭状石器や石鏃未製品なども含まれるであろう

が，明確に抽出することが出来なかった。７４は，腹面へ

の剥離はあまりおこなっておらず，主要剥離面を残す。

先端部を意識的に尖らせている感もあり，剥片素材のド

リルである可能性もあるが，摩滅等の確認は出来なかっ

た。７６は，剥片素材のドリルである可能性もある。

３　石匙

　総点数２４点が出土し，この内１８点を図化した。

　細分については，横形のもの（７７～８１）・縦形のもの

（８２～８９）・礫素材の横形のもの（９０・９１）・礫素材の縦

形のもの（９２・９３）・はっきりしないもの（９４）の５つ

に分けることが出来た。

　７７は，横長剥片の鋭利な部分を利用して背面から加工

を施す。７８も７７と同様で，縦に分割欠損していたが接合

した。図上裏面の部分で右側のものについては欠損部分
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から剥離を施している。７９は厚みのある剥片を用いてい

る。厚みのあるせいか，つまみ部の作出が不十分である。

８０は，刃部は剥離の鋭利な部分を用いるが，７７や７８のよ

うに明瞭な刃部形成を行っていない。刃部左側にある微

細な剥離は使用による剥離である可能性も考えられる。

８１は，打面と刃部とが平行しないが剥片素材の形状を生

かした結果であろうか，刃部は細かな剥離により作出さ

れている。８２は，縦長剥片の左右に抉りと刃部を作出し

ている。つまみ部間は３．７�と広い。８３は，つまみ部と

刃部作出の点で右側辺がはっきりしない。８５は，横長剥

片を用い打点を見て左側につまみ部を作出し，打点側へ

の剥離はつまみ部の剥離のみで素材の形状を大きく残し

ている。８７・８８は台形状を呈する。８９は，自然面あるい

は節理面を残す。９０は，礫素材の横長剥片を用い，鋭い

一辺を刃部にしている。刃部作出は弱く，つまみ部の抉

りもはっきりとしない。９２は，自然面から横長に剥離さ

れた剥片を用い，打点側にはつまみ部とその下位に剥離

を加えているが，打点付近以下への剥離は行っていない。

逆に，右側への剥離ははっきりとしており，湾曲する刃

部を呈する。

４　スクレイパー

　総点数３５点が出土し，この内２４点を図化した。

　器種を位置づけられなかった多くの剥片石器がここに

分類されている。刃部がＶ字状を呈して尖頭状を呈する

もの（９５～１０２）・方形を呈するもの（１０３～１０５）・刃部

が丸みを帯びるもの（１０６・１０７）・直線的な刃部のもの

（１０８～１１１）・これらに分類出来なかったその他のもの

（１１２～１１５）・厚みのある素材を用い大きめの剥離で尖

頭状を呈するもの（１１６～１１８）の６つに細分した。

　９５は，打点近くに大きな礫状の不純物がある。９６は剥

片素材で抉りを入れＶ字状の刃部を形成する。９７は，厚

みのある剥片の薄い部分にＶ字状の刃部を形成している。

９９は縦長剥片を用いている。１０１は石鏃の未製品である

可能性も考えられる。１０２は細身である。１０３は楔形石器

の可能性もあるが，先端部等への潰れが認められない。

１０８～１１０は左右が欠損しておりはっきりとしないが，直

線的な刃部が形成されている。１１３・１１４は堤状を呈する。

特に１１４は明瞭で，基部加工は入念であるが，先端部へ

の加工は明瞭でない。１１５は厚みがある。１１６～１１８は尖

頭状とも取れる形状を呈しており，全体的に厚めの素材

を用いて求心状に近い剥離を施す。１１８は，礫皮面から

の剥離のみである。

５　二次加工剥片

　総点数６２点が出土し，この内３点を図化した。

　１１９は礫素材である。１２１は，自然礫の突出部を剥離し

ているため断面観が三角形ないし台形状を呈する。厚み

のある縦長剥片である。側辺に微細な剥離痕を有するが

明瞭な刃部形成は認められない。

６　楔形石器

　総点数８７点が出土し，この内２７点を図化した。

　細分については，四角形状のもの（１２２～１３５）・一辺

が小さいもの（１３６～１３９）・厚みがあり直方体状を呈す

るもの（１４０～１４５）・薄手の剥片素材のもの（１４６・

１４７）・厚みのある大振りのもの（１４８）の５つに分けた。

　１２２・１２４は四側辺全てに稜線の潰れが観察される。

１３１は剥片素材である。１３２は左側を欠損している。三側

辺に稜線の潰れが認められ，欠損していなければあるい

は四面共であったかも知れない。なお，このように欠損

している楔形石器は比較的多く見受けられ，これらに関

しては接合作業を試みている。しかしながら一点も接合

させることが出来なかった。今後の課題として残る問題

である。１３４も三面の稜線が潰れている。断面観はきれ

いな紡錘形である。１３６は質の良い黒曜石を用いている。

全体的な傾向として楔形石器には安山岩が多いのに対し

て黒曜石製はめずらしい。１３９は下方向からの力で分割

されている。１４４・１４５は上面と下面の稜線が直交する特

徴がある。１４８は楔形石器に分類したが，両極石核の可

能性もある。

７　石錐

　総点数４点が出土し，この内３点を図化した。

　１４９は先端部の摩滅が激しい。１５０は，はっきりとした

摩滅は認められない。しかし，刃部と反対側の先端部の

稜が摩滅しており，あるいはこちら側が刃部であろうか。

８　石核

　総点数７１点が出土し，この内２１点を図化した。

　細分は形状で，小型（１５２～１６１）・大型（１６２～１６８）・

扁平（１６９～１７２）の３つに分けた。

　１５４は３�程度の小石状の石核である。１５５は右側から

打面を転移しており，正面も左方向から時計回りに作業

を連続している。１５６は正面感が舟底形を呈する。１５８は

下面の先端部の稜が潰れている。１６１は自然面を残さな

い特徴がある。１６２はⅥ層出土の石核中最大の重量を持

つ。側辺にも剥片剥離が行われている。１６３は，拳大よ

りやや小さめである。１６４は拳大程度の大きさで比較的

円礫に近い。１６６は大振りの剥片を石核としている。１６７

は，右側と下面の稜に潰れが見られる。１６８は拳大より

やや小さめの石核を求心状に剥離している。

９　打製石斧

　総点数４点が出土し，全てを図化した。

　１７３は全体的に摩滅が激しい。１７４は礫皮面を上面に残
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す縦長の剥片を素材としている。１７５はわずかに稜線に

鋭さが見られない部分もあるが，研磨等は見られない。

１７６は自然面が大きく残っている細身のものである。

１０　磨製石斧

　総点数２４点が出土し，この内１８点を図化した。

　１７８・１７９は素材の形状を生かしながら研磨したと思わ

れる磨製石斧である。いずれも研磨による稜線がはっき

りと観察出来る。１８０は蛇紋岩製のものである。右側は

刃部を再生したのであろうか左右対称となっていない。

１８２は入念に成形研磨されたもので裏面が比較的平坦に

仕上げられている。１８３は，幅の広い蛇紋岩製の石斧で

ある。右側には剥離痕が多く残されているが，左側にそ

れはほとんど見受けられない。左側は丁寧に研かれてい

る。１８４は刃部に集中して研磨が施されている。１８５～

１９４は欠損品である。１８５は磨製石斧としたがはっきりと

しない。１８６は基部の可能性もある。１８９は湾曲している

が，これは礫素材の形状を生かした結果であると思われ

る。１９０は右側に敲打痕が残されている。１９１は刃部が刃

部方向から大きく剥離している。

１１　礫器

　総点数１０点が出土し，この内９点を図化した。

　多くの形状を含んでおり，細分は出来なかった。

１９６・１９７は右側を刃部としていたのであろうか。１９９は

左側の加工をほとんど行っていない。２００は，上下に潰

れや剥離が認められており，クサビ状の用途が考えられ

る。２０２は湾曲する刃部である。

１２　敲石

　総点数２５点が出土し，この内１８点を図化した。

　２０８・２０９は上下に激しい潰れ痕があり面が作出されて

いる。また，中央上位にも潰れの痕跡がある。２０５は下

面が潰れて幾つかの平坦面が形成されている。２１９・２２０

は楕円形で厚みがある。磨石に類似するが，上下先端部

の潰れ痕の観察からここに分類した。

１３　磨石

　総点数１８６点が出土し，この内４１点を図化した。

　細分は，小型のもの（２２２～２３６）と大型のもの（２３７

～２６２）とに分けられ，更に，２６０・２６１は断面観が円形

を呈する。なお，２６２ははっきりとしない。

　２３６は先端部に敲打痕による平坦面がある。２４０は内外

面共に敲打による平坦面がある。２４０は表・裏面共に中

央部分が窪んでいる。２４５は二次焼成を受けている。

１４　石皿類

　総点数５３点が出土し，この内１７点を図化した。元来平

坦面を有する石材で，磨り等の人為的行為が確認された

ものを含んでいる。この為，石皿と砥石の両方がここに

分類掲載されている。細分は，扁平な礫素材で小型のも

の（２６３～２６９）・扁平な礫素材で大型のもの（２７０～

２７６）・厚みのある礫素材のもの（２７７～２７９）の３つに分

けた。

　２６４は，砂岩製のもので中央部分がＵ字状に窪む。２６９

は，表裏面共に敲打の範囲が２�の範囲で認められる。

２７０は，右側から表裏面へ敲打と剥離が施され，石皿片

を転用した可能性もある。２７１は，Ｕ字状の窪みが直線

的に数条見られる。２７３は部分的に赤化が観察される。

２７５は緩やかなＵ字状に窪む。部分的に敲打が認められ

る。２７８は，赤化が広い範囲で認められ剥落がある。そ

れ以外の部分については磨り等による光沢が明瞭に観察
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される。２７９は，裏面に自然か人工かはっきりしないが，

幅１�程度のＵ字状の溝が見られる。この石材自体は節

理を多く有する。

　�　土製品・石製品その他

　土製品・石製品等は総点数２０点が出土し，この内８点

を図化した。

　１～６は焼成粘土塊である。

　７・８は石製品である。７は，扁平な三角形状の礫で，

人工的な加工は認められないが全面に摩滅が認められる。

８は，安山岩製の剥片で側面に６条の直交する溝と，片

面に未完通の穿孔が認められる。
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第１節　概要

　調査対象となる層位は，Ⅱ層，Ⅲａ’層，Ⅲａ層であ

る。この中で最も遺物量が多いのはⅡ層である。

　包含層では，Ⅱ層を中心として遺物の出土がみられた。

状況としては，小破片が多い。小破片に関しては，区一

括で取り上げを行い，比較的大きめの破片に関しては番

号を付けて取り上げを実施した。

　ここでは平安時代末の遺物に関しても中世の遺物とし

て取り扱う。また，包含層では中世と近世の時期区分が

困難であったため，本章では中世から近世までの遺構・

遺物を一括して取り扱う。

　中世の遺物としては，土師器・国産陶器（常滑・備

前・東播磨系須恵器・樺万丈・南島産類須恵器【カムィ

ヤキ】など）・輸入陶磁器（青磁・白磁など）などがみ

られた。輸入陶磁器の中でも，青磁と白磁は古くは１１世

紀後半から１６世紀までの長い期間のものがみられる。特

に，元から明にまたがる１４世紀代のものは注目されよう。

また，高麗青磁などは他の遺跡でも類例が少なく，しか

も３点もの資料が発見されたことは注目されよう。

　中世末～近世前半（特に１７後半～１８初頭頃まで）の遺

物としては，土器（瓦質土器を含む）・国産陶磁器（肥

前系・東海系・薩摩焼など）・輸入陶磁器（景徳鎮窯系

青花・ 州窯系青花）などがみられた。この中には，徳

化窯産白磁などの他の遺跡でも類例の少ないものが含ま

れている。また，薩摩焼は堂平窯（日置市東市来町）産

とみられるものと，１６世紀代の朝鮮産（あるいは１７世紀

代の串木野窯産）の可能性のあるものなどが含まれてお

り，重要である。中でも堂平窯産とみられる薩摩焼は，

生産地と消費地のありかたを考えるうえで特に重要な資

料である。

　鉄器も比較的多く出土している。釘が多く出土してい

る他には鍋の破片（鋳鉄）や，鎌，火打金など（鍛鉄）

がみられる。

　石器・石製品については，鍛冶及び鉄生産に関係する

ものが多かった。具体的には，金床石がそれにあたるが，

砥石も鉄に関連するものといえよう。また，火打石も発

見されており，火打金と併せて発火具がセットでみられ

ることが明らかとなった。

　その他には，青銅製品がある。用途不明のものが多い

が，戦時中の弾丸などもあり注目される。

　基本的には，以下のように遺物の大分類を行う。ただ

し，細かい部分については違う部分もある。

　　・食膳具　椀・坏・皿・大皿

　　・貯蔵具　壺・有耳壺・陶器（須恵器含む）甕

　　・煮炊具　鍋・釜・土師器甕

　　・調度具　合子・瓶・水注・小壺

　　・その他　以上のものにはいらないもの。器種が特

定できないもの。

１　中近世の遺物分類

　ア　国産品

　土師器

　　椀・坏・皿・蓋

　須恵器（東播磨系・樺万丈系含む）

　　甕・壷・片口鉢

　瓦質土器（中近世にまたがるもの含む）

　　擂鉢（こね鉢含む）・羽釜・鉢・焙烙・火鉢（火

舎）・蓋・その他

　陶器

　　碗類・皿類・鉢類・甕類・壷類・瓶類（・水注類）・

鍋類・釜類・箱類・器台類・蓋類・その他

　磁器

　　碗類・皿類・鉢類・甕類・壷類・瓶類（・水注類）・

箱類・器台類・その他

　　その他

　　　類須恵器（南島須恵器・カムィヤキ）

　　　肥前系大壺（五耳壺の耳部分のみ）

　イ　輸入品

　　基本的には，碗・皿・口折皿・瓶・壷・鉢・盤・合

子・その他に分類した・

　　青磁（龍泉窯・高麗含む）

　　　分類は，基本的に上田分類（上田秀夫１９８２）と，

大宰府分類（横田・森田１９７８，太宰府市教育委員会

【山本信夫】２０００ほか）を参考として，森村分類

（森村健一２００５）を加味した。

　　白磁（徳化窯産含む）

　　　分類は，基本的に森田分類（森田勉１９８２）と，大

宰府分類（横田・森田１９７８，太宰府市教育委員会

【山本信夫】２０００ほか）を参考とした。また，一部

に森村氏による指導内容を加味した。

　　陶器類

　　　甕・壷・碗・皿・鉢

　　青花（景徳鎮窯系・ 州窯系）

　　　椀・皿

　近世以降の陶磁器の器種・器形などの分類は，「江戸

遺跡検出のやきもの分類」（新宿区四谷三丁目遺跡調査

団１９９１），『九州陶磁の編年』（九州近世陶磁学会２０００），

『雪山・猿引遺跡』（鹿児島県立埋蔵文化財センター

２００３），『垂水・宮之城島津家屋敷跡』（鹿児島県立埋蔵
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文化財センター２００３），『堂平窯跡』（鹿児島県立埋蔵文

化財センター２００７）および「鹿児島県地域における１６

～１９世紀の陶磁器出土様相」（橋口亘２００２）等を参考に

した。
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第２節　遺物の出土状況

　遺物の出土状況は第１３８図～第１４５図に示した。一般遺

物として，グリッド一括で取り上げたものが多いため，

ドットは多くはないが出土の傾向はある程度示すことが

できた。

　全体ドット図（第１３８図）では，Ｍ・Ｎ－７・８区に

ドットの集中がみられるが，この部分は周辺から窪んで

いたところであるので一次的な遺物のあり方ではない可

能性もある。第１３９図～第１４５図では，遺物をいくつかの

類別ごとに示した。類須恵器（カムィヤキ）がごく少数

の出土である（第１４３図）以外は，全体ドットと同様に

Ｍ・Ｎ－７・８区にドットの集中がみられる。

　ただし，土師器については，まばらではあるものの，

ほぼ調査区全域といえる範囲から出土している。

　これらの出土範囲は，多数発見された土坑・溝状遺構

などに規制されているので，本来は遺跡全域に遺物が散

布されていた可能性もある。

第３節　遺物

　　土師器（第１４６・１４７図）

　１～４５は土師器である。坏・小皿・蓋などがある。

・坏（第１４６図１～１３・１８・１９）

　１～１３・１８・１９は土師器の坏である。底部が残ってい

ないものもあるが，残っている物はすべて糸切底である。

６・７・１２のように底径と比較して器高が高いものも若

干あるが，多くは皿に近いような形態を持つ。

　６と１２については，類似しているので同一個体の可能

性も考えられる。仮に同一個体であるとすると，上面観

が非常にいびつな形態をしたものである。

　１３～１５は底部を一括した。この中で，１５は体部の底部

付近をヘラ削りするものである。

・小皿（第１４６図２２～４０）

　２２～４１は小皿である。いずれも底部の糸切痕が明瞭で

ある。器高の低いもの（２２・２３・２６・２７・２９・３０・３３・

３７）と，やや器高のあるもの（２４・２５・３４～３６），中間

的なもの（２８・３１・３２・３８）がある。

　３９・４０は黒色土器Ｂ類の小皿である。内外面ともに黒

色である。

・その他（第１４６・１４７図）

　１７は盤もしくは，鉢などの大型品の口縁部である可能

性がある。ここでは土師器としたが，瓦質土器の可能性

も高い。

　２０は，残存部分が少ないので不明瞭な点も多いが皿と

した。やや大ぶりの皿である。

　２１は，脚付の鉢である。これも残存部分が少ないので

不明瞭な点が多い。

　４３は蓋である。ほぼ完全なもので，上部に把手がつく。

　４４・４５は土師器坏の底部を転用した紡錘車である。４１

と４２も転用紡錘車の可能性があるが，明確ではない。こ

こでは参考資料としたい。
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－１５９－

　　瓦質土器（第１４９図５５～７０）

　４６～５２は，煮炊具である。４６・４７・４９は，羽釜である。

外面には煤が付着する。４８は，二重口縁状のものである

が，風化が著しい。鍋である可能性がある。５０～５２は，

フライパン形のホウロクと考えられる。いずれも板状の

把手を持つものである。５３は，ケズリが施された棒状の

製品の一部である。フライパン形のホウロクの把手の可

能性がある。

　５５～６４は擂鉢である。この中で５８はハケメのみである

が擂鉢の可能性があるものとしてここで取り上げた。

　スリメが縦方向のみにつけられるもの（５５・５６・６０），

斜め方向につけられるもの（５９・６３），ハケメが施され

た後に縦方向にスリメがつけられるもの（６１・６２）など

がある。また，６４は底部付近のみであるが，底部見込み

に弧を描くようにスリメがつけられている。５７は，風化

のためスリメが観察できない。

　６５・６６は甕もしくは壺である。いずれも外反する口縁

部を持つ。

　６７・６９は火鉢である。６７は口縁部の外面に二条の突帯

を巡らし，その間に点が環状に巡るスタンプが数箇所押

される。６８も小破片であるが，火鉢の一部であった可能

性がある。

　７０は鉢もしくは坏であると考えられる。外面には三個

の円を一単位としたスタンプが数箇所に押される。
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－１６０－

　　須恵器（第１５０図７１～第１５１図１０９）

　７１～９７・１０１は東播磨系の須恵器である。そのうち７１

～１０１は片口鉢で，１０１は甕である。また，９８～１００・１０２

～１０４は樺万丈産の須恵器に類似するものである。

　７１～９７は東播磨系の須恵器片口鉢である。いずれも口

縁部外面には自然釉によるものとみられる黒色化がみら

れる。この中で，特にガラス質の自然釉がかかるのは

７５・７６・７８・８６・８７・９０・９２・９４である。また，７２・７４

・８０～８２・８４・８８・９３は口縁部外面が燻されたように黒

色化する。

　また，断面で粘土を観察すると，赤色と白色の互層に

なっているものや，内面に自然釉がかかっているものも

みられる。

　１０１は東播磨系須恵器の甕である。外面に格子目状の

タタキが矢羽根状（あるいは綾杉状）に丁寧に施される。

　９８～１００・１０４は，樺万丈（樺番城）系の須恵器である。

いずれも甕であり，外面には格子目のタタキが，内面に

はヘラケズリがみられる。ただし，９９は壺の可能性もあ

る。

　１０２・１０３は産地不明の中世須恵器である。中世ではな

く古代の須恵器の可能性もあるが，内面のアテ具痕がな

いことから中世の須恵器とした。

　　類須恵器（カムィヤキ）（第１５１図１０５～１１１）

　１２点出土し，７点について図化した。いずれも甕もし

くは壺であると考えられる。

　１０７～１１１は胴部である。内面には，輪詰み痕と格子目

状の当て具痕が残る。

　１０５・１０６・１０９は底部である。１０５・１０６には，回転し

てナデを行った痕跡が残る。

　　国産陶器（第１５２図）

　在地産でないものを一括した。常滑・備前・瀬戸で生

産されたものが含まれる。

　１１２～１１５は常滑産の甕である。口縁部がやや厚手で，

先端が斜め上方につまみ上げられて縁帯を意識した成形

を行っている。ただし，口縁部の屈曲部の根本付近から

欠損している。常滑・渥美編年で４型式に該当し，１２Ｃ

末～１３Ｃ初頭とされるものである（中野１９９４・２００５）。

　１１６～１１９は備前産である。１１６は甕の底部である。１１９

は壺，１１８は擂鉢で，１１７は鉢の可能性がある。

　１２０は，瀬戸産の壺である。内面には輪積みの痕跡が
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－１６３－

明瞭に残り，指オサエと釉ダレがみられる。

　　薩摩焼（第１５３図）

　１２１・１２２・１２３は，甕の口縁部の資料である。口縁部

は，先端を外側に折り，さらに内側に折り返して肥厚さ

せ丸くおさめ，「Ｔ」字状の形状をつくる。

　１２１・１２３は，口唇部の内側を高くし外側を溝線状にす

るタイプのものである。１２１は，口唇部内縁が内側に伸

びるものである。内面口縁部下位には，同心円状のアテ

具痕が残る。口唇部の釉は拭き取られ，貝目が残る。

１２２の口縁部は，端部で外側に折り，さらに内側に折り

返しておさめるため，「Ｔ」字状を呈する。内面口縁部

下位には同心円状のアテ具痕が残る。口唇部の釉は拭き

取られ，胎土詰貝目が残る。１２３は，外面にナデ調整に

よる横筋が看取される。内面には，ヘラ状工具による調

整痕が残る。口唇部の釉は拭き取られ，貝目が残る。

　１２４は，甕の胴部の資料である。肩部に貼り付けの縄

状の突帯を有し，その突帯の上位に１条の突帯を有する

ものである。縄状の突帯の下には，貼り付けあとのナデ

調整による横筋が看取される。内面にはタタキ成形によ

る同心円状のアテ具痕が残る。

　１２６・１２７・１２９は，擂鉢である。器形は，「逆ハ」の字

状にひらく。口縁部は外側に折り返して肥厚させ，２条

の突帯をつくる。口縁端部がわずかに外反する。１２６は，

口縁部や口唇部にナデ調整の痕が残る。内面口縁部下位

に，下位から上位に向けて施したスリ目を同じような高

さにするために指でナデ消した痕が看取できる。１２７は，

内面にタタキ成形によるアテ具痕が残り，外面には板条

のタタキ目が残る。深い擂り目を下位から上位に向けて

施す。１２９はの口唇部は，ほぼ平坦につくる。内面口縁

部下位には，下方から上方へ施した擂り目をナデ消した

痕跡が看取される。

　１２５・１２８は，口縁部が逆「Ｌ」字状を呈する鉢である。

１２５は，大形の蓋である。口唇部は，ほぼ平坦につくる。

外面口縁部下位に，１条の溝が巡っている。口唇部の釉

は拭き取られ，胎土詰貝目が残る。１２８は，内外面にナ

デ調整の横筋が看取される。外面には波状の突起が貼り

付けてある。また，内面口縁部下位に，波状の突起を貼

り付ける際に付いたと思われる指圧痕が残る。口唇部内

縁を除き施釉されている。

　１３０は，鉢の口縁部である。端部を内側に折り返し口

唇部をやや丸くおさめる。外面口縁部下位に細い２条の

突帯が巡る。内面にタタキ成形による同心円状のアテ具

痕が残る。口唇部には，重ね焼きの際に付いた他製品の

釉が付着している。

　１３１・１３２は，蓋である。器形は浅鉢形であり，甕や壺

に被せて使用したとみられる。口縁部を外反させ，さら

に内側に折り返して肥厚させ，内側を丸くおさめている。

口唇部は，内側が高く外側を溝縁状にするもので，貝目

が残る。１３２は，内外面にヘラ状工具による調整痕が残

る。

　１３３・１４６は，瓶である。１３３は，口縁部の資料である。

口縁部は端部を丸くおさめ，やや外反させている。内外

面にヘラ状工具による調整の痕が残る。瓶の口縁部とし

たが他の器種の可能性も考えられる。一般の薩摩焼の胎

土とは異なるので，薩摩焼ではない可能性もある。１４６

は，頸部から胴部の資料であり，頸部で大きくくびれて

いる。内外面に，ヘラ状工具による調整痕が看取される。

内外面に飴釉が施釉される。

　１３４・１３５は，壺である。１３４は，口縁部を内側に折り

返して丸くおさめ，口唇部には蓋受け部を有する。内面

にはタタキ成形による同心円状のアテ具痕が残る。総施
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－１６６－

釉品である。１３５は，口縁部から胴部にかけての資料で

ある。口縁部は，端部を外側に折り返し口唇部を丸くお

さめている。内外面に横方向のナデ調整の痕が残る。内

面胴部に同心円状のアテ具痕が残る。

　１３６～１３８・１４０は，碗である。１３６は，胴部下位から高

台にかけての元立院窯（姶良町）系に類似した大型の碗

の資料である。腰部の張りは弱く，高台外部下位はヘラ

状工具で「く」の字状に削られている。胴部外面にナデ

調整の痕が残り，胴部下位にはヘラ状工具による調整痕

が残る。高台はいわゆる削り高台である。高台内面の厚

さは，中心部にいくほど薄くなっている。内面全体に黒

褐色釉が施され，外面の一部には黒褐色釉が施される。

１３７は，口縁部がやや外反するものである。内外面にヘ

ラ状工具による調整の痕が残る。１３８は，腰部の張りが

弱く，丸みを帯びるものである。内外面にヘラ状工具に

よる調整痕が残る。また，外面腰部には，ヘラ状工具に

よるケズリ調整の痕が残る。内面全体と外面腰部上位に

飴釉がかけられている。１３７と１３８については，龍門司系
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の山元窯（加治木町）産の可能性がある。

　１４０は，中国産白磁の森田Ｄ類の皿にも似た特徴を持

つが，ここでは「白薩摩」とした。胎土は黄白色でやや

やや褐色を帯びる。透明釉が畳付を除き全面ににかかる。

また，貫入も観察される。高台はいわゆる削り高台であ

り，高台下部外面がヘラ状工具で「く」の字状に削られ

ている。外面の高台畳付部分から見込みにかけて黒色化

している。この黒色化が，墨書か煤によるものかは明ら

かでない。

　１４１は，皿である。腰が張っており，口縁部はやや外

反している。底部は口縁部と比較して厚くなっている。

外面にヘラ状工具による調整の痕が残る。内面にはナデ

調整の痕跡が残り，見込みに重ね焼きの際についた砂目

が残る。外底面には糸切りの痕が明瞭に残る。

　１４２・１４３は，蓋である。円盤状の体部の下面に，輪状

の粘土紐を貼り付け，身受け部をつくるものである。体

部上面には，ヘラ状工具による調整痕も看取される。体

部上面のみ施釉される。１４３には，体部上面端部近くに

重ね焼きの際に付いた他製品の身受け高台の痕が残る。

　１４４・１４５は，水注などに被せたと考えられる蓋である。

１４４は，円盤状の体部の下面に，輪状の粘土紐を貼り付

け，身受け部をつくるタイプのものである。体部上面に

は，ヘラ状工具による調整の痕が残る。また，体部上面

に重ね焼きの際に付いた他製品の胎土が残る。１４５は蓋

である。円盤状の体部の下面に，輪状の粘土紐を貼り付

け，身受け部をつくるタイプのものである。体部上面に

は，ヘラ状工具による調整痕が看取される。体部内面及

び見受け部には，ナデ調整の痕が残る。

　１４６は，龍門司系の可能性のある瓶である。筒型の胴

部にすぼまった頸部を持つものである。

　１４７は，瓶の口縁部である。口縁部はやや外反してい

る。内外面に，へラ状工具による調整痕が残る。口唇部

の釉は，拭き取られている。瓶の口縁部としたが，他の

器種の可能性も考えられる。

　１４８は，土瓶の注口部であり，Ｓ字状の溜め口を呈す

る。茶止め穴が三角形状に３か所設けられているが，内

面から注口に向かって右側に偏っている。外面全体と注

口内面端部に施釉される。

　１４９は，土瓶の底部の資料である。外底面にヘラ状工

具による筋状の痕跡が残り，内底面にヘラ状工具による

調整痕が残る。円錐状の脚が貼り付けられており，貼り

付け際に付いたと思われる指圧痕が看取される。外底面

は露胎する。脚部や外底面に煤が付着しており，使用さ

れたものであることが確認できる。

　５４は小型の羽釜である。胴部外面には鍔が巡る。胴部

外面下半部には煤もしくは炭化物が付着している。

　　染付（第１５４・１５５図）

　おおむね肥前系のもので，１７世紀～１８世紀前半代とみ

られるものが多い。ごく少数近代の可能性のあるものが

入る。

　１５０は，青磁に染付を施すもので，口縁は輪花状を呈

する。波佐見（現長崎県東彼杵郡波佐見町に所在）産の

可能性がある。

　１５１は，外面に龍とみられる文様が，口縁部内面には

雷文が施される碗である。

　１５３は，見込みに蛇の目状の文様の中に鋸歯文を伴う

皿である。

　１５４は，色絵碗である。赤色と緑色に着色された文様

がみられる。
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　１５６は，外面に梅の花が描かれる碗で，口縁は直行す

る。

　１５７は，筒型を呈する碗である。梅と笹の文様が施さ

れる。

　１５８は，京焼を模した肥前系碗である。船とみられる

鉄絵の文様が施されている。また，１５９も船とみられる

文様が施される。

　１６０は，外面には唐草文が，外底面見込みには「○○

生○」の字款のあるものである。

　１６８は，蓋である。上面に削り込みによる文様がある。

１７０は，筒形の碗である。比較的新しい時期のものであ

る。１７２は，合子もしくは紅皿で，タコ唐草文を浮き彫

りにしたものである。１７４は，近代の可能性のある磁器

碗で，外面底部近くに雷文を施す。１７５は，華南三彩を

模倣した肥前系の甕の頸部につく耳部分である。茶道具

にも類似の形態のものがあるので，茶道具（茶筅置きな

ど）に転用された可能性もある。１７６は，紅皿である。

内面は無文で，外面は菊花状につくるものである。１７７

は，合子の蓋である。繊細な文様が施されている。

　１５９は，１９世紀頃とみられるもので，比較的新しい時

期のものである。見込み部には絵付が施され，足付きハ

マ（窯道具）の痕跡である４点の目跡がつく。

　　白磁（第１５６図）

　これらは，中国でつくられ輸入されたものである。

　１７８～１８２は，口縁部を折り返してつくるもので，いわ

ゆる玉縁口縁状を呈するものである。太宰府編年のＣ期

のⅣ類に該当し，１１世紀後半～１２世紀前半頃のものであ

る。

　１８５～１８７は，口縁部が外反する碗である。１８７は口唇

部の釉を拭き取るもので，いわゆる口禿碗である。１８５

は，口縁部内面から口唇部にかけてシャープに屈曲する

ものであるが，その部分には釉溜まりがある。

　１９０は，口縁部が若干外反するもので，碗Ⅴ類もしく

はⅥ類の碗に該当する。内面には櫛目文が施される。Ｃ

期もしくはＤ期に該当し，時期は１１世紀後半～１２世紀後

半である。

　１９２・１９３・１９４は皿である。皿Ⅸ１類に該当し口禿皿

とも呼ばれるもので，口唇部の釉が拭き取られているの

が特徴である。Ｆ期に該当し，時期は１３世紀中頃～１４世
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紀初頭である。１９４は，底部外面であるが，ナデられた

痕跡が残る。

　１９６は，アーチ状高台とも呼ばれる割高台の皿である。

底部外面高台見込みに「十」の字もしくは記号とみられ

る墨書が施される。森田分類のＤ群（太宰府編年のＨ期

に相当）にあたり，１５世紀頃の時期のものである。

　１９７は， 州窯系の製品と考えられるが，青色の文様

が施されていないので白磁に分類した。底部には砂目が

残る。

　１９８は，口径に比べて高さと高台の大きさが小さいも

のである。釉には細かい貫入が多く入る。森田勉氏がＤ

群に分類したものに該当する。時期は１４世紀後半～１５世

紀前半頃である。

　１９９は，口唇部と口縁部内面の釉が拭き取られている。

底部には高台を有する。外面には浮文状の文様がみられ

る。高台見込み部には若干の粘土のしわが認められるの

で，型押し成形によるものとみられる。これらの特徴か

ら徳化窯産の製品の可能性がある（大橋１９９９）。徳化窯

産であれば，白磁印花唐草文の碗である可能性があり，

南宋～元（１３～１４世紀）のものである（愛知県陶磁資料

館２００８）。

　２００は，国産のものにも似るが，胎土などの特徴から

中国産とした。森田Ｅ群のものにも類似するが，国内で

模倣されたものの可能性もある。２０１は，口縁部が溝縁
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状を呈する。肥前産のものにも似るが，胎土などの特徴

から中国産のものとして扱った。２０３は，合子の身であ

る。

　　青磁（第１５７図～１５９図）

　２０４～２１０は鎬連弁文の碗である。２０４・２０８はこの中で

も特に残存状況が良好である。砧青磁と呼ばれる青磁碗

に類似する。２０４は，他のものと比較して底部が小さく

不安定ではあるが，非常に美しい発色と成形である。太

宰府編年のＦ期にあたるもので，１３世紀中頃～１４世紀初

頭の時期である。２０５～２０７，２０９は，おおむねＥ期にあ

たるもので，１３世紀はじめから中頃の時期である。

　２１７・２１８は見込みに劃花文が施される碗である。Ｄ期

にあたるもので，１２世紀中頃～後半の時期である。

　２１２は，外面に線連弁が施される碗で，見込みには

「古林」か「吉林」とみられるスタンプ文が施される。

　２２１は，見込みに双魚文のある皿である。ただし，文

様は魚の尾のみの残存である。龍泉窯のⅣ類に該当する。

　２５３・２５４は香炉である。２５４は根本から欠損している

のでわかりにくいが，本来は底部付近に３本の脚がつく

ものである。見込みには，「立」に類似した墨書がある

が，右半分が消滅しているため，全形は確認できない。

これは，足利様式の花押の可能性がある。龍泉窯の碗Ⅳ

イ類と胎土を同じくするもので，Ｇ期（１４世紀以降）の
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ものである。２３４は，聞香炉（手持ち香炉）とされるも

のに類似する。これも明代でＧ期（１４世紀以降）のもの

である。２３５も，香炉の可能性があるが判然としない。

　２１４は底部高台見込み部に「十」の字もしくは記号と

みられる朱墨が施される。明代のもので，Ｇ期（１４世紀

以降）のものである。

　２２４・２２６・２２７は胎土が灰色で，黒点が入るものであ

る。これは，中国泉州産の可能性が指摘される（南城市

教育委員会２００６など）ものであるが，類例が少ないので

検討を要する。晋江磁 窯のものに類似するがこれも明

らかではない（愛知県陶磁資料館２００８）。

　２２５・２３０～２３３は，口折れ坏である。明の時期に該当

するもので，Ｇ期（１４世紀以降）のものである

　２２８は，見込みを蛇の目状に釉ハギするもので，Ｇ期

（１４世紀以降）の可能性のあるものである。

　２２９は，盤である。口縁部は口折れの形態を呈する。

これもＧ期以降のものである。

　２３４～２３８は，稜花皿である。いずれも明代のもので，

Ｇ期以降（１４世紀以降）のものである。

　２３９は，白磁か青磁かの判別が不可能なものである。

形態は２２８に類似する。

　２４１～２４３は高麗青磁である。いずれも底部外面と見込

み部に目跡（胎土目）がつくものである。１３世紀頃の可

能性がある。

　２４６は，貼り付けた耳のある壺で，比較的大型のもの

である。２４７・２４８は，瓶の頸部から口縁部にかけてのび

る部分である。２４９は，壺の口縁部である。下方に折り

返す口縁を持つ。２５０は，外面に花文に似た文様が刻ま

れる。梅瓶にも類似するが，検討を要する。

　２５１は，箱形を呈するもので，漢字の「五」のような

浮き彫りが施される。水滴か花入れであろうか。

　　輸入陶器（第１６０図）

　２５６～２５８は，泉州（晋江）磁 窯産とみられる盤であ

る。これらは，口唇部に目跡がつく。見込み部には不鮮

明な鉄絵とみられる文様が認められる。ただし，一部の

ものについては国産の瀬戸の盤の可能性もあるので注意

したい。

　２５９は，華南系の鉢である。口縁部内面に二条の突帯

を有する。

　２６９は，泉州（晋江）磁 窯産もしくは童子窯産とみ

られる盤の口縁部である。透明度の高い緑釉がかけられ

る。２６４は，同様のものの底部である。

　２６２・２６３・２６８は，華南産とみられる壺である。頸部

から胴部にかけての部分に把手もしくは耳がつく。

　２６６・２６７は，中世前半とみられる壺である。水注の可

能性もある。

　　青花（第１６１・１６２図）

　景徳鎮窯系と 州窯系とがある。

　２７２・２７４・２７６・２８２・２８４・２８５は，景徳鎮窯系の青花

である。

　２７４は，見込みにホラ貝文が施される。蓮子碗の形状

を持つ。

　２７２は，見込みに洞窟の陰で僧が読経している様子が

描かれるものである。底部は慢頭心の形状をなし，外面
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には「大明年製」の年款がある。２８４は，玉取獅子文が

描かれる。

　２７０・２７１・２７３・２７５・２７７・２７８～２８１・２８３は， 州窯

系の青花である。

　２７１は碁笥底で外面に芭蕉文が施される皿である。見

込みには「寿」を崩した文様が描かれる。

　２７０・２７５は，見込みに寿を崩した文様が施される。

２７８もその可能性がある。

　２８３は，底部内面に「凵」が描かれる。これは，福を

崩した文様で，「画福」文と呼ばれるものである。

　２７３は，見込みに「福」が描かれるものである。底部

は慢頭心の形状をなす。

　２７７は，連子碗である。見込みには連点状の文様が施

される。

　　土製品（第１４７図・第１６３図）

　円盤形土製品・土錘・紡錘車・ふいごの羽口などがあ

る。

　４４・４５は転用品である。坏の糸切底部を再利用してい

る。

　４１・４２は，穿孔にもとれる部分のある土師器坏の底部

である。転用紡錘車の可能性のあるものとしてここに取

り上げた。

　２８７～２９２は，土錘である。いずれも細身のもので，中

世のものに多くみられるような粗雑なつくりである。

２９３は，磁器製で中央部に穴のあいた円盤形を呈する。

近代の紡績に使用する紡錘車の可能性がある。

　２９５～２９８は，ふいごの羽口である。２９５は，大きめの

もので，外面に幅１�程度の数条の溝がある。口縁部付

近には鉄滓が付着する。２９６は，ガラス質が付着する部
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－１７５－

分と黒色化・赤色化した部分がそれぞれ帯状にめぐる。

２９７は，口縁部に大きな鉄滓がつくものである。２９８は，

口縁部が肥厚するものである。通常のものと形態が異な

るので，鍛冶炉側ではなく，ふいご側につく部分の可能

性がある。

　２９４は，円盤形に土器片を再加工した製品で，「メン

コ」もしくは「円盤形再加工土製品」と呼称されるもの

である。

　　石器・石製品（第１６４～１６９図）

　石器・石製品には，砥石・火打石・軽石製品などがあ

る。また，金床石の可能性のあるものも含めてここに取

り上げた。

　２９９～３０２は，火打石である。角の部分がつぶれている

が，これは調整によるものではなく，火打金との打撃に

よって刷りあわされてできたものである。

　３０３～３０８は，金床石と考えられるものである。いずれ

も熱や打撃によるとみられる敲打・ハガレ・赤色化がみ

られる。

　３０９～３１７は，砥石である。この中で，３１０・３１２・３１６

は天草砥石と呼ばれる天草産の石材を使用した砥石であ

る。３１７は，筋状の溝が数条残るものである。通常の砥

石の用途とは異なる可能性があるが，具体的な用途は不

明である。

　３１８～３２２は，軽石製品である。

　３１８は，拳大よりやや大きめの軽石素材を箱形にくり

抜いたもので，上部が欠損するものである。くり抜きの

際のノミ痕が明瞭に観察される。

　３１９は表裏の両面に比較的太い２条の溝が斬り合って

みられるが，表裏の溝はそれぞれ異なる方向にはしるも

のである。

　３２０は，円盤状で中央に穿孔されるものである。縄文

時代の垂飾品に類似するが，用途は不明である。

　３２１・３２２は，楕円形を呈する。用途は不明である。

　　鉄器・鉄製品（第１７０～１７２図）

　３２３は鎌である。有茎のもので形態が新出の要素をも

つものであるので，近代の可能性もある。３２４も全形は

不明であるが，鎌の一部の可能性がある。

　３２５～３３４は，小刀もしくは刀子と考えられる。
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－１７７－

　３３５は，和ばさみである。近年になって，中世以降の

同様の資料が増加しており注目されるものである。

　３３６は，ノミもしくはタガネの可能性も考えられるも

のである。３３７・３３８は，カンナの可能性がある。３３７は，

風化が著しく，亀裂が大きく断面形に関してはは旧状を

留めていない。

　３３９・３４０は，短冊形を呈し，上部には穴が開けられる

ものである。３４２も短冊形を呈するもので，穴はないも

のの，３３９・３４０と同様のものである。

　３４６～３４８は，環状の製品である。ブレスレット状のも

のや指輪状のものがあるが用途は不明である。

　３４９は，筒型を呈するもので，薬莢に類似するが，こ

のようなものは類例がないので，薬莢ではなく中空の棒

状製品の一部であると考えられる。３５０も筒形を呈する

が，つなぎ目が開いている。これが当初からの形状であ

るかは不明である。

　３５１～３５８は，板状の破片である。ひび割れが顕著なこ

とから，鍛造品ではなく鋳造品であるとみられる。

　３５９は，小札（こざね）である。板状を呈するもので，

連続した穴が開けられている。甲冑の部品の一部である。

　３６０・３６１は火打金である。ハンガー形を呈する。３６０

は上部に穴がある。火打石と併せて発火具として用いた

ものである。

　３６２は，飾り釘（頭部に円盤についた釘）もしくは傘

釘の可能性がある。

　３６３～３６８は，釘である。いわゆる角釘であるが，もと

もとは土坑墓に伴う木棺・木桶などに打ち込まれていた

可能性がある。３６９は，断面形が楕円形を呈するもので，

近・現代の釘の可能性がある。３７０は，二本の曲がった

釘がお互いにからみついたものである。これも近代の可

能性がある。

　３７３は，Ｔ字形の製品の一部である。用途は不明であ

る。３７４は，頭部が傘状になっているもので，釘か金具

の可能性のあるものである。３７５は，角釘に類似するが，

カーブしている部分があるので，用途は不明である。

３７６～３７８は，かすがい状のものである。

　　銅・青銅製品（第１７２図）

　３７９は，短冊形の製品である。一辺は欠損しているが，

残りの三辺は丸みをもっている。

　３８０は，キセルの煙口である。側面からの力によって

つぶれている。

　３８１は，太平洋戦争時の１３�の機銃弾である。施条痕

（ライフルマーク）が６条つく。アメリカ軍のものに類

似するが，アメリカ軍のものとは施条痕の回転方向が反

対で，注目される資料である。

　３８２は棒状製品で，縫い針の可能性がある。ただし，

糸通しの穴は確認できない。
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－１７９－

　３８３は，断面が円形の棒状製品である。若干カーブし

ていることから，土瓶や鍋の把手であった可能性がある。

　３８４は，擬宝珠形の小型製品である。用途は不明であ

るが，空洞があるのでそこになんらかのものを差し込ん

でいた可能性がある。

　３８５は，細かい文様が表面に入るものである。刀の鐺

（小尻・こじり：鞘尻の部分）・石突（いしづき）・頭

（かしら・柄頭）につける金具に類似する。

　　銭貨（第１７３図３８６～３９６）

　洪武通寶・寛永通寶・朝鮮通寶・元祐通寶・開元通

宝・無文銭・近代硬貨が出土している。

　３８６～３８９は，寛永通寶である。３８６は，「寶」の「貝」

の下部分が「ス」になっているいわゆる「ス貝寶銭」で

比較的古い様相を示すが，他の３点は「貝」の下部分が

「ハ」になる「ハ貝寶銭」である。ほとんどのものが青

銅を基本とする素材のものであるが，３８９は鉄製のもの

であると考えられる。いずれも背面は無文である。
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　３９０・３９１は，洪武通寶である。いずれも背面は無文で

ある。遺構内からは背面に「治」銘のあるものが多く出

土しているが，それとは対照的である。初鋳は明の１３６８

年である。

　３９２は，元祐通寶である。篆書体で文字が入れられて

いる。初鋳は北宋の１０８６年である。

　３９３は，朝鮮通寶である。背面は無文である。初鋳は

朝鮮王朝の１４２３年である。

　３９４は，半分しか残存していないが，「開」と「通」が

確認されるもので，開元通寶であると考えられる。開元

通寶であれば，初鋳は唐の６２１年及び８４５年もしくは南唐

の９６０年である。

　３９５は近代の十銭硬貨である。裏側に「大正二年」の

銘がある。

　３９６は，両面ともに文字が認められないので，いわゆ

る無文銭であると考えられる。ひび割れがあり，質の悪

いものである。他のものと比較して孔が大きい。
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第１節　科学分析の概要

　科学分析は，発掘調査中の平成１２年度から平成１７年度

にかけて６回に分けて依頼した。整理作業が本格化した

平成１８年度以降も継続して依頼を計画しているが，今回

報告分の対象試料は，縄文時代前期に関連する部分であ

る。上水流遺跡１において報告した花粉分析等について

も再録している。なお，分析結果については納品された

各報告書を元に時代・分野などの領域別に再編を行い掲

載している。

第２節　放射性炭素年代測定

パレオ・ラボＡＭＳ年代測定グループ

伊藤茂・丹生越子・廣田正史・瀬谷薫・小林紘一

Ｚａｕｒ　Ｌｏｍｔａｔｉｄｚｅ・Ｉｎｅｚａ　Ｊｏｒｊｏｌｉａｎｉ・中村賢太郎

１．はじめに

　鹿児島県に位置する上水流遺跡より検出された試料に

ついて，加速器質量分析法（ＡＭＳ法）による放射性炭

素年代測定を行った。

　試料の調製は廣田，瀬谷，Ｌｏｍｔａｔｉｄｚｅ，Ｊｏｒｊｏｌｉａｎｉ，

測定は伊藤，丹生，小林が行い，報告文は伊藤，中村が

作成した。

２．試料と方法

　測定試料の情報，調製データは表２のとおりである。

　試料は，第３８図１８１の土器に付着した炭化物（試料№

２，ＰＬＤ－１１５０８），Ｖ－８区出土の炭化種実（試料№３，Ｐ

ＬＤ－１１５０９），第２９図８８の土器に付着した炭化物（ＰＬＤ－

１２０２３）の３点である。

　試料は調製後，加速器質量分析計（パレオ・ラボ，コ

ンパクトＡＭＳ：ＮＥＣ製　１．５ＳＤＨ）を用いて測定した。

得られた１４Ｃ濃度について同位体分別効果の補正を行っ

た後，１４Ｃ年代，暦年代を算出した。

３．結果

　表２に，同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比

（δ１３Ｃ），同位体分別効果の補正を行って暦年較正に用

いた年代値，慣用に従って年代値，誤差を丸めて表示し

た１４Ｃ年代，１４Ｃ年代を暦年代に較正した年代範囲を，図

１に暦年較正結果をそれぞれ示す。

　暦年較正に用いた年代値は誤差を丸めていない値であ

り，今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用

いて暦年較正を行うために記載した。

　１４Ｃ年代はＡＤ１９５０年を基点にして何年前かを示した年

代である。１４Ｃ年代（ｙｒＢＰ）の算出には，１４Ｃの半減期と

してＬｉｂｂｙの半減期５５６８年を使用した。また，付記した
１４Ｃ年代誤差（±１σ）は，測定の統計誤差，標準偏差等
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前処理試料データ遺跡データ測定番号
超音波洗浄
アセトン処理
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：１．２Ｎ，水酸化ナトリ
ウム：０．１Ｎ，塩酸：１．２Ｎ）
サルフィックス

試料の種類：土器付着炭化物
付着部位：不明
状態：ｄｒｙ

調査区：Ｖ－９区
層位：Ⅵ層
遺物№：第３８図
１８１（３７２２５）
試料№：２

ＰＬＤ－１１５０８

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：１．２Ｎ，水酸化ナトリ
ウム：１Ｎ，塩酸：１．２Ｎ）
サルフィックス

試料の種類：炭化種実
状態：ｄｒｙ

調査区：Ｖ－８区
層位：Ⅵ層
遺物№：（３２７８２）
試料№：３

ＰＬＤ－１１５０９

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：１．２Ｎ，水酸化ナトリ
ウム：０．１Ｎ，塩酸：１．２Ｎ）
サルフィックス

試料の種類：土器付着炭化物
付着部位：口縁部外面
状態：ｄｒｙ

遺物№：第２９図８８
註記：ＫＺ０５．Ｗ－９．
Ⅵ．３７２３０

ＰＬＤ－１２０２３

１４Ｃ年代を暦年代に較正した年代範囲１４Ｃ年代
（ｙｒＢＰ±１σ）

暦年較正用年代
（ｙｒＢＰ±１σ）

δ１３Ｃ
（‰）測定番号

２σ暦年代範囲１σ暦年代範囲

３９０３ＢＣ（　３．０％）３８８０ＢＣ
３８０１ＢＣ（９２．４％）３６９６ＢＣ３７７７ＢＣ（６８．２％）３７１２ＢＣ４９８０±２５４９８１±２４－２７．８４±０．２１

ＰＬＤ－１１５０８
試料№：２　
第３８図１８１

３９４６ＢＣ（９３．８％）３７６１ＢＣ
３７２５ＢＣ（　１．６％）３７１５ＢＣ

３９３６ＢＣ（４８．１％）３８７３ＢＣ
３８０９ＢＣ（２０．１％）３７８０ＢＣ５０３０±２５５０３２±２５－２６．７８±０．１２ＰＬＤ－１１５０９

試料№：３　

３７５８ＢＣ（　２．６％）３７４３ＢＣ
３７１４ＢＣ（９２．８％）３６４３ＢＣ３７００ＢＣ（６８．２％）３６５７ＢＣ４９１０±２５４９１１±２４－２５．３１±０．１６ＰＬＤ－１２０２３

第２９図８８
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に基づいて算出され，試料の１４Ｃ年代がその１４Ｃ年代誤差

内に入る確率が６８．２％であることを示すものである。

　なお，暦年較正の詳細は以下の通りである。

暦年較正

　暦年較正とは，大気中の１４Ｃ濃度が一定で半減期が

５５６８年として算出された１４Ｃ年代に対し，過去の宇宙線

強度や地球磁場の変動による大気中の１４Ｃ濃度の変動，

及び半減期の違い（１４Ｃの半減期５７３０±４０年）を較正す

ることで，より実際の年代値に近いものを算出すること

である。

　１４Ｃ年代の暦年較正にはＯｘＣａｌ４．０（較正曲線データ：

ＩＮＴＣＡＬ０４）を使用した。なお，１σ暦年代範囲は，

ＯｘＣａｌの確率法を使用して算出された１４Ｃ年代誤差に相

当する６８．２％信頼限界の暦年代範囲であり，同様に２σ

暦年代範囲は９５．４％信頼限界の暦年代範囲である。カッ

コ内の百分率の値は，その範囲内に暦年代が入る確率を

意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は１４Ｃ年代の確率分

布を示し，二重曲線は暦年較正曲線を示す。それぞれの

暦年代範囲のうち，その確率が最も高い年代範囲につい

ては，表中に下線で示してある。

４．考察

　試料について，同位体分別効果の補正及び暦年較正を

行った。２σ暦年代範囲に着目すると，試料№２（ＰＬＤ－

１１５０８）の暦年代範囲は３８０１－３６９６ｃａｌＢＣ（９２．４％）およ

び３９０３－３８８０ｃａｌＢＣ（３．０％），試料№３（ＰＬＤ－１１５０９）

は３９４６－３７６１ｃａｌＢＣ（９３．８％）および３７２５－３７１５ｃａｌＢＣ

（１．６％），遺物№８８（ＰＬＤ－１２０２３）は３７１４－３６４３ｃａｌＢＣ

（９２．８％）および３７５８－３７４３ｃａｌＢＣ（２．６％）である。小

林（２００８）に照らすと，いずれも縄文時代前期後半に相

当する。
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第３節　鹿児島県上水流遺跡出土植物遺体の同定調査

㈱加速器分析研究所

１　はじめに

　鹿児島県上水流遺跡では，約１００点の炭化した植物遺

体が出土している。これらについてその種類を同定した

ので，以下にその結果を示す。

２　調査方法

　試料を実体顕微鏡下で観察し，その形態から種の同定

を試みた。その際，石川茂雄（１９９４年），大井（１９７８年），

北村・村田（１９７９年），中山・井之口・南谷（２０００年）

を参照した。

３　結果

　木本１種が認められた。シイ属の核に内包される子葉

であった。分割されていないものと，二分割されている

ものとが混在している。写真を示し，同定結果を表

１，２に記す。学名は北村・村田（１９７９年）によった。

 

第４節　花粉分析（再録）

鈴木　　茂（パレオ・ラボ）

１　はじめに

　花粉分析は，県立埋蔵文化財センターにより採取され

た調査区北側断面土壌を試料とした。この土壌試料を用

いて行った花粉分析結果を示し，遺跡周辺の古植生につ

いての検討を試みた。

２　試料と分析方法

　試料は調査区北側断面のⅠ層，Ⅲａ層，Ⅴａ層，Ⅵ層

および泥炭層より採取された５試料（試料№１～５）で

参考文献

石川茂雄　１９９４　『原色日本植物種子写真図鑑』，石川茂雄図

鑑刊行委員会

大井次三郎　１９７８　『改訂増補新版日本植物誌　顕花編』，至

文堂

北村四郎・村田　源　１９６４　『原色日本植物図鑑　草本編』上，

中，下保育社

北村四郎・村田　源　１９７９　『原色日本植物図鑑　木本編』Ⅰ，

Ⅱ保育社

中山至大・井之口希秀・南谷忠志　２０００　『日本植物種子図

鑑』，東北大学出版会

牧野富太郎　１９８９　『改訂増補牧野新日本植物圖鑑』，北隆社

※）本測定は，当社協力会社・㈱吉田生物研究所にて実施した。
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写真№部位種類学　名科名和名№

１～３子葉木本Ｃａｓｔａｎｏｐｓｉｓｓｐ．ブナシイ属１

写真№種類と部位出土層位地区試料№№

１～３シイ属の子葉６層Ⅴ区１４１

�������

��������	����
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層の特徴等主な時代試料番号層位
近・現代←試料１Ⅰ層

部分的に細分中・近世Ⅱ層
弥生～古代Ⅲａ’層
縄文晩期～古墳←試料２Ⅲａ層

灰ゴラがブロック
状に検出されてい
る

縄文晩期Ⅲｂ層

縄文中期後半～後期Ⅳ層
部分的にａ～ｄに
細分

縄文前期末
～中期前半←試料３Ⅴ層

Ⅵ層の一部が泥炭
化している。両者
は堆積状況の差で，
本来は同一のもの
として理解

縄文前期←試料４Ⅵ層

縄文前期←試料５泥炭層

�������
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ある。土相は粘土層を除きおおむね褐色系の粘土質砂で，

泥炭層は炭片が点在する砂質の粘土である。なおⅠ層は

現表土，Ⅲａ層は縄文時代晩期～古墳時代の遺物包含層，

Ⅴａ層は縄文時代中期の遺物包含層，Ⅵ層は縄文時代前

期の遺物包含層である。これら５試料について以下のよ

うな手順にしたがって花粉分析を行った。

　試料（砂試料は湿重約１５�，泥炭層試料は湿重約４

�）を遠沈管にとり，１０％の水酸化カリウム溶液を加え

２０分間湯煎する。水洗後，０．５�目の篩にて植物遺体な

どを取り除き，傾斜法を用いて粗粒砂分を除去する。次

に４６％のフッ化水素酸溶液を加え２０分間放置する。水洗

後，比重分離（比重２．１に調整した臭化亜鉛溶液を加え

遠心分離）を行い，浮遊物を回収し，水洗する。水洗後，

酢酸処理を行い，続けてアセトリシス処理（無水酢酸

９：１濃硫酸の割合の混酸を加え３分間湯煎）を行う。

水洗後，残渣にグリセリンを加え保存用とする。検鏡は

この残渣より適宜プレパラートを作成して行い，その際

サフラニンにて染色を施した。

３　分析結果

　検出された花粉・胞子の分類群数は，樹木花粉１０，草

本花粉９，形態分類を含むシダ植物胞子３の総計２２であ

る。これら花粉・シダ植物胞子の一覧を表１に，それら

の分布を図１に示した。なお，分布図は全花粉・胞子総

数を基数とした百分率で示してあるが，下位３試料にお

いては検出できた花粉・胞子の数が非常に少なく分布図

として示せなかった。なお，表および図においてハイフ

ンで結んだ分類群はそれら分類群間の区別が困難なもの

を示している。

　検境の結果，上部２試料について分布図として示した

が，これらを含め花粉化石の産出数は極めて少なかった。

そのうち樹木花粉ではシイノキ属－マテバシイ属（以後

シイ類と略す）がやや目立って検出されており，アカガ

シ亜属が次いで多く観察されている。その他サンショウ

属やモチノキ属，ムクロジ属などが検出されている。草

本類ではヨモギ属やこのヨモギ属を除くキク亜科および

タンポポ亜科といったキク科植物が多く得られている。

また試料№１でイネ科やアブラナ科がやや多く観察され

ており，同試料より１個体のみであるがアリノトウグサ

属が認められている。さらに試料№２では単条型胞子が

やや多く検出されている。

４　古植生について

　上記したように，分布図として示した試料を含め検出

できた花粉化石数は分類群数とともにかなり少なく，分

解・消失してしまっている花粉も多いように思われる。

よって分布図に示されている結果がそのまま当時の植生

を反映しているかどうかについては疑問である。その中

上位２試料においてシイ類やアカガシ亜属がやや目立っ

て検出されており，これらの時期において遺跡周辺では

シイ類やアカガシ亜属を主体にヤマモモ属やモチノキ属

などを交えた照葉樹林が成立していたと推測されよう。

その他マツ属複維管束亜属（アカマツやクロマツなどの

いわゆるニヨウマツ類），スギの二次林や植林，ニレ属

－ケヤキ属，ムクロジ属などの落葉広葉樹林も一部に成

立していたことが考えられよう。

　一方低地部では現在水田稲作が行われており，その影

響でイネ科花粉がやや目立って検出されているものと思

われる。またアリノトウグサ属も水田雑草の可能性が考

えられる。多く検出されているのはキク科であり，自然

堤防上や水田周辺の畦などに生育していたことが推測さ

れよう。また試料№１においてアブラナ科が他試料に比

べやや高い出現率を示している。現時点においてその形

態から種までの分類は難しいのが実状であるが，アブラ

ナやダイコンなどの栽培種に由来する花粉である可能性

もあり，今後の課題としたい。さらにシダ植物胞子が上

位試料で多産しており，自然堤防上に多く生育していた

とみられるが，花粉に比べ胞子は分解作用に比較的強い

性質があることから，やや誇張されている可能性も考え

られる。

　なお下部試料の堆積期については花粉化石がほとんど

得られていないことから当時の植生については言及でき

なかった。

５　おわりに

　試料５は泥炭質でありながら花粉化石はほとんど検出

されなかった。写真図版で示したように細かな植物遺体

は多く認められるものの花粉化石はほとんど観察されて

いない。珪藻分析結果をみると付近において流水の影響

が考えられており，それが要因となってこのような結果

になった可能性が推察される。すなわち微小な花粉粒は

流され，大きめな植物遺体のみが残り，その後の陸域化

により僅かに残った花粉もその多くが分解・消失してし

まったことが考えられる。一般に花粉は丈夫な外幕を

持っていることから頑丈であると言われているが，紫外

線や土壌バクテリアなどによって容易に分解されてしま

う。しかしながらこれらから守られる湿地や池・海など

の水域では良好な状態で保存される。珪藻分析結果を通

してみると，№２～４において珪藻化石はほとんど得ら

れておらず，他の試料においても陸生珪藻が主体となっ

ており，各時期を通してあまり水がついていた環境では

なかったことが考えられている。このことから全試料を

通して花粉化石が良好な状態で保存される環境ではな

かった可能性が推察され，上記したような花粉化石の検

出数や分類群数の少ない結果になったと推察される。
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第５節　珪藻化石群集分析（再録）

黒澤　一男（パレオ・ラボ）

１　はじめに

　珪藻は淡水から海水に至るほとんどすべての水域に生

息し，水域生態系の一次生産者として重要な位置を占め

ている。微小（０．０１～０．５�程度）ながら珪酸体からな

る殻を形成するため，化石として地層中によく保存され

る。また種類ごとに様々な水域に適応し生息するため古

環境の指標としてもよく利用されている。

　ここでは，上水流遺跡より採取された試料を用いて珪

藻化石群集を調べ，その堆積環境について検討する。

２　試料及び分析方法

　分析には，上水流遺跡北側断面から採取された計５試

料（前節の花粉分析採取地点と同一）を用いて，以下の

珪藻分析をおこなった。

　①　試料を湿潤重量で約１～３�程度取り出し，秤量

した後にトールビーカーに移し，３０％過酸化水素水

を加え，加熱・反応させ，有機物の分解と粒子の分

散を行った。

　②　反応終了後，水を加え，１時間程してから上澄み

液を除去し，細粒のコロイドを捨てた。この作業は

上澄み液が透明になるまで７回以上繰り返し行った。

　③　ビーカーに残った残渣は遠心管に回収した。

　④　マイクロピペットを用い，遠心管から適量を取り，

カバーガラスに滴下し，乾燥した。乾燥後にマウン

トメディア（封入剤）で封入し，プレパラートを作

成した。

　⑤　各プレパラートを光学顕微鏡下４００～１０００倍で観

察し，珪藻化石２００個体以上について同定・計数を

行った。なお，珪藻化石が少ない試料に関してはプ

レパラート全面について精査した。

３　珪藻化石の環境指標種群について

　珪藻化石の環境指標種群は，主に小杉（１９８８）および

安藤（１９９０）により設定された環境指標種群に基づいた。

小杉（１９８８）は汽水～海水域における環境指標種群，安

藤（１９９０）は淡水域における環境指標種群を設定した。

なお環境指標種群以外の珪藻種については，淡水種は広

布種として，海水種と汽水種は不明種として扱った。ま

た，破片であるため属レベルで同定した分類群は不明種

として扱った。以下に小杉（１９８８）と安藤（１９９０）にお

いて設定された環境指標種群の概要を記す。

外洋指標種群（Ａ）

　塩分が３５‰以上の外洋水中を浮遊生活する種群。
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内湾指標種群（Ｂ）

　塩分が２６～３５‰の内湾水中を浮遊生活する種群。

海水藻場指標種群（Ｃ１）　

　塩分が１２～３５‰の水域の海藻や海草（アマモなど）に

付着生活する種群。

海水砂質干潟指標種群（Ｄ１）

　塩分が２６～３５‰の水域の砂底に付着生活する種群。

海水泥質干潟指標種群（Ｅ１）

　塩分が１２～３０‰の水域の泥底に付着生活する種群。

汽水藻場指標種群（Ｃ２）

　塩分が４～１２‰の水域の海藻や海草に付着生活する種

群。

汽水砂質干潟指標種群（Ｄ２）

　塩分が５～２６‰の水域の砂底に付着生活する種群。

汽水泥質干潟指標種群（Ｅ２）

　塩分が２～１２‰の水域（塩性湿地など）の泥底に付着

生活する種群。

上流性河川指標種群（Ｊ）

　河川上流の渓谷部に集中して出現する種群。

中～下流性河川指標種群（Ｋ）

　中～下流域，すなわち河川沿いの河成段丘，扇状地お

よび自然堤防，後背湿地といった地形が見られる部分

に集中して出現する種群。

最下流性河川指標種群（Ｌ）

　最下流域の三角州の部分に集中して出現する種群。

湖沼浮遊性指標種群（Ｍ）

　水深が１．５ｍ以上で，水生植物が水底には生息してい

ない湖沼に生息する種群。

湖沼沼沢湿地指標種群（Ｎ）

　湖沼における浮遊生種としても，沼沢湿地における付

着生種としても優勢な出現が見られ，湖沼・沼沢湿地

の環境を指標する可能性が大きい種群。

沼沢湿地付着生指標種群（Ｏ）

　水深が１ｍ内外で，植物が一面に繁茂しているところ

および湿地において付着状態で優勢な出現が見られる

種群。

高層湿原指標種群（Ｐ）

　ミズゴケを主とした植物群落および泥炭地の発達が見

られる場所に出現する種群。

陸域指標種群（Ｑ）

　前述の水域に対して，陸域を生息域として生活してい

る種群（陸生珪藻）。

４　珪藻化石群集の特徴（表８）

　本研究において検出された珪藻化石は，海水種が５分

類群５属５種，汽水種が３分類群３属３種，淡水種が７６

分類群２３属６０種３亜種である。これらの珪藻種から設定

された環境指標種群は，海水種が３種群，淡水種が広布

種を含め５種群である。これら環境指標種群の出現状況

より，３帯の珪藻化石分帯に区分される。以下に分帯ご

とにこれら種群の出現状況の特徴と堆積環境について述

べる。

【Ⅰ帯（泥炭層）】

　堆積物１�中の珪藻殻数は２．７４×１０５個，完形殻の出

現率は約４５％となる。この試料からは中～下流性河川指

標種群のＡｃｈｎａｎｔｈｅｓ　ｌａｎｃｅｏｌａｔａが特徴的に検出され，

Ｎａｖｉｃｕｌａ　ｍｕｔｉｃａやＨａｎｔｚｓｃｈｉａ　ａｍｐｈｉｏｘｙｓなどの

陸域指標種群が随伴して検出されている。

　これらのことから堆積環境は河川に近接する陸域環境

であると推定される。

【Ⅱ帯（Ⅲａ層・Ⅴａ層・Ⅵ層）】

　堆積物１�中の珪藻殻数は６．５０×１０３～２．３７×１０４個，

完形殻の出現率は約２６～３５％と非常に低くなる。検出さ

れた珪藻殻が少なく，かつ多くが広布種であり環境指標

種が少ないため，珪藻化石より環境を推定することはで

きない。

【Ⅲ帯（Ⅰ層）】

　堆積物１�中の珪藻殻数は１．９０×１０５個，完形殻の出

現率は約６５％となる。この試料からは，Ａｃｈｎａｎｔｈｅｓ 

ｌａｎｃｅｏｌａｔａなどの中～下流性河川指標種群と，

Ｐｉｎｎｕｌａｒｉａ　ｂｏｒｅａｌｉｓなどの陸域指標種群が検出されて

いる。

　これらのことから堆積環境は河川に近接する陸域環境

であると推定される。

５　考察

　上水流遺跡より採取した堆積物試料を用いて珪藻分析

を行った結果について考察する。

　Ⅰ層と泥炭層からは堆積環境を推定するのに必要な珪

藻を検出することができたが，残りの３試料については

十分な珪藻を検出することができなかった。これら３試

料には共通していることは，完形殻の出現率が低いこと

と広布種のＡｃｈｎａｎｔｈｅｓ　ｃｒｅｎｕｌａｔａが高率に含まれて

いることの２点があげられる。渡辺ほか（２００５）では本

種が日陰を好む陰生植物であることを示唆している。陰

生植物に含まれるものにシダ植物やコケ植物などが含ま

れ，これらの生育する環境は森林内の地表付近が想像さ

れ，３試料の堆積環境としてこのような森林環境が考え

られるが，他に根拠がないため可能性を示すのにとどめ

る。また珪藻殻が堆積後溶解した可能性も考えられる。

Ｍｕｒａｋａｍｉ（１９９６）において珪藻殻が湿地で溶解するこ

とが報告されているが，花粉化石からは乾燥した環境下

を指示する結果が得られていることから溶解の可能性は

低いと考えられる。しかし珪藻殻の溶解する理由が明ら

かにされていないので詳細な検討はできず，可能性の示
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唆にとどめる。

　Ⅵ層中に見られる泥炭層の堆積環境は，河川の影響を

受ける陸域環境であることが珪藻化石より推定された。

通常，泥炭は湿地や水深のあまりない沼のような環境下

で堆積した植物遺体より形成されるが，Ⅵ層中の泥炭層

からは沼沢地や湿地を示す珪藻化石は高率には検出され

ず，なかった。湿地において珪藻殻の溶解することが報

告されている（Ｍｕｒａｋａｍｉ，１９９６）。しかし花粉化石か

らは乾燥した環境下を指示する結果が得られており，矛

盾が生じる。なお花粉化石は水成堆積物中では良好に保

存され，乾燥した環境下では保存されにくいという特徴

を持つ。このように花粉化石からも珪藻化石からも常時

水分のある水域もしくは湿った環境下というのは考えに

くく，これらのことを考慮すると，Ⅵ層中に見られる泥

炭層は河川により運ばれた植物片などが集積して形成さ

れたものと考えられる。

６　おわりに

　上水流遺跡から採取された堆積物試料中の珪藻化石を

検討した結果，Ⅰ層と泥炭層の堆積環境は，概ね陸域環

境であり，河川に近接している環境と推定され，Ⅲａ層

とⅤａ層，Ⅵ層の堆積環境は，乾燥した陸域環境と考え

られ，日のあまりささない環境である可能性が考えられ

る。

 

第６節　植物珪酸体分析（再録）

鈴木　　茂（パレオ・ラボ）

１　はじめに

　根より吸収された珪酸分が葉や茎の細胞内に沈積し形

成された植物珪酸体（機動細胞珪酸体や単細胞珪酸体）

については藤原（１９７６）や藤原・佐々木（１９７８）など，

イネを中心としたイネ科植物の形態分類の研究が進めら

れている。このような研究成果をもとに植物珪酸体分析

から万之瀬川右岸の自然堤防上に立地している上水流遺

跡におけるイネ科植物の古植生について検討した。

２　試料と分析方法

　分析試料は調査区の北側断面より採取された５試料

（前節の花粉分析・珪藻分析採取地点と同一）である。

各試料について，試料№１（Ⅰ層）は灰褐色のシルト混

じり砂（現表土），№２（Ⅲａ層）は褐色のシルト混じ

り砂，№３（Ⅴ層）は褐色の粘土質砂，№４（Ⅵ層）は

暗褐色の粘土質砂，№５（泥炭層）は黒色の砂質泥炭質

粘土で，炭片が散在している。これら５試料について以

下のような手順にしたがって植物珪酸体分析を行った。

　秤量した試料を乾燥後再び秤量する（絶対乾燥重量測

定）。別に試料約１�（秤量）をトールビーカーにとり，

約０．０２�のガラスビーズ（直径約４０�）を加える。これ

に３０％の過酸化水素水を約２０～３０�加え，脱有機物処理

を行う。処理後，水を加え，超音波ホモジナイザーによ

る試料の分散後，沈降法により１０�以下の粒子を除去す

る。この残渣よりグリセリンを用いて適宜プレパラート

を作成し，検鏡した。同定および計数はガラスビーズが

３００個に達するまで行った。

３　分析結果

　同定・計数された各植物の機動細胞珪酸体個数とガラ

スビ－ズ個数の比率から試料１�当りの各機動細胞珪酸

体個数を求め，それらの分布を第１７５図に示した。以下

に示す各分類群の機動細胞珪酸体個数は試料１�当りの

検出個数である。

　検鏡の結果，試料№１より多量のイネの機動細胞珪酸

体が検出され，連なった状態でイネ型の単細胞珪酸体も

認められた。ネザサ節型は上部に向かい増加する傾向を

示し，№１では１６０，０００個を越えている。反対にヨシ属

は上部に向かい減少する傾向がみられ，№５では約

２０，０００個と，機動細胞珪酸体の生産量が小さいヨシ属と

しては非常に高い数値を示している。ウシクサ族は№１

と５で多く得られており，№５では５０，０００個を越えてい

る。クマザサ属型は№１～３で１０，０００個以上を示してお

り，キビ族は№１でやや多く検出され，シバ属が同試料

においてのみ観察されている。
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４　遺跡周辺のイネ科植物

　№１試料よりイネが検出されている。本遺跡周辺には

現在水田が広がっており，イネの検出はこの影響が強く

示されていると推測される。同試料においてキビ族が比

較的多く観察されているが，その形態からアワ，ヒエ，

キビといった栽培種によるものか，エノコログサ，スズ

メノヒエ，イヌビエなどの雑草類によるものかについて

現時点においては分類できず不明である。しかしながら

上記したように本試料は水田の影響が強く示されている

可能性があることからこのキビ族についてはタイヌビエ

など水田に関わる雑草類のキビ族ではないかと思われる。

またシバ属は水田周辺の畦道などに生育していたと推測

される。

　この№１試料においてネザサ節型が多量に観察されて

おり，ウシクサ族もやや多く得られている。これらネザ

サ節型のササ類（ケネザサ，ゴキダケなど）やウシクサ

族（ススキ，チガヤなど）は日のあたる開けたところで

の生育が考えられ，花粉分析の節で推測されている照葉

樹林の林縁部や空き地などに草地を形成していたとみら

れる（ケネザサ－ススキ群集など）。また分析結果をみ

るとこのネザサ節型のササ類やウシクサ族は縄文時代前

期より緩やかに増加していることから，遺跡周辺におい

て次第にその生育地広げ，現在になって急激に分布を拡

大したと推測される。またクマザサ属型のササ類（スズ

ダケやミヤコザサなど）については森林の下草的存在で

生育していたと推測される。

　一方低地部では泥炭層形成期にはヨシ属が大群落を形

成したとみられる。また同試料においてウシクサ族が多

く検出されており，このウシクサ族はヨシ属と同じよう

なところに生育するオギの可能性が推測される。ヨシ属

は№２～４においても連続して検出されている。同試料

において珪藻化石はほとんど得られておらず，花粉化石

も同様であることからこの時期はあまり水がついている

環境ではなかったことが推測される。ヨシ属は一般には

湿地や浅い水域などに生育するが，水がついていないと

ころでも地下水位が高いところでは生育が可能である。

こうしたことからⅥ層からⅢａ層堆積期においてヨシ属

はみられたものの水環境としては，地下水位は高かった

ものの水は常時ついていた環境ではなかったと推察され

よう。

５　まとめ

　上水流遺跡周辺低地部では，泥炭層堆積期には流水の

影響をうける湿地や水域の存在が推測され，ヨシ属やウ

シクサ族が多く生育していたとみられる。その後Ⅲａ層

堆積期にかけての低地部は常時水がついた環境ではな

かったことが推測され，ヨシ属は比較的地下水位の高い

ところに分布していたとみられる。またこの時期の遺跡

周辺の自然堤防上や丘陵部にはネザサ節型のササ類（ケ

ネザサ，ゴキダケなど）やウシクサ族（ススキ，チガヤ

など）が生育しており，次第に分布を拡大したと推測さ

れる。また現在の遺跡周辺低地部では水田稲作が営まれ，

水田雑草と推測されるキビ族が水田内に成育していたと

みられる。また自然堤防上の空き地にはネザサ節型のサ

サ類やウシクサ族が急速に生育地を拡大し，ケネザサ－

ススキ群集といった草地を形成したとみられる。
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ウシクサ族
（個／ｇ）

キビ族
（個／ｇ）
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（個／ｇ）

ヨシ属
（個／ｇ）

他のタケ亜科
（個／ｇ）

クマザサ属型
（個／ｇ）

ネザサ節型
（個／ｇ）

イネ
（個／ｇ）
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第１節　縄文時代前期の概要

　�　遺構について

　該期の遺構としては，集石３基・土坑１基・ピット１７

基・焼土域４カ所・炭化物集中２カ所・集積２基が確認

された。ピットについては，断ち割り作業などを行って

認定していったが，これらの組み合わせによって平地式

住居などの居住施設を確認するには至らなかった。

　焼土域と炭化物集中のプランは概ね重なって検出され

ている。分析等の結果，種子炭化物はシイ属ブナ科が圧

倒的に多く，その年代は１４Ｃで５０３２±２５年と示されてい

る（第５章参照）。

　�　土器について

　６層から出土した土器は，器形と文様などの属性から

８つの類に分類を行って報告を進めてきた。第１７６図は，

各類ごとの出土割合を図化したものである。５類が多い

のは，胴部片を一括しているためである。これらの特徴

は，いずれも沈線文を組み合わせることで文様効果を生

じさせている曽畑式土器に該当する点である。６層から

ほぼ単独に近い状態で出土しており，ほかの土器型式を

ほとんど含まない。器形は，口縁部が外反し，胴部下半

で下膨れ状に膨らんで丸底の底部に至る。文様は口縁部

文様帯に刺突文を有するものや沈線文を有するものもあ

るが，口縁部文様帯を持たないものもある。胴部は沈線

文の組み合わせで折帯文を意識しているものもあるが施

文規則が崩れている資料も多い。このような文様の特徴

などから，細分を行ってはいるがこれらの時間的な差は

大きくない感じを受ける。区画を意識しているものもあ

るが，出土した資料の多くはその概念が崩壊あるいはそ

の途上にあるものが多く，口縁部と胴部の文様帯として

の変化が見られない３類などはその例であろう。滑石を

含まない資料が圧倒的に多い点もこれを補強する。加え

て，内面調整に関しても条痕後ナデを行っている資料も

少なく，古い段階の様相を呈する資料が少ないと言える

であろう。

　この中で，注目される点としては，２４８のように器高

の低い資料が存在することや，７８・２４９に代表されるよ

うな小型の土器が一定量出土しているという点である。

無文土器についてもわずかではあるが出土しており，深

鉢形以外に皿形を呈する資料も見られる。また，７類に

位置づけた中に，６０９のような資料がある。出土状況は

図版４－③のような状態であった。口唇部に刻み目が施

されている以外は無文である。胴部に関しては，粘土紐

の痕跡を残しつつ，ナデによって調整が施されている。

角部に関しては，粘土を貼り付けるなどの手法によって

より強調させるなどしている。このような遺物に関して

は，現段階で類例を示すことができていない。

　�　石器について

　６層の石器組成を第１７７図に示した。磨石の２５％が最

も高く，次に石鏃となっている。狩猟具と植物加工具が

主体をしめる傾向にある。このような傾向は，鹿児島市

仁田尾遺跡においても認められる（宮田編　２００８）。仁

田尾遺跡では，石鏃が３０．５％で次いで磨石・凹石が
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１８．５％となり楔形石器１４．９％と続く。比較遺跡が少ない

が，概ね前期の曽畑式土器段階の特徴として指摘するこ

とができよう。

　次に，石材について見てみると，第１７８図に示したよ

うに安山岩の利用が一定量存在していることが挙げられ

る。石材の質感などから，安山岩Ⅲ類としたものは，上

牛鼻産の黒色安山岩に類似しており，石材獲得の特徴と

してあげることができよう。さらに，これらの石核や剥

片・チップなども一定量出土していることから，これら

の石材を入手して遺跡地内で石器製作を行っていたと推

察される。上牛鼻産の石材に関しては，黒曜石において

も上牛鼻産が最も多く，次いで西北九州産の黒曜石が多

い。安山岩もこの傾向に準じており興味深い。

　なお，蛇紋岩の剥片類がわずかながら出土している。

蛇紋岩製品は磨製石斧のみが出土しているが，この剥片

がいかなる石器・石製品の加工途中のものなのか更なる

検討を要する。第３節においても触れているが，本県の

蛇紋岩産地に関してはまだまだ未解決の点も残されてい

る。

　石器の中で，特徴的なものに両極石核・楔形石器が挙

げられる。岡村道雄氏の指摘以来（岡村　１９７６），県内

での事例も増加しており，宮田栄二氏によってまとめら

れている（宮田　１９９０）。宮田氏によると，「ピエス・エ

スキーユが多く出土しているのは，（中略）土器型式が

より広域的な拡がりを有する時期〈南下した文化〉と共

通」する点を指摘し，また，形態分類も行っている。前

期の石器組成に関しては宮田氏が，先述した仁田尾遺跡

においても高い比率で出土している点を明らかにしてい

る（宮田編　２００８）。当遺跡出土資料は四角形状を呈す

る資料も多く，これも特徴の一つである。

　石匙に関しては，摘み部を作出しているものとして捉

えた。結果，ガラス質の石材以外にも頁岩などの素材を

用いているものがここに分類されたが，石斧製作などで

生じた剥片の転用とも考えられる。

　磨製石斧に関しては，厚みのある資料は少ない。なお，

蛇紋岩製磨製石斧に関しては，第３節に譲る。

　�　土製・石製品

　土製品としては，焼成粘土塊が出土している。焼成粘

土塊は，本県においては曽畑式土器段階に比較的多く見

られるもので，土器作りの際に生じたものであるとの見

方もある。当遺跡の資料については，胎土分析を行って

いないためにこれを証明することはできないが，肉眼観

察では概ね出土土器と類似した胎土である。

　石製品に関しては，２点を掲載しているが，いずれも

明確にすることが出来なかった。７は全面が摩滅してい

る以外は明確な人為的加工痕は観察されない。８に関し

ては，非常に微細な剥片に未完通の穿孔と側辺の線刻が

施されている。今のところ類例を見ない。

（黒川忠広）

第２節　曽畑式土器の製作法について

　当遺跡のⅥ層からは，曽畑式土器がまとまって出土し

ている。完形品こそ少ないが，良好な状態のものが多い。

その中に，土器製作の痕跡を残しているものも出土して

いる。ここでは，これらの資料についてまとめていきた

い。

　はじめに，曽畑式土器製作の痕跡について研究史を見

ていきたい。坂田邦洋氏は，曽畑式土器について，江湖

貝塚では，「器形および文様の復元ができた」１３点を見

引用・参考文献

岡村道雄１９７６「ピエス・エスキーユについて」『東北考古学の
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その他泥岩凝　灰
角礫岩

ホルン
フェルス蛇紋岩砂岩メノウ

頁岩安山岩黒曜石
小計器種番

号 ⅦⅥⅤⅣⅢⅡⅠⅣⅢⅡⅠⅦⅥⅤⅣⅢⅡⅠ
３１１４７２３５４１１１１１６１４０石鏃１
１７１０６２４石匙２
４１２２１７３５スクレイパー３

２１２１４０５３３１４６２二次加工剥片４
２７１６１４２１８７楔形石器５

３１４石錐６
１２３２４８４３１１２４７１石核７

２１１４打製石斧８
２３１１６２６３２４磨製石斧９
１１１１６１０礫器１０
１１１１５２１４２５敲石１１
２３７９４１２７７１８６磨石１２
１４１１１５２２５３石皿類１３

１５５７５８３３８８１７３８４３４１３５２０１３１２１２１６５５４１８８７７５９４７４４３２７３９剥片類・その他１４
４３１５１７１０１６６４２１１８２１４９９４４１５８１２８１５２９３５２４９１１５１９９８３６１５１４８４３４６４合計
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ると，実測図や「輪積みによる成形」とか，「粘土紐を

積み重ねる」という記述から判断すると，すべて１３点が

外見から粘土紐が観察できたことを示している（坂田　

１９７３）。また，江湖貝塚の深鉢形土器では「３～４�幅

の粘土帯を輪積み」，壺形土器では口縁部を形成する最

後の粘土帯は４．５㎝」，脇岬遺跡の椀形土器では「２�幅

の粘土帯を積み重ねて胴部および口縁部を完成する」。

と述べている（坂田　１９７５）。本県では，志布志市別府

（石踊）遺跡では，「輪積み技法によると思われる接合

部が認められる」と紹介されている（立神・中村　１９７９）。

前迫亮一氏は，榎木原遺跡の曽畑式土器を説明する中で，

「幅約１．５�の粘土帯を小刻みに接合しているのが特

徴」と細い粘土紐を積み上げる特徴を指摘している（前

迫　１９８７）。相美伊久雄氏は，仁田尾遺跡の報告の中で

「接合痕で割れているものが多くそして小さく割れてい

る印象が強く残った。これは土器制作における粘土紐の

幅が狭いことが起因」である可能性を指摘した（相美　

２００８）。堂込秀人氏は，「幅３～５�の粘土帯を巻き上げ

て制作され，底部は円盤状の粘土で成形する」と述べて

いる（堂込　２００８）。水ノ江和同氏は，「櫛目文土器には

土器の製作法をはじめ（中略）関連性はほとんど見いだ

せず，曽畑式の出現問題は判然としない」とした（水ノ

江２００８）。以上のように，幾つかの指摘がなされている

が，まとまった出土例が少なく不明な点も多い。

　それらを踏まえつつ，当遺跡の資料についてみていき

たい。粘土紐の幅（粘土紐が観察できたもの２８０点）に

ついて，粘土紐の平均は１．３�であった。一見するとこ

の３倍幅のものが見受けられたが，割れ口から細かく観

察した結果，１～３本を単位にして剥落しているもので

あった（遺物番号２２，３１，１７２，２０７）。これら多くは３

本で，外観上１本に見える。粘土紐間の接続があまい場

合，割れ口になりやすい。３本を積み上げて，時間差を

もって，次が積み上げられているのであろうか。この粘

土紐の積み上げ方法については，底部では，粘土を３つ

の方法で積み上げている。一つは，螺旋状（遺物番号

５８９参照）に巻き上げて製作するもの。二つめは一つめ

と同じように螺旋状に積み上げていく時に，底部中心部

の直径が２�程度の粘土で平らな円盤状もしくは，下方

に凸型の円盤状の基部を製作し，螺旋状もしくは輪積み

で粘土紐を繋げて製作（遺物番号５９８参照）するものも

見られた。三つめは，粘土を円盤状にして，底部の基部

とする。それを，ドーム状もしくは凸状（遺物番号５９０

参照）に形成する。胴部から口縁部では，輪積みもしく

は，螺旋状のいずれかで製作されている。水平もしくは

斜め上方向に積み上げられている。以上のような特徴が

見られた。

　では，このような製作技法が普遍的に曽畑式土器に見

られるのか，主な曽畑式土器出土遺跡の資料を見ていき

たい。対象となる資料は，薩摩半島の一例として当遺跡

を，大隅半島の曽畑式土器関連遺跡として鹿屋市神野牧

遺跡，離島の曽畑式土器関連遺跡として屋久島町一湊松

山遺跡である。

　神野牧遺跡では，２９点から接合面等の痕跡が観察でき

た。粘土紐の幅（粘土紐が観察できたもの）については，

粘土紐の平均が１．４�で，一見するとこの１～３倍幅の

ものが見受けられるが，割れ口から細かく観察すると１
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～２本を一塊にして製作されているものが多い。遺物番

号２８８は，割れ口から３本確認できた。また，上水流遺

跡と同様に，上下の割れ口が滑らかになっていた。次に

粘土紐の積み上げ方法については，底部では上水流遺跡

と同様に，螺旋状のもの，底部中心部に，直径が２�程

度の粘土で平らの円盤状もしくは，下方に凸型の円盤状

の基部を製作し，螺旋状もしくは輪積みで粘土紐を繋げ

て製作（遺物番号３８４参照）するもの，粘土を円盤状に

して，底部の基部とするもの（遺物番号３５３，３７２参照）

が観察できた。胴部から口縁部に関しても上水流遺跡と

大きな相違はなかった。

　一湊松山遺跡では４１点から接合面等の痕跡が確認され

た。粘土紐の幅については，粘土紐の平均は１．３�で，

一見すると１～３倍幅のものが見受けられるが，割れ口

から細かく観察すると１～２本を一塊にして製作されて

いる（遺物番号２０，２９，６５，１９５参照）。多くは，２本で

外観上１本に見える作りになっている。なお，粘土紐の

積み上げ方法については，上水流遺跡と大きな相違はな

かった。

　以上のように，ほかの遺跡においても等しく粘土紐の

痕跡が内面に多く残っていることがわかった。また，曽

畑式土器に見られる製作技法の痕跡は，上水流遺跡に限

らず，非滑石混入の曽畑式土器にも広く認められ，滑石

混入の曽畑式土器は，その出土例が少ないということも

あろうが，接合痕があまり見られないという傾向がある

ことがわかった。また粘土紐は，幅１．３～１．４�程度を基

本として製作されている点。粘土紐の積み上げ方法につ

いては，底部では，螺旋状のもの，底部中心部に，直径

が２�程度の粘土で平らの円盤状もしくは，下方に凸型

の円盤状の基部を製作し，螺旋状もしくは輪積みで粘土

紐を繋げて製作するもの，粘土を円盤状にして，底部の

基部とするものが観察できた。胴部から口縁部では，螺

旋状もしくは輪積みのいずれかで製作されている。

　今回は，上水流遺跡，神野牧遺跡，一湊松山遺跡の三

遺跡について曽畑式土器を製作に関する情報を収集した。

結果については先述したとおりであるが，その中で幾つ

かの課題が浮かび上がった。１つは，一湊松山遺跡の滑

石混入の曽畑式土器についてである。在地の雲母と滑石

を混和剤として製作されたものと，雲母が見られず，滑

石が多量に含まれているものとでは前者の方が，粘土接

合痕を残すものが多い点である。県外の資料を実見出来

なかったため十分ではないが，粘土紐の幅や積み上げ法

に大差は見いだせないが粘土接合痕を明瞭に残す特徴は，

南九州の地域性の可能性も考えられるのではないだろう

か。これは内面調整やそのタイミングなどの違いを示し

ている可能性があるもうひとつは曽畑式土器の前段階と

後続型式にどのような接合痕が残されているかである。

残念ながら，これらに言及することはできなかった。今

後は，対象資料の幅を広げていき該期の土器研究に貢献

できれば幸いである。最後に，粘土紐が確認できる土器

をＸ線透過装置で撮影した一湊松山遺跡の遺物番号１９５

を一例として撮影したもの示しておきたい。黒くぼんや

りとくもった帯が粘土紐どうしの繋ぎ目である。

　今後は粘土紐に関する研究を進めていき，曽畑式土器

の製作の過程から派生する諸問題を考察していきたい。

また，今後本遺跡について掘り下げて考える機会が生じ

て来るであろう。その際，新たなる研究から多岐にわた

る情報を得られれば有り難い。なお，末筆であるが本稿

の執筆にあたり中村耕治氏には資料の提供並びに多くの

御教示を頂いた。深く感謝し，この稿を閉じたい。

（木之下悦朗）
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第３節　縄文時代における蛇紋岩製石斧について

　�　はじめに

　上水流遺跡の縄文時代前期の石斧については先述した

とおりである。これらを構成する石材については，表１

に示すが，この中で注目すべき石材としては蛇紋岩が挙

げられる。蛇紋岩は確認されている産地は極めて限られ

ており，上水流遺跡の曽畑式土器段階では石斧の内１３％

が蛇紋岩である点や，剥片が極めて少ないことが確認さ

れている。このことから，該期の交流の一端を示す資料

であると考え，縄文時代における県本土の蛇紋岩製磨製

石斧の出土遺跡を中心に以下に考察を加えたい。

　�　蛇紋岩とは

　蛇紋岩は，暗緑色から黄緑色の岩石で，蛇の皮の模様

に似ていることから名付けられた。地学的には蛇紋石を

主成分とする岩石を蛇紋岩という。蛇紋石はＭｇ（Ｓｉ２０５

（０Ｈ）４の化学組成を持つ鉱物族であることから蛇紋岩は

マグネシウムを大量に含んだ岩石であることが分かる。

また，クロムやニッケルを含んでいることが多い。この

うちニッケルは時として植物の生育に障害を与えたり，

マグネシウムは植物の水分吸収能力を低下させたりする

ことがあり，蛇紋岩地帯の植生は低い海抜高度でも高山

植物群を有するなど特異な植物群から成っていることが

多い。また，蛇紋岩の周辺部には，まわりの黒色片岩と

の間に成分の交換作用が働き滑石帯，絹雲母・緑泥石帯，

曹長石帯などの規則的な種々の変成鉱物の集合帯が形成

されることがある。本遺跡及び周辺遺跡でも，石鍋をは

じめ滑石製品が多数出土していることから，蛇紋岩の産

地同定と合わせ関連を探る必要性を感じる。

　�　蛇紋岩原産地及び蛇紋岩製石斧出土遺跡の分布

　これまで，県内において蛇紋岩を扱った論考は少な

かったが，石器原産地研究会において九州島内を対象と

して各県の動静がまとめられ，その中で星野一彦氏と國

師洋之氏によって，「蛇紋岩製の磨製石斧は，中期頃か

ら晩期まで点数は少ないものの出土」している現状が紹

介された。また，「薩摩半島北部の出土が多」いことも

指摘されている（星野・國師　２００５）。ただし，頻繁に

出土せず，また原産地も上述のとおり現在知られている

範囲では県内でも限られていることもあり，報告書等で

はたびたび注意が促されている。

　蛇紋岩の原産地においては県内では薩摩半島の川辺町

八瀬尾滝周辺，同じく薩摩半島南西部の野間半島の狭い

エリアにおいて分布が確認されているが，大隅半島周辺

での産地は知られていない。離島では徳之島町剥岳の麓

（三京へ通じる林道）でも採集できる。最近，さつま町

の鍋山周辺に滑石の分布が確認でき，蛇紋岩の分布も考

えられる。隣県では，臼杵・八代構造線のなかに産地が

確認されている。

　第１８２図は，筆者が知り得た「蛇紋岩製磨製石斧出土

遺跡分布図」である。この資料からも星野・國師の両氏

が指摘するように１つ目のエリアとして県北に出土遺跡

が比較的集中することがうかがえる。また，錦江湾周辺

を２つ目のエリアとしながら薩摩半島においては全域に

広がっているが，特に南薩に集中している。更に本遺跡

同様南薩の中山遺跡（南さつま市）からも蛇紋岩の剥片

が出土しており注目したい。一方で，大隅半島において

は中央部にやや集中区が見て取れるが，全体的に出土例

が少ない。遺跡数の少なさは否めないが，先に挙げた原

産地からの距離との関連性も考えられる。

【北薩・大坪遺跡】（後～晩期）　【中央部・加栗山遺跡】（早期）

【南薩・上水流遺跡】（前期）　　【大隅・神野牧遺跡】（前期）

　第１８３図は，「地域別の主な遺跡における磨製石斧利用

石材の割合」を示すグラフである。
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晩期後期中期前期早期草創期重量（�）幅厚比最大厚（�）最大幅（�）全長（�）器　種石　材所　　在遺　跡　名
●６１．７０２．８９１．８０５．２０６．１０磨製石斧蛇紋岩霧島市国分上野原上野原遺跡
●２３９．００２．０４２．４０４．９０１３．７０磨製石斧緑色片岩霧島市国分上野原上野原遺跡
●（１．５０）７．００（０．４０）（２．８０）（１．５０）磨製石斧蛇紋岩霧島市国分上野原上野原遺跡
●３９．００２．９２１．２０３．５０６．１０磨製石斧蛇紋岩鹿児島市加栗山遺跡
●４４．５０２．２４１．７０３．８０６．８０石斧蛇紋岩日置市吹上窪見ノ上遺跡
●７００．００２．３９２．３０５．５０１２．７０磨製石斧蛇紋岩南さつま市金峰尾ヶ原遺跡

●３３７．５０１．５７３．６０５．６５１３．３０磨製石斧蛇紋岩鹿屋市祓川神野牧遺跡
●８５．５０２．７７１．５０４．１６９．９０磨製石斧蛇紋岩南九州市川辺南田代遺跡
●１１７．９０４．３１１．３０５．６０９．８０磨製石斧蛇紋岩南さつま市金峰上水流遺跡３
●９５．１０２．５７１．４０３．６０１２．００磨製石斧蛇紋岩南さつま市金峰上水流遺跡３
●４６４．００３．６１２．３０８．３０１６．５０磨製石斧蛇紋岩南さつま市金峰上水流遺跡３
●９８．１０２．７３１．６５４．５０９．０５磨製石斧蛇紋岩鹿屋市根木原松山田西遺跡
●（６．０４）３．５７（０．７０）（２．５０）（３．５５）磨製石斧蛇紋岩日置市伊集院西原遺跡
●１００．００３．２０１．５０４．８０９．１０磨製石斧蛇紋岩出水市中央出水貝塚
●８６．２０２．３３１．８０４．２０８．５０小型石斧蛇紋岩霧島市福山一本松遺跡
●１３１．３０３．２７１．５０４．９０８．９０大型石斧蛇紋岩霧島市福山一本松遺跡
●小型磨製石斧蛇紋岩出水市高尾野江内貝塚
●１１５．００２．２１１．９０４．２０８．９０磨製石斧蛇紋岩姶良郡姶良町中原遺跡
●１０７．０５２．８１１．８８５．２８８．７９ノミ形磨製石斧蛇紋岩鹿児島市西別府町山ノ中遺跡
●１０５．８９３．３７１．２９４．３５９．４７ノミ形磨製石斧蛇紋岩鹿児島市西別府町山ノ中遺跡
●（２７．３０）３．０９（１．１５）（３．５５）（５．１５）ノミ形磨製石斧蛇紋岩鹿児島市西別府町山ノ中遺跡
●７４．４５１．１７２．０６２．４１９．９８ノミ形磨製石斧蛇紋岩鹿児島市西別府町山ノ中遺跡
●７０．８７１．８８１．６１３．０３９．６５ノミ形磨製石斧蛇紋岩鹿児島市西別府町山ノ中遺跡
●５７．９６３．０２１．５１４．５６６．０２石斧蛇紋岩鹿児島市西別府町山ノ中遺跡
●７１０．００１．８２４．３３７．９０１２．５９石斧蛇紋岩鹿児島市西別府町山ノ中遺跡
●９０．９４２．０４１．９７４．０１８．４２石斧蛇紋岩鹿児島市西別府町山ノ中遺跡
●２４６．００２．０７２．９０６．００１０．５０磨製石斧蛇紋岩大口市下殿大牟田大牟田遺跡
●（１０．５０）８．５０（０．４０）（３．４０）（５．４０）磨製石斧蛇紋岩大口市下殿大牟田大牟田遺跡
●（２０．２０）０．２８１３．００３．７０（３．１０）磨製石斧蛇紋岩湧水町栗野山崎Ａ遺跡
●１９．９４１．１５１．３０１．５０（６．３０）磨製石斧蛇紋岩姶良郡加治木町干迫遺跡
●２８．２５４．６７０．６０２．８０（６．２０）磨製石斧蛇紋岩姶良郡加治木町干迫遺跡
●４０．５４１．１１１．７５１．９５（７．１０）石斧蛇紋岩薩摩川内市楠元遺跡
●９１．００２．６３１．６０４．２０９．５０局部磨製石斧蛇紋岩出水市野田野田畠遺跡
●２６４．００２．６５２．２７６．０２１２．９４磨製石斧蛇紋岩出水市大坪遺跡
●５４５．００１．５１４．０５６．１０１５．７０磨製石斧蛇紋岩出水市大坪遺跡
●６５．００２．７６１．５２４．２０１７．５７磨製石斧蛇紋岩出水市大坪遺跡
●４８．００６．３９０．７２４．６０８．２０磨製石斧蛇紋岩出水市大坪遺跡
●７０．００２．５９１．４６３．７８８．１０磨製石斧蛇紋岩出水市大坪遺跡
●３６．００２．４４１．２０２．９３６．０８磨製石斧蛇紋岩出水市大坪遺跡
●１９．００２．２０１．００２．２０５．２２磨製石斧蛇紋岩出水市大坪遺跡
●４５．００１．３４１．６０２．１４１１．５５磨製石斧蛇紋岩出水市大坪遺跡
●１３０．００２．６８１．９０５．１０９．００磨製石斧緑泥片岩出水市尾崎Ｂ遺跡
●３９０．００２．７４（２．７０）（７．４０）（１１．５０）磨製石斧蛇紋岩出水市尾崎Ｂ遺跡
●４１５．２６１．６２３．４０５．５０１６．００磨製石斧蛇紋岩鹿児島市喜入帖地遺跡（縄文編）
●（６０．００）１．７１（１．４０）（２．４０）（５．３０）磨製石斧蛇紋岩長島町二浦遺跡
●（５０．００）４．３３（１．５０）（６．５０）（４．１０）石斧蛇紋岩長島町二浦遺跡
●（１３８．００）２．６３（１．９０）（５．００）（９．９０）磨製石斧緑泥片岩大口市島巡遺跡
●２９７．５０１．９０３．１０５．９０１１．６０磨製石斧蛇紋岩南さつま市金峰尾ヶ原遺跡
●５４６．００１．８６３．７０６．９０１４．７０磨製石斧緑閃片岩南さつま市金峰尾ヶ原遺跡
●６２．００２．００１．６０３．２０８．２０磨製石斧蛇紋岩南さつま市金峰諏訪牟田遺跡
●３５０．００２．１４２．９０６．２０１２．７０磨製石斧蛇紋岩南さつま市金峰上水流遺跡１
●３５０．００１．９７２．９０５．７０１１．９０磨製石斧蛇紋岩南さつま市金峰上水流遺跡２
●６５．００２．８６１．４０４．００７．２０石斧蛇紋岩曽於市末吉塚ヶ段遺跡（Ⅱ）
●３４８．００２．６７２．４０６．４０１３．８０石斧蛇紋岩鹿屋市飯盛ヶ岡遺跡
●（２４．８６）１．８３１．１５２．１０（５．９０）石斧緑泥岩鹿屋市飯盛ヶ岡遺跡
●１７０．７６１．５９２．７０４．３０（９．００）石斧蛇紋岩鹿屋市飯盛ヶ岡遺跡
●３４．４０２．５０１．２０３．００６．００磨製石斧蛇紋岩霧島市国分上野原上野原遺跡
●９６．１０２．１９１．６０３．５０１１．１０磨製石斧蛇紋岩霧島市国分上野原上野原遺跡
●（５９．６０）１．４３（２．８０）（４．００）（６．５０）磨製石斧蛇紋岩霧島市国分上野原上野原遺跡
●３５２．００１．５５３．８０５．９０１０．７０磨製石斧（未製品）蛇紋岩霧島市国分上野原上野原遺跡
●３．００１．５０４．５０９．００磨製石斧蛇紋岩枕崎市山内遺跡
●（５０．００）１．９５（２．１３）（４．１６）（４．５６）石斧蛇紋岩薩摩川内市霜月田遺跡
●８０．００２．７９１．４０３．９０（８．１０）磨製石斧蛇紋岩姶良郡姶良町沖田岩戸遺跡
●４０．００（２．７５）１．６０（４．４０）（４．９０）磨製石斧蛇紋岩姶良郡姶良町沖田岩戸遺跡
●（４．３０）５．０９（０．５５）（２．８０）（２．０５）磨製石斧蛇紋岩南さつま市金峰下堀遺跡
●４．０３１．８０（１．００）（１．８０）（２．６０）小型磨製石斧緑泥片岩薩摩川内市東郷諏訪ヶ原遺跡
●３６０．００１．８５（３．９９）（７．３９）（１１．４９）石斧蛇紋岩曽於郡大崎町立山Ｂ遺跡
●２７１．００４．０６（１．８１）（７．３４）（６．５１）石斧蛇紋岩曽於郡大崎町立山Ｂ遺跡
●（１１９．００）２．０４（２．５０）（５．１０）（６．５０）磨製石斧蛇紋岩出水市高尾野道下段遺跡
●（２２．００）２．６９（１．２１）（３．２５）（４．９０）磨製石斧緑泥片岩指宿市新番所後Ⅱ遺跡
●（６０．００）（０．８８）３．２０（２．８０）（７．２０）磨製石斧蛇紋岩霧島市隼人石塚遺跡

１９．７０磨製石斧蛇紋岩霧島市溝辺石峰遺跡
（１４．５０）１．３０１．６０（４．４０）ノミ状石斧蛇紋岩薩摩川内市麦之裏貝塚
（４２．９０）１．３５１．８０（７．４５）ノミ状石斧蛇紋岩薩摩川内市麦之裏貝塚
６１．２０１．７０２．２５８．５２ノミ状石斧蛇紋岩薩摩川内市麦之裏貝塚
２８０．００２．８５４．６０１３．００磨製石斧蛇紋岩薩摩川内市麦之裏貝塚
３１０．００２．９０５．２０１３．４０石斧蛇紋岩垂水市柊原柊原貝塚
２７６．００２．２０６．３０１４．７０磨製石斧蛇紋岩薩摩川内市東郷諏訪ヶ原遺跡
８８．８０１．４０４．７０９．６０石斧蛇紋岩鹿児島市原田久保遺跡
１１１．８０１．８０４．７０７．７０石斧蛇紋岩鹿児島市原田久保遺跡
２００．７０１．９５５．６０１４．０５磨製石斧蛇紋岩南さつま市栫ノ原遺跡・第３分冊

２．１０６．１０１３．１０打製石斧蛇紋岩鹿児島市大龍遺跡
１２０．００１．４０５．８０７．５０磨製石斧蛇紋岩鹿屋市吾平中尾遺跡
５１．９６１．０８３．２０８．７５磨製石斧蛇紋岩鹿屋市大浦中ノ丸遺跡
（６２．７１）（１．５０）（６．６０）（４．３０）磨製石斧蛇紋岩日置市東市来町向栫城跡
（３２０．００）（３．３０）（５．５５）（１０．５０）磨製石斧蛇紋岩出水市柿内遺跡
３２．００１．２０４．９５（５．００）磨製石斧蛇紋岩日置市吹上吹上小中原遺跡
１３４．００（１．８８）（５．２６）（９．２６）磨製石斧蛇紋岩霧島市福山城ヶ尾遺跡
（１２０．４０）２．１５６．８５（６．３５）石斧蛇紋岩鹿児島市原田久保遺跡
（３０５．３０）２．７５６．９５（８．０５）石斧蛇紋岩鹿児島市原田久保遺跡
１５０．６０（２．７５）（７．５０）（８．１０）磨製石斧蛇紋岩南さつま市中山遺跡
（１．９０）（０．４５）（１．４５）（２．３０）磨製石斧蛇紋岩南さつま市中山遺跡
（２．４０）（０．６０）（１．５０）（２．７０）磨製石斧蛇紋岩南さつま市中山遺跡
（９７．１０）（２．７０）（３．９０）（８．２０）石斧蛇紋岩垂水市柊原柊原貝塚
（２５５．００）（３．１０）（６．００）（９．６０）石斧蛇紋岩垂水市柊原柊原貝塚
（１９０．００）（２．９０）（４．９０）（１０．２０）石斧蛇紋岩垂水市柊原柊原貝塚

●０．６５０．５００．８００．８５管玉翡翠鹿屋市飯盛ヶ岡遺跡
●２．２０１．１０１．００１．８０管玉翡翠鹿屋市飯盛ヶ岡遺跡

１８．９００．４０１０．９０２．７０ 状耳飾蛇紋岩いちき串木野市市来市ノ原（第１地点）遺跡
８４．１０２．５０３．６０６．８０用途不明石器蛇紋岩いちき串木野市市来市ノ原（第１地点）遺跡

●９．６０１．３０２．００３．５０大珠蛇紋岩鹿児島市武Ａ・Ｂ・Ｃ遺跡
（２．５０）０．３０２．００（３．５０）垂飾蛇紋岩日置市東市来町市ノ原（第５地点）遺跡

●１０．０００．５０８．５０３．６０ 状耳飾蛇紋岩南さつま市金峰大門口遺跡
●７．２３０．２０２．６０５．６０胸飾り蛇紋岩鹿児島市喜入町帖地遺跡（縄文編）

●４．５４０．４０２．６０２．４０石製加工品蛇紋岩枕崎市鞍谷遺跡
●５．１００．８０１．６０２．４０石製加工品蛇紋岩枕崎市鞍谷遺跡
●５．３００．６０２．００２．９０石製加工品蛇紋岩枕崎市鞍谷遺跡

●２６０．００（１．６０）（８．４０）（１２．５０）緑泥片岩蛇紋岩南さつま市上加世田遺跡（１）
●（４８．４１）（１．５０）（４．９０）（４．８０）磨製石斧輝緑岩いちき串木野市市来川上（市来）貝塚２

●（０．７０）（４．９０） 状耳飾蛇紋岩南さつま市金峰阿多貝塚
●２．５００．４０１．７０２．４０勾玉蛇紋岩曽於市末吉塚ヶ段遺跡（Ⅱ）
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　また，蛇紋岩製の石斧においては，産地から離れるに

従い小型化していく傾向にあるという指摘もある。そこ

で，県内原産地に隣接する南薩と遠距離にある大隅出土

の完形資料の大小を比較することにした。第１８４図では，

両地域の重量を対比し，第１８５図は，長幅比（全長／最

大幅）を示す。両図から，やや大隅出土のものが南薩出

土のものに比べ小振りな感を受ける。しかし，資料数が

結論を導き出すほど十分ではなく，蛇紋岩については，

他の石材以上に科学分析による産地同定が困難であるこ

とから，今後より一層の資料の蓄積と一点一点の実見に

よる分類とが要求される。

　�　各時期の出土状況

　表１１は，蛇紋岩及び緑色の石材を用いた磨製石斧及び

垂飾品等の出土遺跡一覧である。時期区分が明確にでき

ない遺跡や資料もあるが，現在のところ県内遺跡では草

創期における蛇紋岩製磨製石斧の出土は確認されていな

い。

　早期に入ると加栗山遺跡（鹿児島市）から２点，窪見

ノ上遺跡・尾ヶ原遺跡（南さつま市）から各１点ずつ出

土している。しかも前平式土器との共伴もあり，早期前

葉を示す資料も出土していることは注目に値する。また，

上野原遺跡（霧島市国分）からは平栫式土器に伴う早期

後葉を示す資料が３点出土している。

　前期から中期にかけては時期区分が困難な遺跡が多く

出土例も少ないが，本報告の上水流遺跡（南さつま市）

から３点，神野牧遺跡（鹿屋市），南田代遺跡（南九州

市）からそれぞれ１点出土している。

　後期に入ると，山ノ中遺跡（鹿児島市），大牟田遺跡

（伊佐市），干迫遺跡（姶良郡加治木町）等から複数点

ずつ出土し，中原遺跡（姶良郡姶良町），山崎Ａ遺跡

（湧水町），楠元遺跡（薩摩川内市）からもそれぞれ１

点ずつ出土している。この時期には，出土遺跡数が増加

すると共に，一つの遺跡からまとまった数で出土する傾

向も見られる。

　晩期でも，尾ヶ原遺跡，上水流遺跡（南さつま市），

沖田岩戸遺跡（出水市），立山Ｂ遺跡（大崎町）からそ

れぞれ２点，飯盛ヶ岡遺跡（鹿屋市）から３点，上野原

遺跡（霧島市国分）から４点と後期と同様に一遺跡内か

ら複数点出土の傾向が見られる。

　総括すると，後期から晩期にかけては出土量が著しく

増加していることが分かり，従来からの指摘を本県でも

追認できる結果が得られた。一方で，草創期には出土例

がなく，早期前葉段階から晩期まで切れ目なく継続的に

出土していることも指摘できる。

　�　各時期の形状

　第１８６～１８９図は，各時期の蛇紋岩と主な他石材製磨製

石斧の完形資料に限り，それぞれが有する属性を比較し

たものである。第１８６図は，他石材製の「磨製石斧長幅

比（全長／最大幅）」を示したものであるが，これを見

ると，全長２．５～１２�で幅１．５～４．５�，全長８．５～１８�で

幅４．５～６�，全長１０～２０�で幅６～９�程の小・中・

大型に分類できるようである。更に，各時期ごとに見る

とやはり，一定のサイズのグループ化を見せながらも，

ほぼ同一の傾きをもった直線（軸）上に規則的に並ぶ傾

向にあることも分かる。これは，目的や用途等に応じて

大きさは変えながらも形状としては，装着や握りなどの

観点から利便性を求め，一定の形状を維持しようとした

からではないだろうか。

　第１８７図により蛇紋岩製に絞って見てみると早期では，

傾きおよそ「３．３」を軸に，全長６～８�程で幅３～４

�程，全長１２～１４�程で幅４～６�程の２グループに大

別できる。

　前・中期ではおよそ「１．８５」を軸に，全長８～１４�程

で幅３～６�程，全長１４�以上で幅も８�を超えるもの

の２グループに分類できる。

　後期では，およそ「１．４５」を軸に，全長５�～１２�程

で幅３～６�程，全長８�～１２�程で幅２～４�程，全

長１２�以上で幅も７�を超えるものの３グループに分け

られる。

　晩期では，およそ「２．１」を軸に，全長６～１２�程で

幅３～５�程，全長１０～１５�程で幅５～７�程の２グ

ループに分類できる。

　早期から前・中期，後期へと進むにつれ，傾きが次第

に小さくなることから，縦長タイプから横幅の張ったも

のへと移行していくことが分かる。そして，晩期に入る

とまた，やや縦長に落ち着くことが分かる。これは，他

石材の磨製石斧の形状と一致する。

　第１８８図は，他石材製の磨製石斧の「幅厚比（最大幅
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／最大厚）と重量の関係」を示したものである。この図

から大きく次の３つのサイズに分類できる。それぞれ，

小型（重量１００�程を中心とし幅厚比１．０～６．０程度），中

型（重量４００�程を中心とし幅厚比１．５～４．０程度），大型

（重量８００�程を中心とし幅厚比１．５～２．５程度）である。

また，サイズが大型化するにしたがい反比例するように

幅厚比が小さくなり，比幅も狭まっていく傾向にある。

大型化にともない形状の画一化の傾向がうかがえ，出土

数も少なくなっていくようである。これを時期ごとに概

観すると，どの時期も同様に小・中型主流で，際立った

差違は見受けられない。

　第１８９図の「蛇紋岩製磨製石斧の長幅比と重量の関

係」からは，より一層明確に３つのサイズに分類され，

基本的には他石材と一致することが分かる。

　�　まとめ

　これまで，県内の蛇紋岩製磨製石斧を見てきて，おぼ

ろげながら次のようなアウトラインが浮かんできた。

①　縄文時代早期から晩期まで継続的に出土し，後期か

ら晩期にかけて出土量・遺跡数が増える。

②　分布は錦江湾周辺を中心としながら北薩・南薩に集

中する傾向にある。大隅の出土例は少ない。

③　県内原産地に比較的近い南薩と遠い大隅の完形品を

比較すると南薩の方がやや大型の傾向がある。

④　蛇紋岩剥片の出土が南薩の遺跡に見られる。

⑤　形状は他石材製のものとほぼ一致し，時期ごとの差

違は見受けられない。サイズは小・中型のものが主流

である。

　以上，稚拙ながら県内蛇紋岩製磨製石斧出土遺跡を概

観し感じたことを列記してきた。その中で，改めて今後

の課題や方向性が見えてきた。蛇紋岩剥片や石斧未製品

の分布に留意し原産地や石器製作過程等について考察を

深めることもその一つである。また，使用痕や裂痕等に

目を向け用途を追究することも必要である。何よりも各

遺跡や出土品一点一点のより細かな観察・実見が重要で

あることは言うまでもない。

（佐藤義明）

第４節　中・近世の上水流遺跡について

　ここでは，昨年度刊行の『上水流遺跡２』で報告する

ことができなかった中・近世の包含層出土遺物について

報告する。上水流遺跡の当該時期について遺跡の概略を

述べ中・近世全体の総括に変えたい。なお，昨年度刊行

引用・参考文献
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分と重複する部分も少なくはないが，遺跡全体の性格を

示す上で必要であるのでその点についてはご了承いただ

きたい。

　中・近世は，その時期を代表して出土する遺物の様相

からおおむね６時期にわけられる。

①　１１世紀後半～１２世紀中頃の時期の玉縁「白磁椀」

②　持躰松遺跡とほぼ同時期の，１２世紀後半～１３世紀初

頭の中国龍泉窯系の劃花文「青磁椀」

③　１３世紀中頃以降の龍泉窯系の連弁文「青磁椀」，東

播磨系須恵器

④　１４・１５世紀頃の元・明の「青磁」「白磁」

⑤　１５・１６世紀頃の景徳鎮産および 州窯産の「青花」

⑥　１６世紀末～１８世紀初頭の「肥前系陶器」，「初期薩摩

焼」（および朝鮮系陶器など）

　これらを概観すると，一見中世から近世にかけて連綿

と遺物が出土しているようにみえるが，実は断続的であ

るともいえよう。特に，④の「元・明」の時期は「元

冦」などの影響もあったことから，南北朝期の天龍寺船

以外には公的な貿易が途絶えている時期であるので注目

される。

　本遺跡からは多くの輸入陶磁器が出土した。ここでは

輸入陶磁器を中心としたおおまかな流れを示したい。

　万之瀬川の中世遺跡として著名な持躰松遺跡はＤ期

（１３世紀前半）が主力であるが，本遺跡はＣ期・Ｄ期が

少数でＥ期（１３世紀中頃）以降が主力となり，特に陶磁

器の量ではＥ・Ｆ期がメインとなる。Ｆ期の龍泉窯系青

磁は，地方においては多い方である。Ｇ期（註１）も比

較的多く，福建産の（泉州タイプ）粗製青磁椀・森田Ｃ

類白磁・粗製白磁椀（無釉高台のもの）などのセット関

係もみられる（註２）。

　以下に時期ごとの様相をまとめる。

Ｃ期：白磁皿Ⅳ・Ⅵ類（少数）
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Ｄ期：白磁椀Ⅶ類・皿Ⅲ－１類，青磁同安窯・龍泉窯系

椀Ⅰ類（少数）

Ｅ期：青磁龍泉窯系椀Ⅱｂ・Ⅱａ，陶器Ⅰ・Ⅲ類，鉢

Ⅵ・Ⅰ－２類（施釉）

Ｆ期：青磁龍泉窯系椀Ⅲ類・坏Ⅰ－１ａ，白磁Ⅸ－１・

２類椀・皿，徳化窯系白磁印花唐草文碗

Ｇ期：白磁森田Ｃ類，青磁泉州タイプ・Ⅳ類大椀・小

椀・皿

Ｈ期（１５世紀）：白磁森田Ｄ類，青磁上田Ⅱ類・ＢⅡ・

ＣⅡ・ＤⅡ・ＥⅡ（倣龍泉系青磁【土龍泉】）

１６世紀：青磁上田Ⅲ・Ⅳ類，白磁森田Ｅ類，青花景徳鎮

及び 州窯椀・皿

　※　他に白磁壺Ⅲ類がＣ～Ｆ期のいずれかの時期のも

のである。

　次に，国産のものをみてみたい。それらは，在地土

器・東播磨系須恵器片口鉢（以下，東播系鉢）・備前の

擂鉢（１５・１６世紀）・備前の大甕・常滑の甕・備前を模

した在地の瓦質土器擂鉢・瓦質土器羽釜・フライパン形

土器（焙烙・炒り具）・初期薩摩焼（主は堂平窯産）・肥

前系陶磁器（染付・陶器など）などがあり，多種多様で

ある。

第５節　鹿児島県内出土の火打金・火打石

　�　はじめに

　上水流遺跡では，中世以降のものとみられるハンガー

形の鉄製品と，明確な加工痕を持たないメノウ・玉随製

の石製品が出土している。

　特に，ハンガー形の鉄製品については，調査時点から

気にはなっていたものの，どのようなものかわからず，

そのままになっていた。ある日，屋鈍遺跡（大島郡宇検

村）出土鉄製品のＸ線写真を見る機会があり，これが上

水流遺跡出土品に類似していることに気付いた。そして，

藤木聡氏の論考（藤木２００４）があることを知り，これが

「火打金」であることを確認した。また，県内には火打

石の産地が他地域と比較して多いのに反して，火打金と

ともにほとんど確認されていないということも確認した。

　これを受け，整理作業の段階で中近世の遺構内および

包含層中に存在する原石もしくは石核としていたものに

ついて，再度見直しを行った。その結果，角がつくりだ

されて，火打石との打撃によるとみられるつぶれがある

ものを抽出することができた。つまり，火打金と火打石

の両方を同じ遺跡から確認することができた。そこで，

今回は県内出土遺物について見直すこととし，火打金・

火打石について集成を試み，若干の考察を加えることと

したい。

　�　県内の火打金について

　藤木氏が確認した時点では，桑幡氏館跡のみであった。

今回確認したところ，未報告のものも含めて１０箇所で発

見されていることが判明した。この中には，報告書刊行

済みのものもあるが，文中で「火打金」としているもの

は少ない。

　出土傾向としては，薩摩国が８箇所，大隅国が２箇所，

奄美が１箇所となっている。特に集中している薩摩国は，

いずれも東シナ海側に偏っている。横川城跡（霧島市）

と虎居城跡（さつま町）が内陸に位置する。

　該当時期については，大島遺跡（薩摩川内市）が古代

で，県内でも最古の例である（註１）。中世では，桑幡

氏館跡（霧島市）・横川城跡（霧島市）・中之城跡（阿久

根市）・虎居城跡（さつま町）・上野城（薩摩川内市）・

持躰松遺跡（南さつま市）があるが，明確な出土状況を

示すものはなく，場合によっては近世に入るものもある

かもしれない。現時点では，近世のものとされているの

は，上ノ平遺跡（日置市）のみである。

　上水流遺跡出土品は，遺物からみて中世後半～近世前

半（１５～１８初頭頃）が想定される。

　�　県内の火打石について

　藤木氏が確認した時点では，弥勒院跡のみであった。

今回確認したところ，未報告のものも含めて１０箇所での

出土例を確認した。この中には，報告書刊行済みのもの

もあるが，文中で「火打石」としているものは小倉畑遺

跡のみであった。

　傾向としては，薩摩国が２箇所，大隅国が２箇所と

なっている。また，虎居城のように内陸部の河川沿いに

立地するものもあった。

　時期については，弥勒院（霧島市）のものが近世とさ

れる以外は，いずれも中世以降としかいいようがなく詳

細は不明である。

　�　まとめにかえて

　以上のように，火打金と火打石について県内の概観を

行ったが，決して資料数が多いとはいえない状況である。

人間の長い歴史の中で，「火起こし」という作業は，生

きていくために重要な行為であったはずであるが，その

痕跡が少ないというのは本来不思議なことである。実際

のところ，不明鉄器として報告されていない可能性も考

えられるし，さびにおおわれて確認できなかった場合も

少なくなかったのではなかろうか。今回確認できたもの

註

１　Ｇ期に属するこれらは沖縄・東南アジアに多いものである。

Ｈ期まで下る可能性も若干含む。

２　山本信夫氏（早稲田大非常勤准教授）の御教示による。ア

ルファベットのついた時期区分も彼による太宰府分類のもの

である。なお，泉州タイプについては亀井明徳氏と手塚直樹

氏が指摘するものという。なお，『東アジアの海とシルク

ロードの拠点福建』【展示図録】（愛知県陶器資料館２００8）で

は，類似のものが，磁 窯出土品にみられる。
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についても報告の段階ではほとんどが性格不明の遺物と

して扱われていた。

　藤木氏によれば，「九州の場合，縄文時代の石核とし

て報告された火打石あるいは用途不明品とされた火打金

など，火打金や火打石という遺物に対する認識の有無に

大きなウェイトがあろう」という。まさに本県の資料も

それに該当するもので，今後は古代以降の遺跡から出土

する鉄片や石片などについても，注意の目を向けていか

なければならない。

第６節　上水流遺跡出土の特徴的な遺物について

　�　はじめに

　本遺跡出土遺物の中で，注目されるものがある。たと

えば，東播磨系須恵器片口鉢・瓦質土器羽釜・鉄鍋・鉄

製小札などで，多種多様である。ここでは，これらの注

目される遺物について取り上げ若干の考察を行いたい。

　�　東播磨系須恵器について

　兵庫県の神出（神戸市）および魚住（明石市）の窯跡

出土資料と実際に比較を行った。その結果，形態は生産

地の１３世紀代のものとほぼ同じであるが，胎土と釉薬の

かかり具合が異なるもので，神出・魚住のどちらでもな

い可能性があることが明らかになった。具体的には，胎

土が赤色と白色の層状になる点が最も異なる点といえよ

う。加えて，見込みや口縁部に自然釉がかかるものも目

立つが，これも実見した窯跡出土資料には見うけられな

かった。

　また，甕についても同様にタタキとナデが全く異なる

ことが明らかになった。タタキは，矢羽根状（あるいは

綾杉状）に平行タタキを組み合わせたもので，「東播磨

系」の技法に類似する。しかしながら，神出および魚住

の窯跡出土資料をみる限り，本遺跡出土資料ほど丁寧に

は矢羽根状にタタキを行っていないことが確認された。

　この事実から，本遺跡出土の東播磨系とされるものは

産地不明であり，広義の「東播磨系」であるものの厳密

な「東播磨産」ではないことがほぼ明らかとなった。今

後，県内各地出土のものも含め再検討を行う必要があろ

う。

　ただし，窯内では様々な現象が起きており，胎土の色

だけではなんともいえないのではないかとの意見もある。

たとえば，焼成中になんらかの事（窯の崩落や熱の加減

など）があったため酸化してしまった結果，胎土が赤色

と白色の層状となる場合もありうるという。

　しかしながら，実見した窯跡資料にはそのようなもの

はなく，また数人の神出および魚住の窯跡調査担当者か

らもそのような例はこれまでにないとの意見を得ている。

いわゆる「東播磨」ではなく，その周辺（西播磨や北播

磨など）や，九州を含む他の地域で生産された可能性も

模索する必要があろう。

　�　樺万丈（樺番城）系須恵器について

　本遺跡では，いわゆる「樺万丈」系の須恵器も出土し

ている。樺万丈は，熊本県荒尾市の小岱山西麓で生産さ

れた須恵器で，おおむね１３世紀頃のものと考えられてい

る（吉岡１９９４・美濃口１９９７）。

　県内でも数箇所で出土例があり，流通品であるとされ

ている。しかし，美濃口氏によって，有明海を越えるも

のではなく，かつ樺万丈ではみられない「壺形」の器形

のものが鹿児島に存在するという事実が指摘されている

（美濃口２００７）。つまり，県内で出土する「樺万丈」系

の須恵器は，「樺万丈に似て非なるもの」であるという

ことになる。本遺跡出土品も，そのようなものである可

能性が考えられる。また，美濃口氏によれば，鹿児島県

西部地域に集中する傾向があり，「当該地域に同系統の

須恵器窯が存在する可能性を指摘できる」という。今後，

注目すべき資料となるかもしれない。

　�　肥前の見込荒磯文染付（第１９１図）（上水流２に掲

載）

　本遺跡でも多くの肥前系陶磁器が出土しているが，そ

の中でも注目されるのが，見込荒磯文の染付碗である。

　見込荒磯文の染付は１６５０年代中頃～１６６０年代のものと

されており，比較的近い年代の中国磁器がモデルとなっ

ている。また，東南アジアなどへ向けた海外需要を強く

意識した製品の中でも代表的なものであるという（野上

２００５）。これが本遺跡から出土しているということは，

本遺跡の性格の一端を示す可能性がある。

　�　その他

　上記の遺物以外に，注目される遺物には鉄製品がある。

　本遺跡からは，鉄鍋片とみられる鋳造鉄器片が出土し

ている。口縁部などの特徴的な部位はなく，器形や部位

などは不明である。

　周辺では，上加世田遺跡で良好な出土例があるので関

連があるかもしれない。今回は触れることができなかっ

たが，こわれた鉄鍋片を用いて農具などに再加工される

場合も他の地域では多くみられることから，鉄生産とも

関連する可能性もあるので，今後注目すべき遺物である

といえよう。

　また，鉄製小札や雁股鏃などの武具・武器も出土して

いる。これは甲冑の部品の一部であるが，島津忠良によ

る戦い（註１）も周辺で行われていることから，関連す

註

�　藤木氏から９世紀代の可能性があるというご教示を得てい

る。

引用・参考文献

藤木聡２００４「九州における火打石・火打金　－資料集成と基礎

的な整理－」『古文化談叢』第５１号　九州古文化研究会
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文献一覧

阿久根市教育委員会２００３『中之城跡』阿久根市埋蔵文化財発掘調査報告書

（４）

江戸東京博物館２００２『火打ち道具の製作　調査と映像記録』映像音響資料制

作に伴う調査報告６　東京都江戸東京博物館調査報告書　第１４集

鹿児島県立埋蔵文化財センター２００２『小倉畑遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財

センター発掘調査報告書（３４）

鹿児島県立埋蔵文化財センター２００４『上野城跡』鹿児島県立埋蔵文化財セ

ンター発掘調査報告書（６８）

鹿児島県立埋蔵文化財センター２００４『上ノ平遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財

センター発掘調査報告書（７０）

鹿児島県立埋蔵文化財センター２００５『大島遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財セ

ンター発掘調査報告書（８０）

鹿児島県立埋蔵文化財センター２００７『持躰松遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財

センター発掘調査報告書（１２０）

加世田市教育委員会１９８５『上加世田遺跡－１』加世田市埋蔵文化財発掘調査

報告書（３）

隼人町教育委員会２００３『桑幡氏館跡－第３次調査－』

藤木聡２００４「九州における火打石・火打金　－資料集成と基礎的な整理－」

『古文化談叢』第５１号　九州古文化研究会

横川町教育委員会１９８７『横川城跡』横川町埋蔵文化財発掘調査報告書（１）

備　　考出土遺構所在地遺跡名
旧５７号土坑含む，中世５６号土坑霧島市隼人町神宮二丁目字川上桑幡氏館跡
中世か－薩摩川内市百次町字上野上野城跡
９世紀頃か？－薩摩川内市東大小路町大島
近世－日置市伊集院町下神殿字上ノ平上ノ平
中世か－霧島市横川町中ノ字城山横川城跡
中世かピット６阿久根市山下字鳴川中之城跡
中世か－大島郡宇検村字屋鈍屋鈍
中世か，未報告－さつま町虎居虎居城跡
中世か－南さつま市金峰宮崎字持躰松持躰松
中世か，未報告－南さつま市金峰宮崎字渡畑渡畑
中世と近世か－南さつま市金峰花瀬字上水流・森山上水流

備　　考出土遺構所在地遺跡名
近世（１８～１９世紀），未報告－霧島市隼人町内字堀之内弥勒院
中・近世，未報告－いちき串木野市上名字門前ほか栫城跡
中・近世，蔵王岳産珪質頁岩およびチャート－姶良町西持田字小倉畑小倉畑
中世か，未報告－さつま町虎居虎居城跡
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る可能性がある。

 

（上床　真）

と文様の変化－」『金大考古』第４７号　金沢大学考古学研究

室

吉岡康暢１９９４「第一部　中世須恵器研究序説」『中世須恵器の

研究』吉川弘文館

美濃口雅朗１９９７「樺番城窯跡の中世須恵器�」『肥後考古』第

１０号

美濃口雅朗２００７「樺番城窯（熊本県）」『中世窯業の諸相～生産

技術の展開と編年～』補遺編　全国シンポジウム「中世窯業

の諸相　～生産技術の展開と編年」実行委員会

註

１　『三國名勝図会』によれば，花瀬打立本（現在のところ詳

細な位置は未確認）は天文７（１５３８）年に島津忠良が別府城を

攻撃した時に陣したところと伝えられるという。

引用・参考文献

野上建紀２００５「有田の文様　－１７世紀中頃～後半の窯場の様相
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備　　考出土遺構所在地遺跡名
口縁部－南さつま市加世田川畑字上加世田上加世田遺跡

－薩摩川内市百次町字上野上野城跡
口縁部・表採・中世か－大島郡喜界町荒木字和早地和早地遺跡
破片－南さつま市金峰町花瀬字上水流・森山上水流遺跡
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胎土調整色調

ＺＹＸ
取上
番号

層区
レイアウト
番号

挿図 そ
の
他

滑　

石

雲　

母

角
閃
石

長　

石

石　

英
内面外面内面外面

○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色

－１．２９３４３．００５３９．７５９１３７２５７Ⅵ９Ｗ

１

１８

－１．３１９４３．０５４３９．８８７１３７２５６Ⅵ９Ｗ
－１．３５９４２．６３０３９．９０４１３７２６９Ⅵ９Ｗ
－１．３３３４２．９５７４０．１００１３７２７０Ⅵ９Ｖ
－１．３１６４３．１１２４０．１０１１３７２６３Ⅵ９Ｖ
－１．００４４４．５９８４０．７８６１３６８９６Ⅵ９Ｖ

○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－１．１９２４３．７９９３８．２０９１３７０７６Ⅵ９Ｗ２

○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色
－０．２３１５１．６６０５０．８２５１３６５２５Ⅵ８Ｕ

３ －０．６８５５０．９５６５０．９６８１３７０３９Ⅵ８Ｕ
－０．１６７５４．３８５５２．９４０１３６５２０Ⅵ８Ｕ

小礫○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色０．２６８５１．１３５４１．４６０１３４７９７Ⅵ８Ｖ４

○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色
２．６５５６７．１６５５６．６５４６８１５９Ⅵ７Ｕ

５ ３．６１０６７．０４２５７．１９１６８１７２Ⅵ７Ｕ
２．５６０６７．００１５７．９６７６８１９０Ⅵ７Ｕ

○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色

－０．３１３４７．７２８４２．３９６１３４５９１Ⅵ９Ｖ

６

１９

－０．０８２４９．４７５４２．６７１１３２９１９Ⅵ９Ｖ
－０．０８７４９．３６２４２．７０８１３２９２０Ⅵ９Ｖ
－０．２７９４８．６３１４３．０５５１３４８３９Ⅵ９Ｖ
－０．２９８４８．２４２４３．７３０１３４５８６Ⅵ９Ｖ
－０．２８４４８．２５５４４．２９５１３４８１３Ⅵ９Ｖ
－０．４１９４８．５５３４８．９４７１３４５６６Ⅵ９Ｖ

○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色
－０．９５１４３．９１０３７．５７５１３６９５７Ⅵ９Ｗ

７
－０．０４６４７．５１９３７．９１０１３３０００Ⅵ９Ｗ

茶粒○○ナデナデ茶褐色茶褐色－０．８１２４４．５１７３８．５５５１３６７５５Ⅵ９Ｗ８

○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色
－０．３１０５０．２４２４９．８３７１３６９４３Ⅵ８Ｖ

９
－０．３３０５０．３７３５０．０４４１３６９４２Ⅵ８Ｕ

○○ナデナデ灰黄茶褐色灰黄茶褐色－０．３７０５５．６４６７１．７５５１３１０５６Ⅵ８Ｓ１０
２０ ○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色２．７４５７０．５８１５９．９８８６０９７０Ⅵ６Ｕ１１

○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色－１．０２７４３．１６０３７．６５２１３６７８１Ⅵ９Ｗ１２
小礫○○ナデナデ黄茶褐色乳灰茶褐色－０．９６７４４．５４７４０．９１８１３６８９３Ⅵ９Ｖ１３

２１

○○ナデナデ茶褐色茶褐色－０．１１０４９．６４３４３．２０６１３２９１２Ⅵ９Ｖ１４
小礫○○ナデナデ黄茶褐色暗茶褐色－０．２７３４８．４９１４５．９６１１３４５５１Ⅵ９Ｖ１５

○○ナデナデ茶褐色茶褐色－－－－Ⅵ－－１６
○○ナデナデ茶褐色茶褐色０．１８５５６．９７５５３．９４９１３７２１２Ⅵ８Ｕ１７
○○ナデナデ茶褐色茶褐色２．５７５６６．３７３５４．５７１６８１１７Ⅵ７Ｕ１８
○○ナデナデ暗茶褐色灰黄茶褐色－０．２９４４６．９６９３９．０７１１３４６３４Ⅵ９Ｗ１９

○○ナデナデ灰黄茶褐色黄茶褐色
０．２７８５７．３４７６０．３９４１２１３０１Ⅵ８Ｔ

２０

２２

０．２９９５７．０８０６０．５２０１２１３０４Ⅵ８Ｔ
０．４０６５７．２８２６０．８６３１２１３０６Ⅵ８Ｔ

○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色

－０．３４９４７．８４８４５．３３６１３４５４８Ⅵ９Ｖ

２１

－０．２６５４９．３７４４６．５８０１３３６３１Ⅵ９Ｖ
－０．２７６４９．４２５４６．６７２１３２８９２Ⅵ９Ｖ
－０．２８８４９．３８１４６．７５７１３３６３２Ⅵ９Ｖ
－０．２７２４９．５７５４６．８８５１３４５５３Ⅵ９Ｖ
－０．２８５４９．４２８４７．０５６１３４１９７Ⅵ９Ｖ
０．２３４５４．９１１４８．４４２１３３５４８Ⅵ８Ｖ
－０．００５５１．６０１４８．４６８１３３０３２Ⅵ８Ｖ

○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色

－０．１２０５７．３９６６８．９２９１２１５９４Ⅵ８Ｔ

２２
－０．１１８５７．４４５６９．０２２１２１５９６Ⅵ８Ｔ
－０．１４２５７．６２５６９．１１９１２１５９９Ⅵ８Ｔ
－０．１４１５７．５３８６９．１５９１２１５９８Ⅵ８Ｔ

○○ナデナデ暗灰茶褐色灰茶褐色
－０．４８０４４．８８６３０．０５２１３６３８１Ⅵ９Ｗ

２３
－０．５００４４．７６４３０．８９７１３６３９０Ⅵ９Ｗ

○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色
－０．１８７４９．５０３４４．４２４１３３６２６Ⅵ９Ｖ

２４

２３

－０．３２２４８．３６７４７．５４３１３４５６３Ⅵ９Ｖ

○○ナデナデ暗茶褐色茶褐色
－０．４１８４４．７０４３１．６４８１３４７４６Ⅵ９Ｗ

２５
－０．２２７５４．８８７６９．３３５１３０７４１Ⅵ８Ｔ

○○ナデナデ茶褐色茶褐色－１．１３０４３．１０１３８．０４５１３７１００Ⅵ９Ｗ２６
○○ナデナデ暗灰茶褐色暗灰茶褐色－１．１３１４３．５９４３７．２４３１３７０６０Ⅵ９Ｗ２７
○○ナデナデ灰黄茶褐色灰黄茶褐色０．２９２５５．６１９５３．８４６１３３５２９Ⅵ８Ｕ２８

○○ナデナデ暗茶褐色灰茶褐色
－０．０６８４７．４９９３８．３１１１３３９８６Ⅵ９Ｗ

２９
－０．０８５４７．５４９３８．３８７１３４６４１Ⅵ９Ｗ

○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色－０．０２４５０．４７３４４．２９６１３４８６０Ⅵ８Ｖ３０
○○ナデナデ灰黄茶褐色黄茶褐色－０．８１２４４．５１７３８．５５５１３６７５５Ⅵ９Ｗ３１
○○ナデナデ黒褐色暗黄茶褐色０．１４４５３．１５５３９．３１０１３６６３７Ⅵ８Ｗ３２
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－０．８６２４４．８１９４２．８８９１３６４５３Ⅵ９Ｖ３３
○○ナデナデ暗茶褐色灰茶褐色－０．５５０４４．１６６２９．６０４１３６３２３Ⅵ９Ｘ３４
○○ナデナデ黄茶褐色茶褐色－０．２２６４６．７３９３３．０６４１３４７３０Ⅵ９Ｗ３５
○○ナデナデ灰褐色灰褐色０．１８５５６．５０７５２．８１９１３４０８３Ⅵ８Ｕ３６

小礫○○ナデナデ暗褐色黄茶褐色３．８８０６１．０５５５５．８５４６７３７２Ⅵ７Ｕ３７

２４

○○ナデナデ暗褐色黄茶褐色２．８７５７２．４１７５７．０６６６３１９９Ⅵ６Ｕ３８
○○ナデナデ暗黄茶褐色暗黄茶褐色２．８２０７５．２０５５６．８３４６３１６４Ⅵ６Ｕ３９
○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色－０．３４５４６．００７４５．７３９１３３９４５Ⅵ９Ｖ４０
○○ナデナデ暗褐色赤茶褐色－０．１３８５０．０９６４４．５８６１３４０４７Ⅵ８Ｖ４１
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－－－－Ⅵ－－４２
○○ナデナデ暗赤茶褐色暗褐色－０．０３４５４．８６６４５．６５４１３６１９０Ⅵ８Ｖ４３
○○ナデナデ茶褐色茶褐色０．１９６５０．３１５４１．８３３１３４８６２Ⅵ８Ｖ４４
○○ナデナデ茶褐色茶褐色－－－－Ⅵ－－４５
○○ナデナデ茶褐色茶褐色－０．２８４４８．２５５４４．２９５１３４８１３Ⅵ９Ｖ４６

茶粒○○ナデナデ茶褐色茶褐色２．８５５７２．６２４５６．８７８６３１８７Ⅵ６Ｕ４７
小礫○○ナデナデ黒褐色暗茶褐色－０．４５３４５．６５７４２．２９４１３３９５８Ⅵ９Ｖ４８

○○ナデナデ茶褐色暗茶褐色－－－－Ⅵ－－４９
○○ナデナデ灰茶褐色赤茶褐色－０．９３３４３．４６６３０．４５０１３６９３９Ⅵ９Ｗ５０
○○ナデナデ暗灰茶褐色暗灰茶褐色０．１３６５３．１００５５．３５８１３２１１９Ⅵ８Ｕ５１
○○ナデナデ明褐色暗褐色－０．５６７４３．８１０２８．２３９１３７２５８Ⅵ９Ｘ５２
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－１．０４９４８．９７０４０．１５９１３７１５４Ⅵ９Ｖ５３
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－－－－Ⅵ－－５４
○○ナデナデ灰茶褐色黄茶褐色－０．２８４４８．２５５４４．２９５１３４８１３Ⅵ９Ｖ５５
○○ナデナデ灰茶褐色暗茶褐色０．０２９５４．８４１５３．２６８１３４４０６Ⅵ８Ｕ５６
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○○ナデナデ茶褐色灰黄茶褐色－０．２６６４８．２８７４２．３２１１３４８４１Ⅵ９Ｖ５７

２４
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色

－０．１１１５１．３８７５０．１３４１３４４１８Ⅵ８Ｕ
５８

－０．４２４５０．９６４５０．２１０１３６９８６Ⅵ８Ｕ
○○ナデナデ灰褐色暗茶褐色－０．２３３４８．３９６４２．０９２１３６５６７Ⅵ９Ｖ５９

○○ナデナデ茶褐色茶褐色
０．３８９５７．９８８６１．５１５１２１３１５Ⅵ８Ｔ

６０
０．３４７５７．７１１６１．８２９１２１３３２Ⅵ８Ｔ

○○ナデナデ明灰褐色明灰褐色－－－－Ⅵ－－６１

２５

○○ナデナデ暗茶褐色茶褐色－０．５２０４５．８５８３５．４１８１３６４２６Ⅵ９Ｗ６２
○○ナデナデ明灰褐色暗灰茶褐色０．０３０５２．６０４４３．３０４１３６１９６Ⅵ８Ｖ６３
○○ナデナデ茶褐色暗茶褐色０．７７０７２．６３４７１．８６０６３３５７Ⅵ６Ｓ６４
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色０．１５４５６．６５７５２．１４７１３７２１９Ⅵ８Ｕ６５

砂粒○○ナデナデ茶褐色茶褐色－０．２６４４９．３６３４３．８４５１３６１２５Ⅵ９Ｖ６６
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色－０．０２４５０．７７６４４．５９４１３２８４６Ⅵ８Ｖ６７
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色－５０．０５９５５．１３４１３１４３６Ⅵ８Ｕ６８
○○ナデナデ灰黄茶褐色灰黄茶褐色－０．９１２４３．５７８３６．７１３１３６７６８Ⅵ９Ｗ６９
○○ナデナデ暗灰茶褐色灰黄茶褐色－０．２６２５１．６７９５３．０８４１３４４１４Ⅵ８Ｕ７０

○○ナデナデ灰黄茶褐色灰黄茶褐色

－０．３４０４５．７９０３０．５８０１３４７５３Ⅵ９Ｗ

７１

２６

－０．３４９４５．８１７３１．１２２１３４７５４Ⅵ９Ｗ
－０．４１０４５．８１９３１．２４７１３６４０１Ⅵ９Ｗ
１．４３８４７．０２０３６．３２０１３１７５０Ⅵ９Ｗ
２．４６５５２．２９１４２．４０５１３０３００Ⅵ８Ｖ

○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色
－０．３６４４６．０４７４４．６０６１３４５７２Ⅵ９Ｖ

７２
－０．４２１４５．６５４４５．０６５１３３９４７Ⅵ９Ｖ

○○ナデナデ灰黄茶褐色灰黄茶褐色
０．３１６５５．２７２５４．９２９１３３５１１Ⅵ８Ｕ

７３ ０．２９７５４．９１５５５．６７０１３３４１６Ⅵ８Ｕ
０．３２１５５．９４６５６．１５３１３３５０９Ⅵ８Ｕ

砂粒○○ナデナデ灰茶褐色暗茶褐色
－０．９８８４３．５９３３６．９６４１３６９６１Ⅵ９Ｗ

７４
－０．９５１４４．０１１３８．６２２１３７００１Ⅵ９Ｗ

○○ナデナデ黄茶褐色暗茶褐色０．１１５４８．３５８３４．５６８１３３９８３Ⅵ９Ｗ７５
○○ナデナデ暗褐色暗褐色－０．９０９４４．４５３３７．８９７１３６９５６Ⅵ９Ｗ７６

○○ナデナデ灰黄茶褐色灰黄茶褐色

－０．８７０４３．３８８３２．２９５１３６４０９Ⅵ９Ｗ

７７
２７

－０．９５１４２．７４７３２．４５７１３６９３７Ⅵ９Ｗ
－０．３３７４６．０５３３４．２７２１３４７０９Ⅵ９Ｗ
－０．４０１４６．００６３５．０６８１３４７０１Ⅵ９Ｗ
－０．５１３４５．４０３３８．１７８１３６７３１Ⅵ９Ｗ
－０．２８１４９．９４１５０．５８６１３６８８９Ⅵ９Ｕ
－０．３８７４９．９５９５０．７２５１３６９１１Ⅵ９Ｕ

○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色－０．０７０５２．５９３５３．４０１１３２１６６Ⅵ８Ｕ７８
○○ナデナデ灰茶褐色赤茶褐色－０．６１３４５．１８７４１．３９４１３６７０３Ⅵ９Ｖ７９

○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色

２．９０７７２．９９９５３．４３２３６７５３Ⅵ６Ｕ

８０

２８

３．６００７２．２４６５６．０２４３７５９９Ⅵ６Ｕ
－０．０５４５０．１６０３５．４１４１３６６５５Ⅵ８Ｗ
－０．３４３５０．３８２５１．９２８１３６５２８Ⅵ８Ｕ

○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色１．３６３５７．６５８６４．５１２１１７１９０Ⅵ８Ｔ８１
小礫○○ナデナデ赤茶褐色暗赤茶褐色－０．２４０５６．４７０７５．３９４１３０７５２Ⅵ８Ｓ８２

○○ナデナデ暗褐色暗褐色－１．０６７４４．４３４４０．４６７１３６９４９Ⅵ９Ｖ８３
○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色０．４３０７０．９１６６３．８１８６３１５０Ⅵ６Ｔ８４
○○ナデナデ灰褐色灰褐色－０．９６３４３．６０９３８．２６２１３６９７６Ⅵ９Ｗ８５

２９

小礫○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色
－５２．５２９５８．１１７１３１２８６Ⅵ８Ｕ

８６ －５２．５１１５８．１９７１３１４４８Ⅵ８Ｕ
－５２．４１２５８．３９９１３１２８５Ⅵ８Ｕ

○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色－０．３４０４５．７９０３０．５８０１３４７５３Ⅵ９Ｗ８７
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色－１．１９５４２．４０１３８．２５９１３７２３０Ⅵ９Ｗ８８

○○ナデナデ灰茶褐色暗灰茶褐色
－０．４４５４５．８３６４３．３２９１３３９５３Ⅵ９Ｖ

８９ －０．４３８４５．８４４４３．４８５１３３９５１Ⅵ９Ｖ
－０．３８１４５．５４４４３．７３１１３３９５２Ⅵ９Ｖ

○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色－０．４６０４４．６２９３１．７２０１３６３９３Ⅵ９Ｗ９０
○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色０．２５８５６．６７１５３．４６４１３３８７１Ⅵ８Ｕ９１
○○ナデナデ灰黄茶褐色灰黄茶褐色０．００００．００００．０００１２１４００Ⅵ－－９２

３０

茶粒○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色
－０．７６０４４．６４５３６．０２０１３６４３０Ⅵ９Ｗ

９３ －０．９２５４３．９５３３６．３２６１３６８７７Ⅵ９Ｗ
－０．９４３４４．６９５４１．１５６１３６８９７Ⅵ９Ｖ

○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色
０．２９６５６．１７２５３．６８５１３３７０６Ⅵ８Ｕ

９４
０．３１０５５．３８５５４．６７３１３３５１２Ⅵ８Ｕ

○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色０．３０１５２．４８５４９．０３７１３２５７６Ⅵ８Ｖ９５
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色０．３０７５８．４５８６３．８２２１２１３５４Ⅵ８Ｔ９６

○○ナデナデ灰黄茶褐色灰黄茶褐色
２．６９０６６．８８１５５．３２０６７８９７Ⅵ７Ｕ

９７

３１

２．４１０６５．８２３５６．２６６６８１４０Ⅵ７Ｕ

○○ナデナデ茶褐色灰茶褐色

０．００００．００００．０００１３６２９９Ⅵ－－

９８

－０．２３０４４．６７７２８．１４４１３４９６０Ⅵ９Ｘ
－０．２８３４５．２１４２８．７５１１３４９２４Ⅵ９Ｘ
－１．１３２４２．７５８３８．４３３１３７２０７Ⅵ９Ｗ
－１．１８６４２．５５０３８．４６６１３７１４１Ⅵ９Ｗ
－１．１９４４２．９５４３９．６８９１３７２２８Ⅵ９Ｗ

○○ナデナデ明灰褐色明灰褐色０．２４０５４．７７２５０．３４１１３３５３４Ⅵ８Ｕ９９
○○ナデナデ赤茶褐色灰茶褐色－－－－Ⅵ－－１００

○○ナデナデ灰黄茶褐色灰黄茶褐色

２．９１０６８．５４５５６．４４７６０８７６Ⅵ７Ｕ

１０１
２．７１０６７．７９０５７．８４７６０９２２Ⅵ７Ｕ
２．７７０６７．７５６５７．８８８６０９２３Ⅵ７Ｕ
２．５５５６７．５３８５８．１３２６８２７６Ⅵ７Ｕ
２．６９０６７．４１７５８．２６９６８１９３Ⅵ７Ｕ

○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色－１．２３７４９．６８３４１．３４１１３７１８１Ⅵ９Ｖ１０２
○○ナデナデ灰黄茶褐色灰黄茶褐色０．３３７５１．７０９３９．２３４１３２９４４Ⅵ８Ｗ１０３
○○ナデナデ茶褐色灰茶褐色－０．０７７４９．３０５３０．７４３１３６６７２Ⅵ９Ｗ１０４

○○ナデナデ茶褐色暗茶褐色
－０．５５０４３．２５７２８．４００１３６３７５Ⅵ９Ｘ

１０５

３２
－０．５４５４３．２１４２８．７７５１３６３２８Ⅵ９Ｘ

○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色
－０．６７６５０．５７３５０．６１６１３７０７１Ⅵ８Ｕ

１０６ －０．４０６５０．６０４５０．７２５１３６８８７Ⅵ８Ｕ
－０．３３３５０．６１８５０．９０３１３６４４１Ⅵ８Ｕ
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○○ナデナデ黒褐色灰茶褐色０．３１９５４．７１５５８．３７０１３３３９０Ⅵ８Ｕ１０７

３２

○○○ナデナデ明灰茶褐色灰茶褐色－０．９６５４４．３１１４０．５１１１３６７１０Ⅵ９Ｖ１０８

○○ナデナデ灰黄茶褐色灰黄茶褐色
－０．７６８４４．９４７３７．７２０１３６７４２Ⅵ９Ｗ

１０９
－０．８１４４４．８４５３８．００６１３６７４１Ⅵ９Ｗ

茶粒○○ナデナデ灰黄茶褐色茶褐色－０．０３４５４．７７２６６．７０４１３０７２８Ⅵ８Ｔ１１０

○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色
２．９６７６６．８６０４６．４３９３４３４３Ⅵ７Ｖ

１１１ ３．０７０６６．９９７４６．４７４３４３４４Ⅵ７Ｖ
２．８８８６６．２５０４６．１８１３６５８５Ⅵ７Ｖ

○○ナデナデ灰黄茶褐色黄茶褐色－０．９２７４２．８８０３４．６５２１３６８７８Ⅵ９Ｗ１１２

茶粒○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色
２．８２５７３．１８１５７．７３３６３１８０Ⅵ６Ｕ

１１３ ２．８２５７３．２４５５７．９９７６３１５５Ⅵ６Ｕ
０．００００．００００．０００７３１８１Ⅵ－－

○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色０．３５３５７．４４５６２．４２５１２１３３９Ⅵ８Ｔ１１４

○○ナデナデ黄茶褐色暗黄茶褐色

３．０５５６９．８２５５２．４９７３４４２３Ⅵ７Ｕ

１１５

３３

２．９９６６９．９２４５２．４３３３４４８５Ⅵ７Ｕ
２．９４５７０．３３８５２．２４３３４４９５Ⅵ６Ｕ
０．５２５７４．４０５６５．１３４６３１１９Ⅵ６Ｔ

砂粒○○ナデナデ黒褐色茶褐色－０．５４８４５．０４６４０．００２１３６７２３Ⅵ９Ｖ１１６
○○ナデナデ暗茶褐色黒褐色－１．２３０４２．４８６３８．２３９１３７２２９Ⅵ９Ｗ１１７
○○ナデナデ黒褐色暗茶褐色－－－－Ⅵ－－１１８
○○ナデナデ暗褐色暗褐色－１．０２１４２．８４９３７．１６９１３７０７９Ⅵ９Ｗ１１９

○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色
－１．１８７４２．３３５３７．１５５１３７２８４Ⅵ９Ｗ

１２０
－１．１３２４２．７５８３８．４３３１３７２０７Ⅵ９Ｗ

○○ナデナデ黄茶褐色赤茶褐色
０．２３３５６．９６５５４．１０７１３３８６４Ⅵ８Ｕ

１２１ ０．３１５５７．１１９５５．１７８１３３６９７Ⅵ８Ｕ
－５４．８６５７３．４４７１３１０７５Ⅵ８Ｓ

○○ナデナデ茶褐色茶褐色－０．２５５５０．０７４４７．１６０１３６１４１Ⅵ８Ｖ１２２
○○ナデナデ明黄茶褐色明黄茶褐色－０．２７２４６．４７１３２．９２９１３４７３５Ⅵ９Ｗ１２３

３４

○○ーナデ黒褐色灰褐色－０．８７２４４．７９６３８．２５３１３６９３１Ⅵ９Ｗ１２４
○○ナデナデ茶褐色茶褐色－１．３０７４２．３２４３９．７９６１３７３００Ⅵ９Ｗ１２５

小礫○○ナデナデ茶褐色茶褐色３．２０５６１．７１２５４．７７２６８２８１Ⅵ７Ｕ１２６
○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色－０．２５２５０．０１２４６．５０７１３６１３６Ⅵ８Ｖ１２７

○○ナデナデ灰茶褐色茶褐色
－１．０１７４４．４３６４１．２９４１３６８６１Ⅵ９Ｖ

１２８
－１．０８９４４．０１９４２．３３３１３６４５９Ⅵ９Ｖ

○○ナデナデ暗茶褐色黄茶褐色２．８２７６５．７９１４４．１４６３６７３２Ⅵ７Ｖ１２９
○○ナデナデ茶褐色暗茶褐色－－－－Ⅵ－－１３０

○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色
－０．２２４４９．３１１４２．４１３１３６１０４Ⅵ９Ｖ

１３１
－０．２４６４９．１６１４４．０１２１３４８１６Ⅵ９Ｖ

○○ーナデ灰茶褐色赤茶褐色－０．９０４４４．６５５４２．７７７１３６４５４Ⅵ９Ｖ１３２
○○ナデナデ茶褐色茶褐色－１．３５９４２．６３０３９．９０４１３７２６９Ⅵ９Ｗ１３３
○○ナデナデ明茶褐色茶褐色０．８２０７５．３０４６８．８１０６３３２４Ⅵ６Ｔ１３４
○○ナデナデ黒褐色茶褐色０．１５５５２．８００３９．１８０１３６６３６Ⅵ８Ｗ１３５

○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色
０．２６８５０．６８１４１．６２９１３４０４２Ⅵ８Ｖ

１３６
０．２６１５０．５４４４１．６４３１３４０４３Ⅵ８Ｖ

○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－０．０７０５２．５９３５３．４０１１３２１６６Ⅵ８Ｕ１３７

３５

○○ナデナデ黄茶褐色茶褐色２．５５０６６．４６３５５．９３６６８１４７Ⅵ７Ｕ１３８
○○ナデナデ茶褐色茶褐色－１．０３４４４．３２３４２．５７６１３６８５８Ⅵ９Ｖ１３９
○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色－０．９０８４４．２１２４０．２８５１３６７１１Ⅵ９Ｖ１４０
○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色－０．４０４４８．９６９５１．２７４１３４６２２Ⅵ９Ｕ１４１
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－０．９９０４３．３４６３８．５１９１３６４９８Ⅵ９Ｗ１４２
○○ナデナデ灰黄茶褐色暗灰茶褐色０．２２８４９．５４３３８．１５５１３２９７６Ⅵ９Ｗ１４３
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－０．８１４４４．０７２３１．３６３１３６８０２Ⅵ９Ｗ１４４
○○ナデナデ茶褐色暗茶褐色－－－－Ⅵ－－１４５
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－０．８９４４４．２５１３７．３８６１３６７３８Ⅵ９Ｗ１４６
○○ナデナデ茶褐色茶褐色－－－－Ⅵ－－１４７
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色－０．０２６５７．１８２６８．９１１１２１５９２Ⅵ８Ｔ１４８
○○ナデナデ明茶褐色茶褐色－１．３０４４２．３３６３８．８９２１３７２９８Ⅵ９Ｗ１４９
○○ナデナデ茶褐色茶褐色－０．１２０５０．６５６４５．８２４１３４４４８Ⅵ８Ｖ１５０
○○ケズリ後ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色－０．４６０５０．７３８５１．００１１３６９８７Ⅵ８Ｕ１５１
○○ナデナデ茶褐色暗茶褐色－０．０２３５３．２５７５４．８０１１３２１１３Ⅵ８Ｕ１５２
○○ナデナデ茶褐色茶褐色－１．０３４４４．３２３４２．５７６１３６８５８Ⅵ９Ｖ１５３
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－０．０８８４８．５２８４１．２０４１３２９３７Ⅵ９Ｖ１５４
○○ナデナデ茶褐色灰茶褐色０．７６０７２．８４６７３．０００６３３６０Ⅵ６Ｓ１５５
○○ナデナデ茶褐色暗茶褐色－０．２３９４７．７０８４１．１２２１３４５１０Ⅵ９Ｖ１５６

３６

○○ナデナデ灰茶褐色茶褐色
－０．５３８５０．９８２５０．９３０１３７０１３Ⅵ８Ｕ

１５７
－０．６８５５０．９５６５０．９６８１３７０３９Ⅵ８Ｕ

○○ナデナデ茶褐色暗茶褐色２．９６５７０．６０４５３．７９０３６６０４Ⅵ６Ｕ１５８
○○ナデナデ灰黄茶褐色灰黄茶褐色－０．２３９４６．５７７３３．１４５１３４７２９Ⅵ９Ｗ１５９
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－－－－Ⅵ－－１６０
○○条痕後ナデナデ暗褐色灰茶褐色－０．３０８４７．３１１４１．１２７１３４５０３Ⅵ９Ｖ１６１

小礫○○ナデナデ灰黄茶褐色暗茶褐色０．１０１５３．６８６５５．７８１１３２１４５Ⅵ８Ｕ１６２
○○ナデナデ灰黄茶褐色灰黄茶褐色０．００００．００００．０００１３６２９６Ⅵ－－１６３
○○ナデナデ茶褐色茶褐色－０．０２２４７．７５７３２．３２８１３４０９８Ⅵ９Ｗ１６４
○○ナデナデ灰茶褐色暗褐色－０．９５９４４．１８１３９．６６４１３６８６７Ⅵ９Ｗ１６５
○○ナデナデ黄茶褐色茶褐色０．２８１５１．５０８５５．８０１１３２７５２Ⅵ８Ｕ１６６
○○ナデナデ黒褐色暗茶褐色－－－１３６２８２Ⅵ－－１６７

○○ナデナデ暗茶褐色灰茶褐色
２．７１５６７．２４９５４．７７５６７９９１Ⅵ７Ｕ

１６８
２．７４０６６．８５５５５．５６０６７８９８Ⅵ７Ｕ

○○ナデナデ茶褐色暗茶褐色２．７２０６６．８２２５５．１１６６７８９６Ⅵ７Ｕ１６９
○○ナデナデ灰茶褐色黄茶褐色－０．９６６４４．８９５４１．０６１１３６９２３Ⅵ９Ｖ１７０
○○ナデナデ茶褐色暗茶褐色－０．０８６４９．２２６４２．６３５１３２９２１Ⅵ９Ｖ１７１
○○ナデナデ灰黄茶褐色暗茶褐色－０．０７０５２．５９３５３．４０１１３２１６６Ⅵ８Ｕ１７２
○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色－０．２９４４６．９６９３９．０７１１３４６３４Ⅵ９Ｗ１７３

○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色

－０．４４０４４．８３０３４．２１０１３４１０４Ⅵ９Ｗ

１７４
－０．１８３４８．８１７４２．７８３１３４１６４Ⅵ９Ｖ
－０．１９２４８．７８５４３．００６１３２９１８Ⅵ９Ｖ
－０．２４３４８．９６９４４．５１９１３４５４１Ⅵ９Ｖ
－０．３０６４７．９９３４６．７５７１３４１８４Ⅵ９Ｖ

○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色－０．０８９４６．０３３２８．００８１３４９２６Ⅵ９Ｘ１７５３７
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○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色
－０．２７０５０．５３４４９．６５８１３６８５０Ⅵ８Ｖ

１７５

３７

０．３４２５０．６６６５６．１６３１３２７６１Ⅵ８Ｕ

小礫○○ナデナデ暗茶褐色黄茶褐色

－０．３２９４７．９８５４４．１５４１３４８１８Ⅵ９Ｖ

１７６
－０．４３３４７．６６０４５．３１３１３４１８０Ⅵ９Ｖ
－０．３４９４７．８４８４５．３３６１３４５４８Ⅵ９Ｖ
－０．３９４４７．６４８４５．４６１１３４１８１Ⅵ９Ｖ

○○条痕後ナデナデ明灰茶褐色灰茶褐色－１．２７１４２．７６９３９．６２２１３７２５０Ⅵ９Ｗ１７７

○○ナデナデ黄茶褐色灰茶褐色
０．５７０７３．５３３６５．１８７６３２８５Ⅵ６Ｔ

１７８
０．４７０７３．６９１６５．４３４６３３９５Ⅵ６Ｔ

○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色
２．６２５６７．０２５５６．００５６７９８６Ⅵ７Ｕ

１７９
０．５７０７３．５３３６５．１８７６３２８５Ⅵ６Ｔ

○
○

○
○

ナデ
ナデ

ナデ
ナデ

黄茶褐色暗茶褐色
－０．１５３５２．４０４５３．９７２１３２１８４Ⅵ８Ｕ１８０

３８

－１．１８５４３．２１９４０．１８９１３７２２５Ⅵ９Ｖ
１８１

－１．２１２４３．１３９４０．２７５１３７２４１Ⅵ９Ｖ
○○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色－－－－Ⅵ－－１８２

○○ナデナデ茶褐色茶褐色０．１１３５２．２５０３７．８９４１３６６０６Ⅵ８Ｗ１８３
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色０．６００７２．０１０７２．２７８６８２８６Ⅵ６Ｓ１８４
○○ナデナデ灰褐色灰褐色－０．２８３５５．４１６７０．２０４１３１０４６Ⅵ８Ｓ１８５

小礫○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色０．２３３５６．９６５５４．１０７１３３８６４Ⅵ８Ｕ１８６
○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色０．２９８５７．０２１５４．８１８１３３６９９Ⅵ８Ｕ１８７

○○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色０．３０２５０．０９０３８．４１７１３２９５３Ⅵ８Ｗ１８８
小礫○○ナデナデ茶褐色茶褐色０．２５７５１．３６６５５．４７０１３２７２５Ⅵ８Ｕ１８９

○○ナデナデ茶褐色茶褐色－０．１１２４８．３６２３９．９４６１３２９９３Ⅵ９Ｗ１９０
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色０．３０５５３．７７６４８．４５９１３２６１１Ⅵ８Ｖ１９１
○○ナデナデ茶褐色茶褐色０．８７５７４．６６３７２．０００６３３６８Ⅵ６Ｓ１９２
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－－－－Ⅵ－－１９３
○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色０．１８１５６．２８０５０．４７４１３４９７６Ⅵ８Ｕ１９４
○○ナデナデ暗褐色暗褐色０．２８６５２．２７１３６．６７６１３３１９４Ⅵ８Ｗ１９５
○○ナデナデ暗赤茶褐色暗赤茶褐色０．２０４５６．７５６５３．８３８１３３８６７Ⅵ８Ｕ１９６
○○ナデナデ灰黄茶褐色黄茶褐色０．２７８５２．９９３４９．７３３１３２５８９Ⅵ８Ｖ１９７
○○ナデナデ灰茶褐色赤茶褐色０．２３０５５．３３６４７．８３１１３３９３４Ⅵ８Ｖ１９８
○○ナデナデ暗赤茶褐色暗赤茶褐色－１．２１３４２．２４８３６．７７４１３７２９４Ⅵ９Ｗ１９９

○○ナデナデ暗黄茶褐色暗茶褐色
－５１．４３７５３．５４６１３１４０２Ⅵ８Ｕ

２００

３９

－５１．６６０５４．１３５１３１４０４Ⅵ８Ｕ
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色－１．０６６４８．８２２４０．１６１１３７１６７Ⅵ９Ｖ２０１

小礫○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色
－１．１０１４３．１０９３８．７４１１３７０９２Ⅵ９Ｗ

２０２
－１．１２７４２．９７８３８．８２３１３７１３９Ⅵ９Ｗ

○○ナデナデ暗黄茶褐色暗黄茶褐色０．０３７５１．０６１３４．７８０１３６６５８Ⅵ８Ｗ２０３
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－０．９５３４３．５８２３８．４０８１３６７５３Ⅵ９Ｗ２０４
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－１．１８４４３．０２１３７．６８４１３７０９６Ⅵ９Ｗ２０５

○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色
－０．７１３４３．８８９２８．５５８１３７２１４Ⅵ９Ｘ

２０６ －０．８６９４３．８１２２９．０５７１３７２６１Ⅵ９Ｘ
－１．３５３４３．３２２４０．３９１１３７２６７Ⅵ９Ｖ

小礫○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色－０．３５０５４．４７５７０．１２５１３０７５０Ⅵ８Ｓ２０７
○○ナデナデ黄茶褐色茶褐色０．１０８４９．０２２３９．５３３１３２９８８Ⅵ９Ｗ２０８
○○ナデナデ茶褐色茶褐色－０．１９１４９．７１５４３．９０８１３３６１９Ⅵ９Ｖ２０９

○○ナデナデ灰茶褐色黄茶褐色
－０．４１６５４．１２９７０．２８５１３１０４７Ⅵ８Ｓ

２１０
－５４．１５３７０．３９９１３１３８５Ⅵ８Ｓ

小礫○○ーナデ暗褐色黄茶褐色－１．１４２４２．８６５３８．６９５１３７１３８Ⅵ９Ｗ２１１

４０

○○ナデナデ灰褐色灰褐色０．３１９５４．７１５５８．３７０１３３３９０Ⅵ８Ｕ２１２
○○ナデナデ茶褐色暗茶褐色３．０４７７０．５８４４９．２９０３４５０６Ⅵ６Ｖ２１３

茶粒○○ナデナデ茶褐色茶褐色２．８７５７２．４１７５７．０６６６３１９９Ⅵ６Ｕ２１４
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色２．４２５６６．１２９５５．９９４６８１４４Ⅵ７Ｕ２１５
○○ナデナデ灰茶褐色暗茶褐色－５３．１８７５８．９７４１３１３３６Ⅵ８Ｕ２１６
○○ナデ条痕後ナデ灰茶褐色灰茶褐色０．００００．００００．０００－Ⅵ－－２１７
○○ナデナデ暗茶褐色黄茶褐色－０．２６１４７．４４６３９．２５４１３４６３６Ⅵ９Ｗ２１８
○○ナデナデ茶褐色茶褐色２．３９０６６．００７５５．５９０６８１３７Ⅵ７Ｕ２１９
○○ナデナデ暗赤茶褐色暗赤茶褐色－－－－Ⅵ－－２２０
○○ナデナデ灰褐色灰褐色－－－－Ⅵ－－２２１
○○ナデナデ灰褐色灰褐色－０．０５３５１．７０４５０．０６９１３２８０９Ⅵ８Ｕ２２２

小礫○○ナデナデ灰茶褐色黄茶褐色－０．９２３４３．７８６３７．６０４１３６４９５Ⅵ９Ｗ２２３
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色０．１４４５３．１５５３９．３１０１３６６３７Ⅵ８Ｗ２２４

○○ナデナデ茶褐色暗茶褐色
０．２０６５４．０３８５９．４２３１３０９０１Ⅵ８Ｕ

２２５ －０．０３７５７．８７５６８．４３４１２１５８３Ⅵ８Ｔ
－０．０２７５７．９０４６８．８１６１２１５８６Ⅵ８Ｔ

○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色
－０．６５７５０．４１３５０．７４９１３７０７３Ⅵ８Ｕ

２２６

４１

－０．２７３５０．９１２５０．８３６１３６５２７Ⅵ８Ｕ
○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色２．８４５７４．６６３５８．３４０６３１５９Ⅵ６Ｕ２２７

小礫○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色－０．０２３５１．７２６４９．４００１３３４８１Ⅵ８Ｖ２２８
○○ナデナデ灰黄茶褐色灰黄茶褐色－０．１５３５２．４０４５３．９７２１３２１８４Ⅵ８Ｕ２２９
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色－－－－Ⅵ－－２３０
○○ナデナデ明黄茶褐色明黄茶褐色－－－－Ⅵ－－２３１
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－－－－Ⅵ－－２３２

○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色
－０．４５５４４．６０９３１．２２７１３６３９１Ⅵ９Ｗ

２３３
－０．７９６４４．９２９３８．１９５１３６４８７Ⅵ９Ｗ

○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色０．２２９５５．５４９５０．７６０１３３４９２Ⅵ８Ｕ２３４
○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色０．７８０７５．６７２６８．６７４６３３２６Ⅵ６Ｔ２３５
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－－－－Ⅵ－－２３６
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－０．２３４４９．１１８４５．８９３１３２８８６Ⅵ９Ｖ２３７
○○ナデナデ暗灰茶褐色灰茶褐色－－－－Ⅵ－－２３８
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－０．２９４４６．５８９３８．７９０１３４６５３Ⅵ９Ｗ２３９
○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色－５２．９４５５８．５７３１３１３２６Ⅵ８Ｕ２４０
○○ナデナデ灰黄茶褐色黄茶褐色－１．０４９４８．９７０４０．１５９１３７１５４Ⅵ９Ｖ２４１
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色０．２０６４９．８０４４９．６７３１３２５５３Ⅵ９Ｖ２４２
○○ナデナデ黄茶褐色灰黄茶褐色－５１．２０５５３．５３６１３１１７５Ⅵ８Ｕ２４３
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色－０．１４６４６．６０４２９．８１０１３４９０２Ⅵ９Ｘ２４４
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色２．５２０６７．１２７５７．８７６６８２７４Ⅵ７Ｕ２４５
○○ナデナデ灰黄茶褐色灰茶褐色０．１６９５３．０４９５０．９１０１３３４７９Ⅵ８Ｕ２４６
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色－０．１２３４４．９３２２８．４９９１３３９７８Ⅵ９Ｘ２４７
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○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色

－０．１２５４７．５２２３１．４３４１３４８８７Ⅵ９Ｗ

２４８
４２

－０．１８３４８．８１７４２．７８３１３４１６４Ⅵ９Ｖ
－０．３４４４７．８３７４２．９５８１３４５８７Ⅵ９Ｖ
－０．２５１４８．６０５４３．１５３１３４５３４Ⅵ９Ｖ
－０．２９０４８．６９８４３．１８８１３６１１０Ⅵ９Ｖ

○○ナデナデ明茶褐色明茶褐色
－１．２２０４２．８０９３９．７４８１３７２２６Ⅵ９Ｗ

２４９
－１．１４１４３．２０６３９．９２４１３７２１６Ⅵ９Ｗ

○○ナデナデ暗褐色暗褐色０．１１６５０．４２４３４．８７０１３４００６Ⅵ８Ｗ２５０

４３

○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－０．３０４４８．７２４５１．５２２１３４２０４Ⅵ９Ｕ２５１
○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色０．３０２５１．１７０４１．４７１１３４０４０Ⅵ８Ｖ２５２

○○ナデナデ灰黄茶褐色灰黄茶褐色

－０．３０９４６．１３７３４．１５６１３４７１２Ⅵ９Ｗ

２５３
－０．３１９４６．１０５３４．３０３１３４７１０Ⅵ９Ｗ
－１．０５５４４．０１５３７．５４１１３７０４５Ⅵ９Ｗ
－０．０７５５０．７９０３３．１２２１３６６６５Ⅵ８Ｗ
－０．０３９５０．８０１３３．６１７１３６６６３Ⅵ８Ｗ

○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色－１．０４９４８．９７０４０．１５９１３７１５４Ⅵ９Ｖ２５４
○○ナデナデ茶褐色茶褐色２．９１６６６．８００４７．７２７３６５６１Ⅵ７Ｖ２５５
○○ナデナデ茶褐色茶褐色－－－－Ⅵ－－２５６
○○ナデナデ黒褐色黄茶褐色０．４２２５０．６３６５５．８８０１３２７５６Ⅵ８Ｕ２５７
○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色０．４１９４９．３１５２３．７１４１３３６５１Ⅵ９Ｘ２５８
○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色－－－－Ⅵ－－２５９
○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色－０．７８７４４．５９２３９．８２２１３６７２０Ⅵ９Ｗ２６０
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色－０．７３８４４．７７０２９．３７１１３７２３１Ⅵ９Ｘ２６１
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色０．３１５５１．３７６４１．７６５１３４０３７Ⅵ８Ｖ２６２

○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色
０．３７９５１．４３５４０．８７０１３２８６８Ⅵ８Ｖ

２６３
０．３０９５０．８４８４１．３７２１３３６００Ⅵ８Ｖ

○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－０．２４５４８．９０４４５．０７６１３３６３０Ⅵ９Ｖ２６４
○○ーナデ暗褐色灰茶褐色－０．２４８４７．３５０３９．９２７１３４１２４Ⅵ９Ｗ２６５
○○ナデナデ茶褐色暗茶褐色０．２６３５６．９４０６５．２８４１２１３６６Ⅵ８Ｔ２６６

○○ナデナデ紅色紅色
－０．３５７４８．３４７４３．８０７１３６１２９Ⅵ９Ｖ

２６７

４４

－０．３２１４８．５８０４４．０９４１３６５４７Ⅵ９Ｖ
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－－－－Ⅵ－－２６８

○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色
－５４．４７５５５．３５１１３１２１１Ⅵ８Ｕ

２６９
－５４．３５０５５．３６７１３１２０９Ⅵ８Ｕ

○○ナデナデ茶褐色茶褐色０．０５５４７．５７２３４．０９９１３３９８１Ⅵ９Ｗ２７０

○○ナデナデ暗褐色暗褐色
０．０７６４８．４３５３３．５２２１３３６８８Ⅵ９Ｗ

２７１ －０．０２３４７．３１５３４．２０２１３４６９１Ⅵ９Ｗ
０．１４３４８．３９２３４．５４４１３３６９１Ⅵ９Ｗ

○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色
－０．２９１４３．９６８２８．００９１３４０９１Ⅵ９Ｘ

２７２
０．０３０５０．０９９３３．０３０１３４７７８Ⅵ８Ｗ

○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色
０．３６１５７．４８６６２．５９０１２１３４１Ⅵ８Ｔ

２７３
０．３１３５７．１３７６２．５９４１２１３４２Ⅵ８Ｔ

○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－１．３６９４２．３０５４０．３３６１３７２７５Ⅵ９Ｖ２７４
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色２．３６５６７．４８３５８．１７０６８３０１Ⅵ７Ｕ２７５
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色０．１４９４９．４７９４０．３０３１３４４８４Ⅵ９Ｖ２７６

○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色
０．０８４５０．７１８４２．９７１１３４０３５Ⅵ８Ｖ

２７７
０．０７６５０．６７４４３．０４２１３４０３４Ⅵ８Ｖ

○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－０．１１０４９．０５０４２．３４６１３３６１０Ⅵ９Ｖ２７８
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－－－－Ⅵ－－２７９
○○ナデナデ暗褐色暗褐色－－－－Ⅵ－－２８０

○○ナデナデ暗褐色暗褐色
－０．３５３４５．０８５３３．８７３１３３９７１Ⅵ９Ｗ

２８１
－１．００９４８．６４２３９．９６１１３７１５５Ⅵ９Ｗ

○○ナデナデ暗褐色暗褐色０．２４６５２．０２１３９．７５６１３６６３１Ⅵ８Ｗ２８２
茶粒○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－－－－Ⅵ－－２８３

○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－０．２３１５１．６６０５０．８２５１３６５２５Ⅵ８Ｕ２８４
○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色－０．３４５５５．２７７７６．１４０１３０７５４Ⅵ８Ｓ２８５

４５

小礫○○ナデナデ赤茶褐色暗茶褐色－１．０６３４８．５５６４０．１８２１３７１７７Ⅵ９Ｖ２８６

○○ナデナデ灰黄茶褐色灰黄茶褐色
－０．８７４４４．３７５３７．５１９１３６４９２Ⅵ９Ｗ

２８７ －０．８４２４４．６４２３７．５６４１３６７３７Ⅵ９Ｗ
－０．８７０４４．４３９３７．６２６１３６４９１Ⅵ９Ｗ

○○ナデナデ明灰茶褐色灰黄茶褐色－０．２４４４４．４２９２８．５１８１３４９６３Ⅵ９Ｘ２８８
○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色－０．０２３４７．３１５３４．２０２１３４６９１Ⅵ９Ｗ２８９
○○ナデナデ灰褐色灰茶褐色－０．４４６４５．６４７３４．７１５１３４７１１Ⅵ９Ｗ２９０
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－１．１０７４９．２１０４０．５０６１３７１５９Ⅵ９Ｖ２９１
○○ナデナデ暗茶褐色赤茶褐色－０．０３０５７．７８８６８．７０６１２１５８５Ⅵ８Ｔ２９２
○○ナデナデ暗褐色灰茶褐色－０．０４１５８．０９８６８．２７８１２１５８１Ⅵ８Ｔ２９３

○○ナデナデ茶褐色暗茶褐色
－０．７６０４４．６４５３６．０２０１３６４３０Ⅵ９Ｗ

２９４
－０．２２２５０．０４８５０．８２９１３６４４２Ⅵ８Ｕ

○○ナデナデ灰黄茶褐色灰黄茶褐色－－－－Ⅵ－－２９５
○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色－－－－Ⅵ－－２９６
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色－１．１９９４２．３６７３６．５８５１３７２８８Ⅵ９Ｗ２９７
○○ナデナデ暗黄茶褐色暗黄茶褐色－０．３３９４５．９３８３１．４５８１３４８８９Ⅵ９Ｗ２９８
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色０．２４１５５．６２４５３．１５０１３３４３１Ⅵ８Ｕ２９９
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色３．１２５６９．４８６４７．７３２３４４４３Ⅵ７Ｖ３００

４６

○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色０．２２１５６．１１１５１．４３４１３３８９４Ⅵ８Ｕ３０１
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－－－－Ⅵ－－３０２

輝石○○ナデナデ灰茶褐色暗灰茶褐色－－－－Ⅵ－－３０３

○○ナデナデ灰茶褐色暗灰茶褐色
０．２００５０．７６５３６．５７６１３２９７１Ⅵ８Ｗ

３０４
０．１８５５１．３１６３７．６６３１３４０００Ⅵ８Ｗ

○○ナデナデ茶褐色茶褐色０．０８３４８．９２６３９．６４０１３３９９２Ⅵ９Ｗ３０５
○○○ナデナデ茶褐色茶褐色０．０６７５２．４４０３８．１１７１３６７７６Ⅵ８Ｗ３０６
○○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色－－－－Ⅵ－－３０７

○○ナデナデ灰黄茶褐色灰黄茶褐色－５０．６１５５５．５４０１３１４２５Ⅵ８Ｕ３０８
茶粒○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色－１．０２１４２．８４９３７．１６９１３７０７９Ⅵ９Ｗ３０９
茶粒○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色－０．１５７４８．２１４４１．３０３１３６０９７Ⅵ９Ｖ３１０

○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色－－－－Ⅵ－－３１１
○○ナデナデ灰黄茶褐色灰黄茶褐色－０．４４５４５．３４１３０．８７１１３６３８７Ⅵ９Ｗ３１２
○○ナデナデ暗褐色暗褐色０．０１９４９．４４０３９．６０３１３６５８０Ⅵ９Ｗ３１３

茶粒○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色－５３．４２５６１．１６０１３１１１６Ⅵ８Ｔ３１４
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○○ナデナデ灰黄茶褐色灰黄茶褐色－－－－Ⅵ－－３１５

４６

○○ナデナデ茶褐色茶褐色－１．２０５４３．０５４４０．１４１１３７２４４Ⅵ９Ｖ３１６
○○ナデナデ暗灰茶褐色暗灰茶褐色－５３．５８０５４．７４３１３１１９９Ⅵ８Ｕ３１７
○○ナデナデ明灰黄褐色明灰黄褐色－－－－Ⅵ－－３１８
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色－０．２３９４７．７０８４１．１２２１３４５１０Ⅵ９Ｖ３１９
○○ナデナデ茶褐色茶褐色－－－－Ⅵ－－３２０
○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色－－－－Ⅵ－－３２１
○○ナデナデ暗茶褐色赤茶褐色－５０．１２２５５．０３２１３１４３５Ⅵ８Ｕ３２２

○○ナデナデ灰黄茶褐色灰黄茶褐色
－０．３４９４５．２６６３３．７７７１３３９７０Ⅵ９Ｗ

３２３
－０．３９７４５．１４６３３．９７４１３４１０３Ⅵ９Ｗ

○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色０．２９３５２．４２０３９．４５０１３３６３４Ⅵ８Ｗ３２４
○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色０．１４９５０．８２０３８．８１７１３６６１３Ⅵ８Ｗ３２５
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－－－－Ⅵ－－３２６
○○ナデナデ茶褐色茶褐色０．７７０７６．７４８７０．５２１６３３４６Ⅵ６Ｔ３２７
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色０．２３６５８．６３５６６．２４３１２１３７９Ⅵ８Ｔ３２８
○○ナデナデ暗赤茶褐色暗赤茶褐色０．０２７５２．４８９４７．８３１１３３５００Ⅵ８Ｖ３２９
○○ナデナデ灰黄茶褐色灰黄茶褐色０．３４１５０．７８１５７．１７４１３２７６３Ⅵ８Ｕ３３０
○○ナデナデ茶褐色茶褐色－０．２６５４８．８０４４３．７０６１３４１７６Ⅵ９Ｖ３３１
○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色－０．０３３５１．７８３４８．７３０１３２８１６Ⅵ８Ｖ３３２
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色３．０１０７１．１９１５４．８４１６７８６７Ⅵ６Ｕ３３３
○○ナデナデ明灰茶褐色明灰茶褐色－－－－Ⅵ－－３３４
○○ナデナデ黄茶褐色茶褐色－５４．２１５６０．０３９１３１３５２Ⅵ８Ｔ３３５
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色０．１９６４９．３３５３８．２２５１３２９７７Ⅵ９Ｗ３３６
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－０．３８４４７．７０４４１．７１７１３４８４３Ⅵ９Ｖ３３７
○○ーナデ灰茶褐色灰茶褐色０．２８７５０．３９２３８．６９６１３２９４８Ⅵ８Ｗ３３８

４７

○○ナデナデ暗黄褐色暗褐色－－－－Ⅵ－－３３９
○○ナデナデ暗茶褐色茶褐色０．８１０７５．２４９７２．１３１６３３７４Ⅵ６Ｓ３４０
○○ナデナデ明灰茶褐色明灰茶褐色－０．３４９４８．４０２４３．５２６１３６６９５Ⅵ９Ｖ３４１

○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色
０．３０９５４．０２６４９．９４７１３２５４３Ⅵ８Ｖ

３４２
０．２１０５４．０５０５０．１４０１３２８０１Ⅵ８Ｕ

砂粒○○ナデナデ暗茶褐色赤茶褐色－０．３２４４７．８１４４４．０８７１３４５８１Ⅵ９Ｖ３４３
○○ナデナデ暗茶褐色灰茶褐色－０．９５６４４．０２３４０．３１１１３６７１４Ⅵ９Ｖ３４４
○○ナデナデ茶褐色茶褐色０．１４６５３．５６５５２．６５３１３２０９２Ⅵ８Ｕ３４５
○○ナデナデ明灰褐色明灰褐色－０．５５０４３．２５７２８．４００１３６３７５Ⅵ９Ｘ３４６
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色－１．０９５４３．６６６３９．７４２１３６９９８Ⅵ９Ｗ３４７

○○ナデナデ灰黄茶褐色灰黄茶褐色
０．１２５５７．１３０５３．５８７１３７２３７Ⅵ８Ｕ

３４８
０．３１８５５．６６０５５．５５５１３３４１５Ⅵ８Ｕ

○○ナデナデ明茶褐色暗茶褐色
０．１６０５１．２０６４３．２６８１３４０２６Ⅵ８Ｖ

３４９
０．１８８５１．１７９４３．３８８１３３５９５Ⅵ８Ｖ

○○条痕後ナデナデ明茶褐色明茶褐色
－０．８８９４４．３４８３０．３２５１３７１３３Ⅵ９Ｗ

３５０
－０．８４９４４．１１２３０．３７８１３７０５１Ⅵ９Ｗ

○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色０．００００．００００．０００１３６２９８Ⅵ－－３５１
○○ーナデ茶褐色茶褐色－０．１８６４９．４７３４３．２３６１３６１１８Ⅵ９Ｖ３５２

○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色
－０．２０９４８．０４１３０．３２４１３６６７０Ⅵ９Ｗ

３５３ －０．１１０４９．０５０４２．３４６１３３６１０Ⅵ９Ｖ
－０．２５９４８．３６０４２．７３８１３４５３０Ⅵ９Ｖ

○○ナデナデ茶褐色茶褐色０．１３２５２．８０９５６．５１９１３０９３３Ⅵ８Ｕ３５４
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－０．２８９４８．３３７４３．４０７１３４５３８Ⅵ９Ｖ３５５
○○ナデナデ茶褐色暗灰茶褐色－０．０５８５１．４６２４９．２９５１３４０５８Ⅵ８Ｖ３５６
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－－－－Ⅵ－－３５７
○○ナデナデ茶褐色茶褐色－５３．８２４５２．９４２１３１４３９Ⅵ８Ｕ３５８

○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色
－１．２２５４３．３４９３７．３２８１３７０９９Ⅵ９Ｗ

３５９

４８

－１．２５５４３．１６２３７．６０３１３７０９５Ⅵ９Ｗ
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色２．７８０６７．２５７５５．８１２６７９００Ⅵ７Ｕ３６０
○○ナデナデ暗灰茶褐色暗灰茶褐色－１．２４４４２．３７１３７．８７９１３７２９５Ⅵ９Ｗ３６１
○○ナデナデ黄茶褐色灰茶褐色－１．２９０４２．３７５３８．００２１３７２９２Ⅵ９Ｗ３６２
○○ナデナデ黄茶褐色灰茶褐色－０．２７０５０．５３４４９．６５８１３６８５０Ⅵ８Ｖ３６３
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色２．９５８６６．７５０４２．７７７３６６９６Ⅵ７Ｖ３６４
○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色－１．０２８４７．８５１３９．２２５１３７１５２Ⅵ９Ｗ３６５
○○ナデナデ茶褐色茶褐色－０．０６０４６．９４８２８．４３０１３６３３８Ⅵ９Ｘ３６６
○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色－０．５１５４５．３４８３０．９２０１３６３８８Ⅵ９Ｗ３６７

小礫○○ナデナデ灰褐色暗褐色－１．１０７４９．２１０４０．５０６１３７１５９Ⅵ９Ｖ３６８
○○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－０．５９８４６．４２１３１．８９２１３６９０７Ⅵ９Ｗ３６９

○○ナデナデ茶褐色茶褐色０．３２９５１．４７４４１．２８７１３４０３９Ⅵ８Ｖ３７０
○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色－０．２３６４９．８９５４６．４０２１３４１９１Ⅵ９Ｖ３７１

○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色
０．２３４５３．３５３４１．２０５１３４４８０Ⅵ８Ｖ

３７２
２．５９５６７．７３３５７．９６７６８１９４Ⅵ７Ｕ

○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色０．１８９５０．５３７５４．９１３１３１０２０Ⅵ８Ｕ３７３
○○ナデナデ黄茶褐色暗茶褐色０．０１９５２．０１２４８．７１３１３３４８３Ⅵ８Ｖ３７４
○○ナデナデ茶褐色茶褐色－０．１６２４６．４９８２９．２８０１３４９０５Ⅵ９Ｘ３７５
○○ナデナデ黄茶褐色茶褐色－１．１３２４２．７５８３８．４３３１３７２０７Ⅵ９Ｗ３７６
○○ナデナデ茶褐色暗茶褐色３．１４８６８．９６４４８．８９６３４４３６Ⅵ７Ｖ３７７
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色０．１０３５１．５９９５４．６７３１３２７３０Ⅵ８Ｕ３７８
○○ナデナデ茶褐色茶褐色－０．３４８４６．３７７３４．８０３１３４８７５Ⅵ９Ｗ３７９
○○ナデナデ茶褐色茶褐色－０．２１１５０．０５０４５．８９３１３４８５８Ⅵ８Ｖ３８０

４９
○○ナデナデ茶褐色茶褐色－０．０８３４８．６８２３０．７５６１３４８８３Ⅵ９Ｗ３８１
○○ナデナデ灰茶褐色黄茶褐色－０．７７０４４．１８２３５．８８９１３６４３１Ⅵ９Ｗ３８２

○○○ナデナデ灰黄茶褐色灰黄茶褐色－０．２７９４８．６３１４３．０５５１３４８３９Ⅵ９Ｖ３８３
○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色－０．１１０４９．８７２４３．３８６１３３６１５Ⅵ９Ｖ３８４

○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色
－０．８８２４４．６３３４０．９６７１３６８６３Ⅵ９Ｖ

３８５

５０

－０．８５２４４．６７７４１．０１２１３６４６８Ⅵ９Ｖ

○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色
－０．９９２４４．０７３４０．４５７１３６７１３Ⅵ９Ｖ

３８６
－０．９６５４４．３１１４０．５１１１３６７１０Ⅵ９Ｖ

○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色
１．３１５４６．３８５３４．９２８１３２０２２Ⅵ９Ｗ

３８７
－０．０１１５２．４８６４７．７７５１３４０６３Ⅵ８Ｖ

○○ナデナデ灰黄茶褐色灰黄茶褐色２．９５０７０．７５８５５．０８３６７８５９Ⅵ６Ｕ３８８
小礫○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色２．９１０７２．１０６５７．２９０６３２０６Ⅵ６Ｕ３８９

○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－０．２９８４８．２４２４３．７３０１３４５８６Ⅵ９Ｖ３９０
○○ナデナデ茶褐色茶褐色－－－－Ⅵ－－３９１
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○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－０．２８０４９．０３４４３．２６１１３６１１５Ⅵ９Ｖ３９２

５０

○○ナデナデ黒褐色黒褐色－－－－Ⅵ－－３９３
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－０．２４４４８．８１９４２．９００１３４８３８Ⅵ９Ｖ３９４
○○条痕ナデ黒褐色黒褐色２．７９０７０．８７９５０．７９５３６６２３Ⅵ６Ｕ３９５
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色０．３１７５０．１０１５７．７９５１３２７６６Ⅵ８Ｕ３９６
○○ナデナデ黄茶褐色赤茶褐色０．５４０７３．７７１６５．４１８６３３８３Ⅵ６Ｔ３９７

○○ナデナデ暗褐色暗褐色
－１．１０６４８．６７７３９．８０４１３７１６９Ⅵ９Ｗ

３９８
－１．２４６５０．０６９４１．６９６１３７１８２Ⅵ８Ｖ

○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色３．０７２６７．２７０４６．２２９３４４５４Ⅵ７Ｖ３９９
○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色－－－－Ⅵ－－４００

○○ナデナデ灰茶褐色茶褐色
－０．１６１４９．８４７４４．５５４１３３６２４Ⅵ９Ｖ

４０１
－０．０３５５２．３９８５４．８０７１３２７４２Ⅵ８Ｕ

○○ナデナデ茶褐色茶褐色
２．９０５７１．０４９５７．００６６３２１９Ⅵ６Ｕ

４０２
０．８３５７５．２３４７２．４４０６３３７６Ⅵ６Ｓ

○○ナデナデ茶褐色茶褐色－１．０２１４２．８４９３７．１６９１３７０７９Ⅵ９Ｗ４０３
○○ナデナデ灰黄茶褐色灰茶褐色－－－－Ⅵ－－４０４
○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色３．１００６９．６７３５５．０２３６７８４７Ⅵ７Ｕ４０５
○○ナデナデ暗茶褐色灰茶褐色－０．１５３５４．５８４５７．８３８１３３５２５Ⅵ８Ｕ４０６
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色０．１２０５７．９９５６７．６９９１２１３９６Ⅵ８Ｔ４０７
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－０．１９０４８．４４８４１．９４９１３４５２７Ⅵ９Ｖ４０８

茶粒○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色０．３７８５５．１７３５７．９７７１３３３９３Ⅵ８Ｕ４０９
○○ナデナデ灰褐色灰褐色－０．２７７４８．５６３４３．１１９１３６１０８Ⅵ９Ｖ４１０
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－０．０４４５１．３３０３６．４８５１３６７７２Ⅵ８Ｗ４１１
○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色－－－－Ⅵ－－４１２

茶粒○○ナデナデ暗茶褐色茶褐色－－－－Ⅵ－－４１３

５１

茶粒○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－０．４１３４５．９４９４１．６５３１３４１４６Ⅵ９Ｖ４１４
○○ナデナデ茶褐色茶褐色－０．２８８６０．３８６８４．３０３１１８５４８Ⅵ７Ｒ４１５
○○ナデナデ茶褐色茶褐色０．０３１５７．３０８６８．１７５１２１３８８Ⅵ８Ｔ４１６
○○ナデナデ茶褐色茶褐色－－－－Ⅵ－－４１７
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－－－－Ⅵ－－４１８
○○ナデナデ灰茶褐色赤茶褐色－０．２８７４８．２７２２４．６１５１３６８１７Ⅵ９Ｘ４１９
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－０．３５８４８．０５５４２．６５７１３６５６４Ⅵ９Ｖ４２０
○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色０．００００．００００．０００－Ⅵ－－４２１
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色－０．４０６４７．９０３４２．７２０１３６５６２Ⅵ９Ｖ４２２
○○ナデナデ茶褐色茶褐色－－－－Ⅵ－－４２３
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色０．１２５５４．３５９５３．３１６１３３４６８Ⅵ８Ｕ４２４
○○ナデナデ茶褐色茶褐色０．３１５５６．９６９５５．９３９１３３５２２Ⅵ８Ｕ４２５
○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色２．７１０７４．７２７５４．８４４６８１０１Ⅵ６Ｕ４２６
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－－－－Ⅵ－－４２７
○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色０．８８０７４．６１５７１．７６６６３３７０Ⅵ６Ｓ４２８
○○ナデナデ灰茶褐色赤茶褐色－－－－Ⅵ－－４２９
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－０．９７８４３．７０４３７．４７５１３６９５８Ⅵ９Ｗ４３０

○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色
０．２５０５１．８２０３８．５５９１３３６３６Ⅵ８Ｗ

４３１ ０．２４９５２．０７７３８．６２３１３２９７３Ⅵ８Ｗ
０．２７７５１．７７５３８．９２６１３３６３５Ⅵ８Ｗ

○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－０．７６９４５．４２２３２．３３８１３６９４０Ⅵ９Ｗ４３２
○○ナデナデ灰茶褐色暗灰茶褐色－０．０８８５１．２０８４９．３４５１３４８５３Ⅵ８Ｖ４３３
○○ナデナデ茶褐色茶褐色－４２．５０６３９．４２６１３７１９４Ⅵ９Ｗ４３４
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色－０．８４２４４．３１２３７．７３４１３６７３９Ⅵ９Ｗ４３５

砂粒○○ナデナデ灰茶褐色黄茶褐色－０．９２３４３．７８６３７．６０４１３６４９５Ⅵ９Ｗ４３６
○○ナデナデ茶褐色茶褐色－０．０５８５０．７６２５２．２７２１３２４８５Ⅵ８Ｕ４３７
○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色－－－－Ⅵ－－４３８
○○ナデナデ黒褐色黒褐色－０．２９５４７．９２２４４．４４６１３４５７６Ⅵ９Ｖ４３９
○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色－－－－Ⅵ－－４４０
○○ナデナデ灰黄茶褐色灰黄茶褐色０．００７５０．０３６３２．７１５１３４７７７Ⅵ８Ｗ４４１
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色－０．１８３４６．７１４３１．４７６１３４７６９Ⅵ９Ｗ４４２
○○ナデナデ黒褐色黒褐色－－－－Ⅵ－－４４３
○○ナデナデ茶褐色茶褐色－０．２１７４９．２５７４４．９４２１３４１７７Ⅵ９Ｖ４４４
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－０．２８４４９．８７２４６．５４９１３６１３７Ⅵ９Ｖ４４５

５２

○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色０．３３４５７．９６１６５．１５２１２１３６５Ⅵ８Ｔ４４６
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－０．３３５４８．７７８４３．２５８１３６５５１Ⅵ９Ｖ４４７

茶粒○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色
２．８２５７３．２８９５７．５６７６３１７８Ⅵ６Ｕ

４４８ ２．８４０７３．１３４５７．５６９６３１７６Ⅵ６Ｕ
２．７９５７２．９６５５７．６２２６３１８３Ⅵ６Ｕ

○○ナデナデ暗茶褐色茶褐色
－０．１２９５１．３６８４９．８４９１３４４２０Ⅵ８Ｖ

４４９
－０．１２８５１．３５６５０．０５１１３４４１９Ⅵ８Ｕ

○○ナデナデ灰黄茶褐色灰黄茶褐色－０．１９４４７．１４９２５．３４２１３４９３７Ⅵ９Ｘ４５０
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－１．０５８４８．５８８３９．９３９１３７１６６Ⅵ９Ｗ４５１
○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色－５１．３２４５４．４５９１３１４１０Ⅵ８Ｕ４５２
○○ナデナデ灰黄茶褐色灰黄茶褐色－０．３５８４６．２１０４１．１４４１３４４９７Ⅵ９Ｖ４５３
○○ナデナデ茶褐色暗茶褐色－０．４９５４５．５３９３０．５２４１３６３８６Ⅵ９Ｗ４５４
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色－－－－Ⅵ－－４５５
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－０．２７５４８．０９９４５．９２６１３２８８２Ⅵ９Ｖ４５６
○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色－０．４１６４６．０３８４４．１３５１３３９４９Ⅵ９Ｖ４５７
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－－－－Ⅵ－－４５８
○○ナデナデ灰茶褐色赤茶褐色－－－－Ⅵ－－４５９

砂粒
小礫

○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色－５０．３７４５５．５０６１３１１６３Ⅵ８Ｕ４６０

○○ナデナデ赤茶褐色暗茶褐色－０．２７６４７．７６１４０．８９８１３４５０８Ⅵ９Ｖ４６１

○○ナデナデ暗褐色暗褐色

－０．１８６４９．４７３４３．２３６１３６１１８Ⅵ９Ｖ

４６２
－０．２６０４９．４１６４３．４２３１３６５５４Ⅵ９Ｖ
－０．３５２４８．５４７４３．４２９１３６１１２Ⅵ９Ｖ
－０．２９８４８．２４２４３．７３０１３４５８６Ⅵ９Ｖ
－０．２６９４９．３６０４３．８０６１３６５５３Ⅵ９Ｖ

○○ナデナデ茶褐色暗茶褐色２．５２５６６．４０２５５．３５８６８１３１Ⅵ７Ｕ４６３
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－１．３８３４２．４２４３９．８１８１３７２７１Ⅵ９Ｗ４６４

５３
○○ナデナデ茶褐色茶褐色－０．８６６４３．９５４３６．５７４１３６７６３Ⅵ９Ｗ４６５
○○ナデナデ茶褐色茶褐色－０．４０２５０．２５８４９．９８３１３６９８８Ⅵ８Ｖ４６６

砂粒
小礫

○○ナデナデ暗褐色暗褐色０．２６３５６．５２７５３．５２３１３３７０７Ⅵ８Ｕ４６７
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○○ナデナデ灰褐色灰茶褐色－１．０２１４２．８４９３７．１６９１３７０７９Ⅵ９Ｗ４６８

５３

○○ナデナデ茶褐色灰茶褐色－－－－Ⅵ－－４６９
○○ナデナデ灰茶褐色茶褐色－０．５２５４５．３１４３６．０３１１３６４２８Ⅵ９Ｗ４７０
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－５１．０１３５５．２０１１３１１６０Ⅵ８Ｕ４７１
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－－－－Ⅵ－－４７２
○○ナデナデ茶褐色茶褐色－－－－Ⅵ－－４７３
○○ナデナデ茶褐色暗茶褐色２．５５０６６．９６１５６．８６７６８２９０Ⅵ７Ｕ４７４
○○ナデナデ黒褐色黒褐色－０．３５０４５．５６５３２．４５７１３４７４０Ⅵ９Ｗ４７５
○○ナデナデ茶褐色茶褐色０．３４７５５．４４４５５．２４４１３３４１７Ⅵ８Ｕ４７６
○○ナデナデ茶褐色茶褐色－０．０８０５０．０３７４３．１５５１３３５９２Ⅵ８Ｖ４７７
○○ナデナデ黒褐色茶褐色－－－－Ⅵ－－４７８
○○ナデナデ茶褐色茶褐色０．２２３５４．８４８４６．６１３１３３５６１Ⅵ８Ｖ４７９
○○ナデナデ灰茶褐色茶褐色０．２８６５４．８０９５３．６５９１３３４４４Ⅵ８Ｕ４８０
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－－－－Ⅵ－－４８１
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色－５１．１１８５４．４６６１３１４１３Ⅵ８Ｕ４８２
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－０．１１７５１．４６７５３．３８４１３２１６９Ⅵ８Ｕ４８３
○○ナデナデ茶褐色暗茶褐色－０．７９６４４．９２９３８．１９５１３６４８７Ⅵ９Ｗ４８４
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－－－－Ⅵ－－４８５

５４

○○ナデナデ茶褐色暗茶褐色－－－－Ⅵ－－４８６
○○ナデナデ黄茶褐色灰茶褐色０．２４７５２．４７５４１．５５７１３４４８１Ⅵ８Ｖ４８７

小礫○○ナデナデ茶褐色灰茶褐色－０．２６６４８．２８７４２．３２１１３４８４１Ⅵ９Ｖ４８８
○○ナデナデ黒褐色茶褐色－０．０３２５７．９９５６８．６０８１２１５８４Ⅵ８Ｔ４８９
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色２．８４０７３．３７２５５．５７４６８０００Ⅵ６Ｕ４９０

茶粒○○ナデナデ黄茶褐色灰黄茶褐色－０．１６０５５．０６３６７．９４１１３０７２９Ⅵ８Ｔ４９１
○○ナデナデ灰黄茶褐色灰黄茶褐色－０．０１６５９．４２４６９．００８１２１６１２Ⅵ８Ｔ４９２
○○ナデナデ暗茶褐色茶褐色０．０６９４８．８０９３８．７７１１３２９８７Ⅵ９Ｗ４９３
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色０．２６４５８．６３７５９．７１４１２１２７３Ⅵ８Ｕ４９４
○○ナデナデ灰黄茶褐色灰黄茶褐色０．１０３５２．０２９４３．９２４１３４０１９Ⅵ８Ｖ４９５
○○ナデナデ明茶褐色暗茶褐色０．４０４５０．３４１５７．５３７１３２７６５Ⅵ８Ｕ４９６
○○ナデナデ暗茶褐色茶褐色－０．２９４４８．１９８３７．０９２１３６５９３Ⅵ９Ｗ４９７
○○ナデナデ茶褐色茶褐色－０．３３８４７．９５２３１．９１８１３６６８１Ⅵ９Ｗ４９８
○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色－０．３２５４８．０２９４２．６２８１３６５６３Ⅵ９Ｖ４９９
○○ナデナデ灰茶褐色赤茶褐色－０．０８０４７．６７８３８．８０９１３３６６３Ⅵ９Ｗ５００
○○ナデナデ茶褐色赤茶褐色－１．０５３４３．６３８４０．４３６１３６４７４Ⅵ９Ｖ５０１
○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色－０．４２５４５．８４３４２．８６４１３３９５５Ⅵ９Ｖ５０２
○○－ナデ黒褐色茶褐色２．６６０６６．９２８５６．３６８６８１５５Ⅵ７Ｕ５０３
○○ナデナデ灰茶褐色茶褐色－０．３８３４７．４６４４３．５８７１３４１５４Ⅵ９Ｖ５０４
○○ナデナデ黒褐色茶褐色－０．０４９５８．６６８６９．２５３１２１６０４Ⅵ８Ｔ５０５
○○ナデナデ灰褐色灰褐色－０．８５７４４．７１９３７．４８５１３６９８１Ⅵ９Ｗ５０６
○○ナデナデ灰褐色暗灰茶褐色－－－－Ⅵ－－５０７
○○ナデナデ灰褐色灰褐色－１．２６９４２．５８０３９．５６３１３７２５１Ⅵ９Ｗ５０８

小礫○○ナデナデ茶褐色灰茶褐色－２．３７５４１．２７０３１．９３７１３４１８２Ⅵ１０Ｗ５０９

○○ナデナデ暗茶褐色茶褐色
０．８４５６８．４３７６８．９７７６３２６３Ⅵ７Ｔ

５１０
０．８７０６８．４４９６９．１０２６３２６４Ⅵ７Ｔ

○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－－－－Ⅵ－－５１１
○○条痕後ナデ条痕暗茶褐色暗茶褐色３．２２０７６．９０８６０．０６６４７３２３Ⅵ６Ｔ５１２
○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色０．２９１４９．８８２３９．７２２１３３６５６Ⅵ９Ｗ５１３
○○ナデナデ黒褐色茶褐色－０．２１２４６．２００２９．９６０１３４８９５Ⅵ９Ｘ５１４

５５

○○ナデナデ黒褐色茶褐色－０．１８９４７．２９８２５．５４０１３４９３６Ⅵ９Ｘ５１５
○○ナデナデ茶褐色茶褐色０．０８３５２．１０９４４．１００１３４０２０Ⅵ８Ｖ５１６
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－１．１６５４８．７５９４０．２２３１３７１７９Ⅵ９Ｖ５１７

小礫○○ナデナデ茶褐色茶褐色－－－－Ⅵ－－５１８
○○ナデナデ灰茶褐色黄茶褐色－０．００４５０．１３９３７．３４８１３６５９４Ⅵ８Ｗ５１９
○○ナデナデ灰茶褐色黄茶褐色－０．４０７４４．６６４３３．３６４１３３９７４Ⅵ９Ｗ５２０
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－－－－Ⅵ－－５２１
○○ナデナデ灰黄茶褐色灰茶褐色－－－－Ⅵ－－５２２
○○ナデナデ暗褐色灰褐色－０．８７０４４．２３０３７．９２２１３６７４０Ⅵ９Ｗ５２３
○○ナデナデ暗褐色茶褐色－５１．４３７５３．５４６１３１４０２Ⅵ８Ｕ５２４

砂粒○○ナデナデ暗褐色黄茶褐色０．２９２５４．６５４５０．６２７１３２５１１Ⅵ８Ｕ５２５
茶粒○○ナデナデ灰茶褐色明黄茶褐色２．８２５７３．０６９５７．５９０６３１７７Ⅵ６Ｕ５２６

○○ナデナデ茶褐色茶褐色－－－－Ⅵ－－５２７
○○ナデナデ暗茶褐色茶褐色０．２９０５４．７６２５０．６９３１３２５１３Ⅵ８Ｕ５２８
○○ナデナデ暗褐色暗褐色－０．１３２４７．１４８３１．９０７１３４７６６Ⅵ９Ｗ５２９
○○ナデナデ暗褐色暗褐色－０．２９２４３．８４６２７．７８４１３３９７９Ⅵ９Ｘ５３０
○○ナデナデ茶褐色茶褐色－－－－Ⅵ－－５３１
○○ナデナデ茶褐色茶褐色－０．１０９５０．２２３４３．９０７１３３５９１Ⅵ８Ｖ５３２

○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色

－０．４１４４４．３２４３１．０４６１３４８９１Ⅵ９Ｗ

５３３
－０．１４３４７．０８８３８．０７３１３４６５０Ⅵ９Ｗ
－０．１９４４７．３２３３８．２０２１３６５８７Ⅵ９Ｗ
－１．１６８４２．９７０３９．３９４１３７１４４Ⅵ９Ｗ

○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－０．９５３４３．５８２３８．４０８１３６７５３Ⅵ９Ｗ５３４
○○ナデナデ灰黄茶褐色灰黄茶褐色０．１９８５５．４３１５２．７４１１３３５１８Ⅵ８Ｕ５３５
○○ナデナデ灰褐色灰黄茶褐色－０．８９６４３．６９５３７．３０７１３６７８５Ⅵ９Ｗ５３６
○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色－０．２３９４６．５２０３４．５６２１３４７１６Ⅵ９Ｗ５３７
○○ナデナデ灰褐色黄茶褐色－０．３４０４５．７９０３０．５８０１３４７５３Ⅵ９Ｗ５３８
○○ナデナデ茶褐色暗茶褐色－－－－Ⅵ－－５３９
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色－－－－Ⅵ－－５４０
○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色－１．１９６４２．７２１３８．９８９１３７１４３Ⅵ９Ｗ５４１
○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色－－－－Ⅵ－－５４２
○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色－０．１９８４８．１２１４１．５６１１３６０９８Ⅵ９Ｖ５４３

５６

○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色－１．２３７４９．６８３４１．３４１１３７１８１Ⅵ９Ｖ５４４
○○ナデナデ茶褐色暗黄茶褐色０．６０５７２．２０５６４．２５２６０９８８Ⅵ６Ｔ５４５
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色－０．３３９４５．９３８３１．４５８１３４８８９Ⅵ９Ｗ５４６
○○ナデナデ茶褐色茶褐色－－－－Ⅵ－－５４７
○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色－０．８００４５．６３８３２．１４５１３７０６７Ⅵ９Ｗ５４８
○○ナデナデ暗茶褐色茶褐色－１．１７７４３．１２１３６．１０４１３７１０３Ⅵ９Ｗ５４９
○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色－０．８１４４４．８４５３８．００６１３６７４１Ⅵ９Ｗ５５０

○○ナデナデ暗黄褐色暗褐色
－０．２８１４９．５４６４９．９７０１３６４４７Ⅵ９Ｖ

５５１
－０．２８７４９．５２２５０．０２４１３６４４６Ⅵ９Ｕ



－２１５－
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胎土調整色調

ＺＹＸ
取上
番号
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番号

挿図 そ
の
他

滑　

石

雲　

母

角
閃
石

長　

石

石　

英
内面外面内面外面

○○ナデナデ灰褐色灰黄茶褐色－１．１８５４９．３５２４０．６６３１３７１８０Ⅵ９Ｖ５５２

５６

○○ナデナデ黄褐色黄茶褐色０．２１０５４．６１５５０．３５７１３３５３３Ⅵ８Ｕ５５３

○○ナデナデ茶褐色茶褐色
－０．６８２５０．５７６５０．７４５１３７０７２Ⅵ８Ｕ

５５４
－０．６５５５０．８０８５１．０４１１３７０２９Ⅵ８Ｕ

○○ナデナデ灰茶褐色暗褐色－０．４９５４５．５３９３０．５２４１３６３８６Ⅵ９Ｗ５５５
○○ナデナデ暗褐色暗褐色－０．０４０４７．１１７３３．７３２１３４７２２Ⅵ９Ｗ５５６
○○ナデナデ灰褐色茶褐色－０．３１４４９．１７３４７．４５２１３６１３９Ⅵ９Ｖ５５７
○○ナデナデ灰茶褐色暗褐色－０．３２５４８．７０７４３．４９４１３６１１３Ⅵ９Ｖ５５８
○○ナデナデ茶褐色茶褐色－０．２８０４８．１３５４２．６９４１３４８４０Ⅵ９Ｖ５５９
○○ナデナデ茶褐色茶褐色２．８６５７２．９１１５７．６９７６３１８４Ⅵ６Ｕ５６０
○○ナデナデ黄茶褐色灰黄茶褐色－－－－Ⅵ－－５６１
○○ナデナデ灰黄茶褐色黄茶褐色－０．１８４４７．３２１３９．０６５１３４６３５Ⅵ９Ｗ５６２

５７

○○ナデナデ灰黄茶褐色黄茶褐色－０．２９４４６．９６９３９．０７１１３４６３４Ⅵ９Ｗ５６３
○○ナデナデ暗褐色赤茶褐色－０．２５０４６．８３８３０．５６２１３６４０７Ⅵ９Ｗ５６４
○○ナデナデ灰褐色灰黄茶褐色－０．９７８４４．０９２３９．７０６１３６７１８Ⅵ９Ｗ５６５
○○ナデナデ灰褐色茶褐色－０．３３２４７．１９７４０．３１１１３４１４２Ⅵ９Ｖ５６６
○○ナデナデ暗茶褐色赤茶褐色－０．１９３４９．９７５３３．８２６１３６９４６Ⅵ９Ｗ５６７
○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色－－－－Ⅵ－－５６８
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色－０．１８８４８．３７６３３．９２６１３６６８５Ⅵ９Ｗ５６９

○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色
－１．２１７４２．３０６３７．４２６１３７２９３Ⅵ９Ｗ

５７０ ０．９２０７４．２９１７１．８２５６３３６６Ⅵ６Ｓ
０．８４５７４．９７０７１．８３５６３３７１Ⅵ６Ｓ

○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色
－０．００５５１．２６８５２．７４２１３２１７２Ⅵ８Ｕ

５７１
０．００４５２．４１２５３．０９７１３２１７０Ⅵ８Ｕ

○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色０．２２３５３．０５８５０．２３０１３２８０６Ⅵ８Ｕ５７２
○○ナデナデ暗褐色赤茶褐色－５４．０８４７０．３８３１３１０７６Ⅵ８Ｓ５７３
○○ナデナデ灰茶褐色灰黄茶褐色－０．３８９４４．０７４２８．６０６１３４９６４Ⅵ９Ｘ５７４

小礫○○ナデナデ茶褐色茶褐色－０．０３２５７．６４０６８．６８３１２１５８７Ⅵ８Ｔ５７５
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色０．２３７５５．８７５４８．５０７１３３４９８Ⅵ８Ｖ５７６
○○ナデナデ黒褐色黒褐色０．１５４５３．０９８３９．５１０１３６６３５Ⅵ８Ｗ５７７

５８

○○ナデナデ黒褐色暗茶褐色－０．８６６４４．０７０３０．３４２１３７０６５Ⅵ９Ｗ５７８
○○ナデナデ茶褐色茶褐色－０．２３４５０．９６４４８．３１２１３６０８５Ⅵ８Ｖ５７９

○○ナデナデ茶褐色茶褐色
－０．４２３５４．４００７０．８２８１３１０４８Ⅵ８Ｓ

５８０
－０．３５７５４．５８７７１．４７６１３１０５０Ⅵ８Ｓ

○○ナデナデ灰茶褐色赤茶褐色－０．８１１４５．０５５３１．６６６１３６８００Ⅵ９Ｗ５８１

茶粒○○ナデナデ灰茶褐色赤茶褐色

－０．１８６４９．４７３４３．２３６１３６１１８Ⅵ９Ｖ

５８２
－０．１９７４９．４７０４３．４２０１３４８３１Ⅵ９Ｖ
－０．２６０４９．４１６４３．４２３１３６５５４Ⅵ９Ｖ
－０．２１９４９．３６２４３．６７６１３４８２７Ⅵ９Ｖ

○○条痕後ナデナデ灰茶褐色灰褐色－０．３４４４９．４４８４８．１５９１３４８０４Ⅵ９Ｖ５８３

○○条痕後ナデ条痕後ナデ灰褐色灰黄茶褐色

－０．０４８５３．６３４５０．８４２１３４９８３Ⅵ８Ｕ

５８４

－０．０８２５２．６３６５１．１９７１３４９８８Ⅵ８Ｕ
－０．０３１５３．４３７５１．２４７１３４９８４Ⅵ８Ｕ
０．００８５３．７６４５１．４０３１３４９８２Ⅵ８Ｕ
－０．０８５５６．４４７５１．６８０１３６５２２Ⅵ８Ｕ
－０．０３０５６．４５９５２．９７０１３６５１６Ⅵ８Ｕ
－０．０１０５６．６３３５２．９８５１３６５１５Ⅵ８Ｕ

○○－－灰黄茶褐色明灰黄褐色－０．５５８４５．２４８３８．９２３１３６４８３Ⅵ９Ｗ５８５

５９

○○○ナデナデ灰褐色黄茶褐色－－－－Ⅵ－－５８６
○○ナデナデ灰褐色黄茶褐色－０．２３０４６．８８０３０．３９９１３６４０６Ⅵ９Ｗ５８７
○○ナデナデ黄茶褐色茶褐色－０．５７５４５．３０４３８．２２１１３６７３２Ⅵ９Ｗ５８８
○○ナデナデ灰茶褐色赤茶褐色０．１０１５７．７５２６７．６６８１２１３９４Ⅵ８Ｔ５８９
○○ナデナデ明灰黄茶褐色灰黄茶褐色－０．９７４４４．３７８４１．０３２１３６８６２Ⅵ９Ｖ５９０
○○ナデナデ灰褐色灰褐色０．００００．００００．０００１３６２８０Ⅵ－－５９１

○○ナデナデ赤茶褐色赤茶褐色
－０．２２９４９．９３６５０．６４９１３６４４３Ⅵ９Ｕ

５９２
－０．２３５５０．０７７５０．７３１１３６８３５Ⅵ８Ｕ

○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色０．２７９５３．６９０５６．９６３１３２７９８Ⅵ８Ｕ５９３

○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色
０．０７６５０．０９７３５．３３２１３４７８８Ⅵ８Ｗ

５９４ ０．１２７５０．３４３３５．６３３１３３６７７Ⅵ８Ｗ
０．１０７５０．３１４３６．８０１１３４７８９Ⅵ８Ｗ

○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色
０．２１３５０．４９６５３．７５０１３１００８Ⅵ８Ｕ

５９５
－５３．７９０５６．１９３１３１２３８Ⅵ８Ｕ

○○ナデナデ茶褐色茶褐色－０．４３７４３．８７２２９．８５１１３４９６６Ⅵ９Ｘ５９６
○○ナデナデ灰褐色灰褐色０．０１１５１．８９７３６．６０２１３６６４７Ⅵ８Ｗ５９７

○○ナデナデ茶褐色茶褐色
－５２．３６４５８．１０４１３１２８４Ⅵ８Ｕ

５９８ ０．１３４５３．９６６６０．０５０１３０８９３Ⅵ８Ｔ
－５４．１０３６０．０９３１３１３５３Ⅵ８Ｔ

○○ナデナデ茶褐色茶褐色－０．２３９４６．５２０３４．５６２１３４７１６Ⅵ９Ｗ５９９

６０

○○ナデナデ茶褐色茶褐色２．８２５７３．０６９５７．５９０６３１７７Ⅵ６Ｕ６００

○○ナデナデ灰茶褐色灰茶褐色
２．８３５７３．１５１５７．３６４６３２５３Ⅵ６Ｕ

６０１
２．８２５７３．０６９５７．５９０６３１７７Ⅵ６Ｕ

○○ナデナデ茶褐色茶褐色２．６８５６６．９８９５５．５６１６７８９９Ⅵ７Ｕ６０２
○○ナデナデ暗茶褐色暗茶褐色－－－－Ⅵ－－６０３

○○ナデナデ灰茶褐色暗灰茶褐色
２．３１５４８．７８５４７．４５２１３０７０２Ⅵ９Ｖ

６０４
２．２７７４９．２９５４８．６４９１３０７１７Ⅵ９Ｖ

○○ナデナデ茶褐色茶褐色－０．０４６５０．４２２４４．２８１１３４４５９Ⅵ８Ｖ６０５
○○ナデナデ灰茶褐色暗灰茶褐色０．５４０７３．４２６６５．３８３６３３８１Ⅵ６Ｔ６０６
○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色２．７４５７０．５８１５９．９８８６０９７０Ⅵ６Ｕ６０７
○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色－０．３７４４５．０１１２９．０１６１３４９１５Ⅵ９Ｘ６０８

６１
○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色

－０．８９１４３．７５２３６．７５７１３６７６５Ⅵ９Ｗ

６０９
－０．８９２４３．６１２３６．８６８１３６７６７Ⅵ９Ｗ
－０．８５６４４．２１２３８．２７９１３６９７８Ⅵ９Ｗ
－０．３５２４７．５４４４４．３２７１３４５８０Ⅵ９Ｖ

○○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色－０．３６２５０．０２５４８．８９０１３６１４７Ⅵ８Ｖ６１０
○○○ナデナデ黄茶褐色黄茶褐色－０．３９７４８．７８５４６．５０１１３６１３８Ⅵ９Ｖ６１１
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０．４００．３０（１．３０）１．４０Ⅱ安山岩石鏃－０．８２８４８．８３８４３．７６７１３６７４４Ⅵ９Ｗ１

９９

０．７００．４０１．２０１．６０Ⅱ安山岩石鏃－０．２０１５１．４７６５５．２３４１３５０６９Ⅵ９Ｖ２
０．７００．４０１．６０１．６０Ⅲａ安山岩石鏃０．２３３５２．４６８５６．６３４１３３１７８Ⅵ８Ｗ３
０．６００．４０１．３０（１．７０）Ⅱ安山岩石鏃０．２９５５２．４６８５６．６３４１３２６８３Ⅵ８Ｖ４
０．５００．４０１．２０１．５０Ⅱ安山岩石鏃０．３８１５２．４６８５６．６３４１３２６４２Ⅵ８Ｖ５
０．４００．３０１．５０１．５０Ⅰｂ安山岩石鏃０．２７３５４．８９６８．８９２１３３２２２Ⅵ９Ｗ６
０．４００．３０１．５０（１．４０）Ⅰｂ安山岩石鏃－０．３８４８．５２８４４．３０４１３５６９４Ⅵ９Ｗ７
０．４００．２４１．４３１．５７Ⅰｂ安山岩石鏃－５２．８０４５５．９５１１３１２２８Ⅵ８Ｕ８
０．３００．３６１．０８１．２０Ⅰｂ安山岩石鏃０．０２９－－１３０８８８Ⅵ８Ｕ９
０．２２０．２３１．３２１．２７Ⅰａ安山岩石鏃－０．４２７４５．９５１２８．９３３１３７１３６Ⅵ９Ｘ１０
０．３００．２５１．３７１．３４Ⅰｂ安山岩石鏃－０．０３２４８．５２８４４．３０４１３５６４６Ⅵ９Ｗ１１
０．２６０．２９１．２０１．２４Ⅰａ安山岩石鏃０．２６６４８．５２８４４．３０４１３６０１１Ⅵ８Ｖ１２
０．２６０．３４１．０８１．３１Ⅴ黒曜石石鏃０．１９２５２．４６８５６．６３４１３１８２８Ⅵ８Ｕ１３
０．３９０．３１１．２４１．３８Ⅲｂ安山岩石鏃－０．２１４８．５２８４４．３０４１３６２３０Ⅵ９Ｘ１４
（０．５３）０．３０（１．３８）（１．４９）Ⅰａ安山岩石鏃０．０５７４７．５９９７９．８０１１３６６３０Ⅵ８Ｗ１５
０．３２０．３５１．２１１．３９Ⅰｂ安山岩石鏃－０．５２１４８．８３８４３．７６７１３６８０７Ⅵ９Ｗ１６
０．２９０．２２１．２５１．３８Ⅰａ安山岩石鏃－０．２５４８．５２８４４．３０４１３５７４９Ⅵ９Ｗ１７
０．５０（０．３０）（１．５０）１．５０Ⅲａ安山岩石鏃０．２７２５４．８９６８．８９２１３３３１８Ⅵ８Ｖ１８
０．６００．４０１．６０１．５０Ⅲａ安山岩石鏃－０．０８１４７．１２５４２．４７８１３５１８０Ⅵ９Ｖ１９
（０．３５）０．３２（１．４０）（１．５０）Ⅰａ安山岩石鏃－０．２４５４８．５２８４４．３０４１３５５６８Ⅵ９Ｗ２０
０．４００．３０（１．３０）１．４０Ⅰｂ安山岩石鏃－０．３１９５２．４６８５６．６３４１３２４２６Ⅵ８Ｕ２１
０．５３１．４８１．５８１．５８Ⅲａ安山岩石鏃０．００４４８．５２８４４．３０４１３５９７５Ⅵ８Ｖ２２
０．２７０．２４１．３４１．５０Ⅲａ安山岩石鏃－０．４７８４８．５２８４４．３０４１３５６８４Ⅵ９Ｗ２３
０．３５０．２７１．３４１．６４Ⅰｂ安山岩石鏃０．１６３５４．８９６８．８９２１３３３６３Ⅵ８Ｖ２４
０．３２０．３５１．２１１．３９Ⅰａ安山岩石鏃０．１１７４８．８３８４３．７６７１３６７７７Ⅵ８Ｖ２５
０．３００．３０１．４０１．５０－めのう系石鏃－０．１９５５１．４７６５５．２３４１３４３４３Ⅵ８Ｖ２６
０．２００．３０１．１０１．４０Ⅲｂ安山岩石鏃－０．０１７４７．１２５４２．４７８１３５２９９Ⅵ８Ｕ２７
０．３００．３０１．３０（１．４０）Ⅲｂ安山岩石鏃－０．２３４８．５２８４４．３０４１３６２１１Ⅵ９Ｘ２８
０．３００．３０１．３０１．３０Ⅱ安山岩石鏃－０．３８１４５．９５１２８．９３３１３６８２６Ⅵ９Ｘ２９
０．４００．３０１．５０１．４０Ⅲａ安山岩石鏃－０．１６２５２．４６８５６．６３４１３３１４６Ⅵ９Ｖ３０
（０．４９）０．３６（１．１８）（１．５８）Ⅱ安山岩石鏃－０．３８３４８．５２８４４．３０４１３５５３９Ⅵ９Ｗ３１
０．７００．３０１．８０１．９０Ⅴ黒曜石石鏃０．４０５５２．４６８５６．６３４１３２７８１Ⅵ８Ｖ３２
０．５００．３０１．７０（１．４０）Ⅲａ安山岩石鏃０．２８４５２．４６８５６．６３４１３３０４８Ⅵ８Ｖ３３
０．４００．３０１．５０１．４０Ⅰａ安山岩石鏃０．２５１５２．４６８５６．６３４１３２６４９Ⅵ８Ｖ３４
０．３１０．２９１．０９１．３９Ⅰｂ安山岩石鏃－０．３１５４８．５２８４４．３０４１３６３４８Ⅵ９Ｘ３５

１００

（０．３９）（０．２７）１．４０（１．６８）Ⅲａ安山岩石鏃－０．２８４８．８３８４３．７６７１３６８１２Ⅵ９Ｘ３６
０．３８０．３０１．３９１．３９Ⅰａ安山岩石鏃－０．２４４８．５２８４４．３０４１３６３３９Ⅵ９Ｘ３７
０．２９０．２８１．０９１．５２Ⅱ安山岩石鏃－０．２１１４８．５２８４４．３０４１３５６８７Ⅵ９Ｗ３８
０．３７０．２０１．２６１．７１Ⅰａ安山岩石鏃０．２９４５２．４６８５６．６３４１３２５０４Ⅵ８Ｕ３９
０．５００．３０１．２０１．６０Ⅲａ安山岩石鏃０．２２９５４．８９６８．８９２１３３２１２Ⅵ９Ｗ４０
０．６００．３０１．８０１．９０めのう系石鏃－０．２５８４７．１２５４２．４７８１３５１９４Ⅵ９Ｖ４１
０．５００．３０（１．３０）（１．７０）Ⅰｂ安山岩石鏃０．１７８４８．５２８４４．３０４１３５９９８Ⅵ８Ｖ４２
０．３００．３０（１．００）（１．４０）Ⅰａ安山岩石鏃－０．０６８４８．５２８４４．３０４１３５７１９Ⅵ９Ｗ４３
０．３００．３０１．１０１．５０Ⅲａ安山岩石鏃－－－－Ⅵ９Ｘ４４
０．４００．３０１．３０１．８０Ⅰ安山岩石鏃－０．５２４７．５９９７９．８０１１３６３７４Ⅵ９Ｘ４５
０．８００．４０１．６０１．９０Ⅲｂ安山岩石鏃０．２２４５４．８９６８．８９２１３３３０１Ⅵ８Ｖ４６
０．５００．３０（１．５０）１．５０Ⅰｂ安山岩石鏃－０．２３４８．５２８４４．３０４１３６２６６Ⅵ９Ｘ４７
０．７００．５０１．６０１．９０Ⅲａ安山岩石鏃－０．７６７４７．５９９７９．８０１１３６４８８Ⅵ９Ｗ４８
０．２００．２０（０．８０）（１．２０）Ⅰｂ安山岩石鏃－０．３５５４８．５２８４４．３０４１３５８６７Ⅵ９Ｘ４９
０．５００．３０（１．２０）（１．５０）Ⅲｂ安山岩石鏃０．２６５５２．４６８５６．６３４１３３０８７Ⅵ８Ｖ５０
０．４９０．２９０．６０２．００Ⅰａ安山岩石鏃－０．１４８５１．４７６５５．２３４１３５１２４Ⅵ９Ｖ５１
１．０１１．５５１．６０２．０１Ⅰｂ安山岩石鏃０．２５８４７．５９９７９．８０１１３６６２７Ⅵ８Ｗ５２
０．４１０．３２１．５２１．６９Ⅰａ安山岩石鏃０．２１４５４．８９６８．８９２１３３２０９Ⅵ９Ｗ５３
０．８７０．３５１．７５２．１１Ⅰａ安山岩石鏃－０．２６４５１．４７６５５．２３４１３５０４４Ⅵ９Ｖ５４
（０．５２）０．３０１．４９（１．６９）Ⅰａ安山岩石鏃０．０１９４８．５２８４４．３０４１３５６６３Ⅵ９Ｗ５５
（０．４８）０．４０（１．４０）（１．７８）Ⅱ安山岩石鏃－０．１０５５４．８９６８．８９２１３３３５２Ⅵ８Ｖ５６
（０．４１）０．３４（１．２２）（１．６３）Ⅱ安山岩石鏃－０．３７５４８．５２８４４．３０４１３６３４７Ⅵ９Ｘ５７
０．７００．４０（１．５０）（２．２０）Ⅲｂ安山岩石鏃－０．４４９４８．５２８４４．３０４１３５６７６Ⅵ９Ｗ５８
（０．４４）（０．３１）１．６６（１．３７）Ⅵ黒曜石石鏃－０．０３５４８．５２８４４．３０４１３５７８７Ⅵ９Ｘ５９
０．８６１．４４１．５０１．９４Ⅲｂ安山岩石鏃－０．３７４５．９５１２８．９３３１３７１０２Ⅵ９Ｘ６０
０．７００．４０１．２８２．２７Ⅰａ安山岩石鏃－－－１３１１０３Ⅵ９Ｒ６１
（０．７５）０．４４（１．１１）（２．１１）Ⅰａ安山岩石鏃－－－１３１０８０Ⅵ９Ｓ６２
（０．７５）０．３５（１．４９）（２．０４）Ⅰａ安山岩石鏃０．２５４５４．８９６８．８９２１３３３４１Ⅵ８Ｖ６３
（０．１４）０．２１０．９５（０．８５）Ⅶ黒曜石石鏃０．１２７５２．４６８５６．６３４１３２１７９Ⅵ８Ｕ６４

１０１

０．９００．４０１．５０（１．８０）Ⅰｂ安山岩石鏃０．３４７５２．４６８５６．６３４１３２５７８Ⅵ８Ｖ６５
０．６００．４０（１．３０）（１．８０）Ⅱ黒曜石石鏃－０．０４３５４．８９６８．８９２１３３７８６Ⅵ８Ｖ６６
０．６００．４０（１．１０）（１．８０）Ⅰｂ安山岩石鏃－５２．４６８５６．６３４１３１４４５Ⅵ８Ｕ６７
０．３０（０．３０）（１．１０）（１．５０）めのう系石鏃－０．２８５４８．５２８４４．３０４１３６０８０Ⅵ８Ｖ６８
０．４３０．２２１．４９１．５０Ⅱ頁岩石鏃０．０９７４５．９５１２８．９３３１３６９７０Ⅵ８Ｗ６９
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１．４００．５８１．７２２．０５Ⅲｂ安山岩石鏃－０．２１４８．５２８４４．３０４１３６２２３Ⅵ９Ｘ７０

１０１

０．９７０．５０１．１４１．７７Ⅱ安山岩石鏃０．２９７５２．１４３３７．５５６１３３１９０Ⅵ８Ｗ７１
３．０００．５１１．９６２．５２Ⅲａ安山岩石鏃－０．２３８－－１３０７３６Ⅵ８Ｔ７２
２．０６０．６４１．１４２．６６Ⅲａ安山岩石鏃－０．７７８４５．９５１２８．９３３１３７０５２Ⅵ９Ｗ７３
１．４６０．５５１．３４２．３４Ⅲａ安山岩石鏃－０．１５１４８．５２８４４．３０４１３５５９６Ⅵ９Ｗ７４
（２．０７）（０．７６）（１．６０）２．０６Ⅲａ安山岩石鏃０．０７６４８．５２８４４．３０４１３５９７４Ⅵ８Ｖ７５
１．９００．６０１．８０２．４０Ⅰ安山岩石鏃－０．１１８５２．４６８５６．６３４１３３１２９Ⅵ９Ｖ７６
２４．５６１．０５６．５５４．９０Ⅰａ安山岩石匙－０．３０１４７．１２５４２．４７８１３５４３１Ⅵ９Ｗ７７
２５．５９０．８０７．６０４．７５Ⅰａ安山岩石匙－０．１９８４７．１２５４２．４７８１３５２２７Ⅵ－－

７８
１０２

２５．５９０．８０７．６０４．７５Ⅰａ安山岩石匙－０．２４７４８．５２８４４．３０４１３６０３４Ⅵ９Ｖ
２５．３６１．３５５．８０４．３５Ⅲｂ安山岩石匙０．１８７５２．４６８５６．６３４１３２１３５Ⅵ８Ｕ７９
２０．３５１．２５６．４０４．３０Ⅰｂ安山岩石匙－０．１２４８．５２８４４．３０４１３６３１６Ⅵ９Ｘ８０
１８．６１０．５０６．６０４．６０Ⅰｂ安山岩石匙０．０６２４７．１２５４２．４７８１３５３３４Ⅵ９Ｖ８１

１０３ ３４．０５１．２５５．０５６．４５Ⅲａ安山岩石匙－０．０７７４７．１２５４２．４７８１３５４４０Ⅵ９Ｗ８２
２２．０７０．８５５．０５６．２５Ⅰａ安山岩石匙－０．２９９５１．４７６５５．２３４１３５０８５Ⅵ９Ｖ８３
１５．１３１．４５３．００５．４０Ⅲｂ安山岩石匙－０．０３９４７．５９９７９．８０１１３６６６３Ⅵ８Ｗ８４

１０４
２２．８２１．６５３．２５６．７５Ⅲａ安山岩石匙－０．２８４８．５２８４４．３０４１３５７９７Ⅵ９Ｘ８５
１７．０９１．１０３．６５５．５１Ⅲａ安山岩石匙－１．３６４５．９５１２８．９３３１３７２７６Ⅵ９Ｖ８６
２２．４０１．００４．９０５．１０Ⅲａ安山岩石匙－０．３４４５１．４７６５５．２３４１３５１５３Ⅵ９Ｖ８７
１７．８００．７０３．１０４．００Ⅲａ安山岩石匙－０．２５６５２．４６８５６．６３４１３２７９９Ⅵ９Ｖ８８

１０５ ２４．００１．００４．１０６．１０Ⅲａ安山岩石匙－０．４２１４７．１２５４２．４７８１３５４３０Ⅵ９Ｗ８９
０．５００．３０７．６０５．４０Ⅰ頁岩石匙－０．０６１５４．８９６８．８９２１３４１６６Ⅵ９Ｖ９０
４５．４１１．２０７．１０７．０５Ⅰ頁岩石匙－０．２６１４８．５２８４４．３０４１３６１１７Ⅵ９Ｖ９１

１０６
６０．３８１．１５５．７０１１．４０Ⅰ頁岩石匙－０．３５４４５．９５１２８．９３３１３６８２４Ⅵ９Ｘ９２
１９．５００．９５３．７０６．５５Ⅰ頁岩石匙０．１７３４７．１２５４２．４７８１３５３７０Ⅵ９Ｖ９３

１０７
３２．２３０．９５６．５０６．７５Ⅰ頁岩石匙０．１６５２．４６８５６．６３４１３２５５９Ⅵ８Ｖ９４
５．８００．９０３．１０２．６０Ⅰ黒曜石スクレイパー－０．９３７４５．９５１２８．９３３１３６９３３Ⅵ９Ｗ９５

１０８

４．８００．６０３．２０３．７０Ⅲａ安山岩スクレイパー－０．３１５１．４７６５５．２３４１３４３６６Ⅵ９Ｖ９６
１９．７０１．４０３．７０５．００Ⅲａ安山岩スクレイパー－－－－Ⅵ９Ｘ９７
３．７７０．７０２．０５３．３５めのう系スクレイパー０．１０３４７．１２５４２．４７８１３５２７０Ⅵ８Ｕ９８
３．９００．７０２．００４．４０Ⅲａ安山岩スクレイパー０．１７９５１．８５７３７．４８８１３４２６４Ⅵ８Ｗ９９
２．２００．７０１．２０３．１０Ⅲａ安山岩スクレイパー－０．９８３４５．９５１２８．９３３１３７２８９Ⅵ９Ｗ１００
２．０００．５０１．５０３．００Ⅲａ安山岩スクレイパー－０．４０７４７．５９９７９．８０１１３６５８４Ⅵ９Ｗ１０１
０．８００．７００．８０２．７０Ⅲａ安山岩スクレイパー－－－－Ⅵ９Ｗ１０２
３．０００．７０２．３０２．００Ⅲａ安山岩スクレイパー－０．６２１４５．９５１２８．９３３１３７１２２Ⅵ９Ｘ１０３
８．１０１．２０２．６０２．８０Ⅲａ安山岩スクレイパー－０．００４５４．８９６８．８９２１３３２２０Ⅵ９Ｗ１０４
１２．５０１．２０３．２０３．４０めのう系スクレイパー０．２５８５４．８９６８．８９２１３３１９１Ⅵ８Ｗ１０５
２．２６０．７０１．８５２．０５Ⅲａ安山岩スクレイパー－０．１１８５２．４６８５６．６３４１３３１４１Ⅵ９Ｖ１０６

１０９

１．３３０．５５１．４０２．００Ⅰ黒曜石スクレイパー－０．１２２５２．４６８５６．６３４１３３１４２Ⅵ９Ｖ１０７
１．２７０．６０１．２５２．８０めのう系スクレイパー－５２．６４３５９．７１１３１３４９Ⅵ８Ｕ１０８
７．３３１．０５３．４５２．６５Ⅲａ安山岩スクレイパー－０．１４６４７．５９９７９．８０１１３６５８８Ⅵ９Ｗ１０９
２．２５０．７０２．３０２．２０Ⅲａ安山岩スクレイパー－０．５１４８．５２８４４．３０４１３６２７１Ⅵ９Ｘ１１０
１３．７００．９０６．１０３．００Ⅲｂ安山岩スクレイパー０．３８５５４．８９６８．８９２１３３３９４Ⅵ８Ｕ１１１
９．８３１．０５４．６５２．９０Ⅲｂ安山岩スクレイパー０．２０５５２．４６８５６．６３４１３２７２７Ⅵ８Ｖ１１２
３．０６０．５５１．７５４．２０Ⅲａ安山岩スクレイパー－０．１９４７．１２５４２．４７８１３５１６８Ⅵ９Ｖ１１３
３．２００．６０１．８０３．００Ⅰａ安山岩スクレイパー－０．３２９４８．５２８４４．３０４１３５４９６Ⅵ９Ｖ１１４
１．４００．６０１．６０１．４０Ⅰ黒曜石スクレイパー－０．２２８４７．５９９７９．８０１１３６５７２Ⅵ９Ｖ１１５
１３．７０１．２０３．１０３．８０Ⅲａ安山岩スクレイパー－１．１０５４５．９５１２８．９３３１３７１３７Ⅵ９Ｗ１１６

１１０
１２．９０１．２０２．８０３．８０Ⅰ黒曜石スクレイパー０．０２５１．４７６５５．２３４１３４３３３Ⅵ８Ｖ１１７
１４．００１．４０２．６０３．６０Ⅰ黒曜石スクレイパー０．１２２－－１３１０２５Ⅵ８Ｕ１１８
１４１．４０２．３０７．８０９．４０Ⅱ頁岩二次加工－１．１８７４５．９５１２８．９３３１３７０９１Ⅵ９Ｗ１１９
２．６００．５０１．６０３．４０Ⅲａ安山岩二次加工０．０２３４７．５９９７９．８０１１３６６４９Ⅵ８Ｗ１２０
２１１．６０３．７５５．４０１４．３０Ⅰａ安山岩二次加工－０．８５４４５．９５１２８．９３３１３６９８２Ⅵ９Ｗ１２１１１１
４．５１０．９５１．９５２．１５Ⅰａ安山岩楔形石器０－－－Ⅵ９Ｖ１２２

１１２

４．５４１．００２．２０２．３５Ⅲａ安山岩楔形石器－０．２９４４７．１２５４２．４７８１３５２０９Ⅵ９Ｖ１２３
６．５０１．２０２．７０２．３０Ⅰｂ安山岩楔形石器０．１４８４８．５２８４４．３０４１３６１９９Ⅵ８Ｖ１２４
３．６０１．００１．８０２．１０Ⅲａ安山岩楔形石器－０．５４２４５．９５１２８．９３３１３７０２８Ⅵ８Ｕ１２５
２．３４０．６５１．７０２．２０Ⅰａ安山岩楔形石器０－－－Ⅵ９Ｖ１２６
５．０００．８０２．００２．８０Ⅲａ安山岩楔形石器０．２４９５４．８９６８．８９２１３３１９８Ⅵ８Ｗ１２７
２．４００．８０１．７０２．２０Ⅲｂ安山岩楔形石器０．２３７５４．８９６８．８９２１３３２０８Ⅵ－－１２８
４．４２１．１０２．３０２．５０Ⅲａ安山岩楔形石器０．３７４５２．４６８５６．６３４１３２７７４Ⅵ８Ｖ１２９
２．９５０．８０１．９０２．２０Ⅲａ安山岩楔形石器－０．９２８４５．９５１２８．９３３１３６９７９Ⅵ９Ｗ１３０
３．５００．６０２．５０２．７０Ⅲａ安山岩楔形石器－０．２７５４８．５２８４４．３０４１３６２６２Ⅵ９Ｘ１３１

１１３

３．６００．７０２．８０２．１０Ⅲａ安山岩楔形石器０．１５１５１．４７６５５．２３４１３４３２３Ⅵ８Ｖ１３２
２．６２０．７５２．２５２．２５Ⅲａ安山岩楔形石器－０．２９４７．７０４２５．４７４１３６３６０Ⅵ９Ｘ１３３
６．７９１．０５３．１５２．５０Ⅲａ安山岩楔形石器０．３１６－－１２１２３４Ⅵ８Ｕ１３４
６．０００．８０２．８０２．６０Ⅲａ安山岩楔形石器－０．０９３５２．４６８５６．６３４１３３０６１Ⅵ８Ｖ１３５
４．４０１．３０２．１０２．４０Ⅳ黒曜石楔形石器－１．１６９４５．９５１２８．９３３１３７２０８Ⅵ９Ｗ１３６
３．１００．８０１．６０２．１０Ⅲａ安山岩楔形石器０．０６４５２．４６８５６．６３４１３３０３７Ⅵ８Ｖ１３７
２．９４０．８０１．８０２．７５Ⅰａ安山岩楔形石器－０．２９８５１．４７６５５．２３４１３４３７３Ⅵ９Ｖ１３８
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４．５００．９５１．９５２．７５Ⅲａ安山岩楔形石器０－－－Ⅵ９Ｗ１３９１１３
３．７００．７０１．９０２．９０Ⅲａ安山岩楔形石器－０．２１７４８．５２８４４．３０４１３５８５９Ⅵ９Ｘ１４０

１１４

４．６４１．１５１．５０２．４５Ⅲｂ安山岩楔形石器－０．２４５４８．５２８４４．３０４１３６２１２Ⅵ９Ｘ１４１
３．３３０．９０１．４０２．８５Ⅲｂ安山岩楔形石器－０．２９５４８．５２８４４．３０４１３６３４５Ⅵ９Ｘ１４２
１１．４７１．７０１．７５３．７５Ⅲａ安山岩楔形石器０．１８４４７．５９９７９．８０１１３６６１９Ⅵ８Ｗ１４３
５．１０１．２０１．１０３．６０Ⅲｂ安山岩楔形石器－－－－Ⅵ９Ｘ１４４
８．９０１．６０１．３０４．２０Ⅲａ安山岩楔形石器０．０８２５４．８９６８．８９２１３３７９４Ⅵ８Ｖ１４５
０．８００．５０１．３０１．８０Ⅴ黒曜石楔形石器０．１７７５１．４７６５５．２３４１３４２６５Ⅵ８Ｗ１４６
１．５００．５０１．３０２．２０Ⅲａ安山岩楔形石器０．０６４８．５２８４４．３０４１３５５９３Ⅵ９Ｗ１４７
１４．７０２．００２．３０３．６０Ⅲａ安山岩楔形石器－０．１２７４８．５２８４４．３０４１３５６４４Ⅵ９Ｗ１４８

１１５

３．４９１．１０１．７５２．８５Ⅲｂ安山岩石錐０．２２－－１３０９６２Ⅵ８Ｕ１４９
３．１４０．９５１．４０３．６５Ⅲｂ安山岩石錐－０．１６７４８．５２８４４．３０４１３５８９３Ⅵ９Ｘ１５０
３．８８０．８５１．５５３．９０Ⅲａ安山岩石錐－０．２３５５１．４７６５５．２３４１３５１６７Ⅵ９Ｖ１５１
１２．１０２．４０２．８０２．２０Ⅰ黒曜石石核０．１２９５４．８９６８．８９２１３３２００Ⅵ８Ｗ１５２
１３．８８２．５０２．２５３．４５Ⅲａ安山岩石核－０．３４５５４．８９６８．８９２１３３８４２Ⅵ９Ｖ１５３
１１．５０２．００２．８０２．１０Ⅰ黒曜石石核－０．２６２４８．５２８４４．３０４１３５９２１Ⅵ８Ｖ１５４
１６．８１２．３０２．７０２．８０Ⅰ黒曜石石核０．１７２５２．４６８５６．６３４１３２１５４Ⅵ８Ｕ１５５
１１．８０２．２０２．８５２．３０Ⅰ黒曜石石核－０．５３１－－１３０７７７Ⅵ９Ｓ１５６
１３．４０２．３０３．２０２．１０Ⅱ黒曜石石核０．２４５５１．４７６５５．２３４１３４２７７Ⅵ８Ｖ１５７
８．０６１．６５２．１５３．２０Ⅲａ安山岩石核－０．４７６４８．５２８４４．３０４１３６０４９Ⅵ９Ｖ１５８
１８．１２１．７０３．２５３．０５Ⅰ黒曜石石核－０．２３５４８．５２８４４．３０４１３５７５６Ⅵ９Ｗ１５９
１７．３６１．６５２．７５３．６５Ⅰ黒曜石石核０．２５５５４．８９６８．８９２１３３３００Ⅵ８Ｖ１６０
１５．４０１．８０３．４０２．８０Ⅳ黒曜石石核０．１９９５４．８９６８．８９２１３３２７９Ⅵ８Ｕ１６１

１１６
９８５．００５．９０１３．４０１２．３０Ⅰｂ安山岩石核－０．３７４７．５９９７９．８０１１３６４０８Ⅵ９Ｗ１６２
１７１．９０５．８０６．３０３．６０Ⅰｂ安山岩石核－０．４７５１．４７６５５．２３４１３５０１４Ⅵ９Ｖ１６３１１７
２８７．６７５．６０９．００６．２５Ⅰｂ安山岩石核－０．５１１４５．９５１２８．９３３１３７０５４Ⅵ９Ｗ１６４

１１８
１６４．５０５．４０５．８０４．６０Ⅰ黒曜石石核－０．０８６４８．５２８４４．３０４１３５６６６Ⅵ９Ｗ１６５
６１．５８２．８０６．６５４．２０Ⅲａ安山岩石核－０．４３４８．５２８４４．３０４１３５８２９Ⅵ９Ｘ１６６

１１９
７２．９５３．１０４．７５４．９５Ⅲｂ安山岩石核０．２０２５２．４６８５６．６３４１３２７５１Ⅵ８Ｖ１６７
４８．７０４．００５．３５２．５５Ⅰ黒曜石石核－１．１６１４５．９５１２８．９３３１３７１４６Ⅵ９Ｗ１６８

１２０
２５．１５１．６０３．５５５．１０Ⅲａ安山岩石核－１．０３１４５．９５１２８．９３３１３７１５７Ⅵ９Ｗ１６９
２６．３３２．００３．７５４．７５Ⅲａ安山岩石核－０．２９４４８．５２８４４．３０４１３５７４５Ⅵ９Ｗ１７０
１３．８９２．５５４．１０１．７０Ⅲｂ安山岩石核－０．４３９４８．５２８４４．３０４１３５６１６Ⅵ９Ｗ１７１
４３．５０２．００５．７０３．９０Ⅲａ安山岩石核－１．１９８４５．９５１２８．９３３１３７２９１Ⅵ９Ｗ１７２
３２．４１０．９５３．０５９．８５Ⅱ頁岩打製石斧０．３１４７．１２５４２．４７８１３５４８５Ⅵ８Ｗ１７３

１２１

６０．１９１．４０４．５０９．６５Ⅰｂ安山岩打製石斧－０．３７１４７．１２５４２．４７８１３５４７１Ⅵ９Ｘ１７４
１０４．８０１．５０５．２０１１．１０Ⅰ頁岩打製石斧－５２．６４３５９．７１１３１３３２Ⅵ８Ｕ１７５
８７．２７２．００３．６５１３．６５Ⅱ頁岩打製石斧－０．２４４７．１２５４２．４７８１３５３８４Ⅵ９Ｖ１７６
１１７．９０１．３０５．６０９．８０－蛇紋岩磨製石斧－５２．６４３５９．７１１３１３３４Ⅵ８Ｕ１７７
２９７．７９３．２０３．２０１１．８０Ⅳ頁岩磨製石斧－０．８５４５．９５１２８．９３３１３６８７０Ⅵ９Ｗ１７８
１６５．７０１．８０４．７０１２．００Ⅲ頁岩磨製石斧０．１６８５２．４６８５６．６３４１３２４１７Ⅵ８Ｕ１７９
９５．１０１．４０３．６０１２．００－蛇紋岩磨製石斧０．２５３４７．１２５４２．４７８１３５３２３Ⅵ８Ｖ１８０
３４６．００２．８０５．７０１４．１０Ⅲ頁岩磨製石斧－０．１１１４７．５９９７９．８０１１３６６８６Ⅵ９Ｗ１８１
４６２．００２．８０６．８０１５．９０Ⅲ頁岩磨製石斧０．２３９４７．１２５４２．４７８１３５４８２Ⅵ８Ｗ１８２
４６４．００２．３０８．３０１６．５０－蛇紋岩磨製石斧－０．２８３４７．１２５４２．４７８１３５４７２Ⅵ９Ｘ１８３
９７．４７２．０５４．６０１０．４５Ⅰ頁岩磨製石斧－０．２７２４８．５２８４４．３０４１３６１４９Ⅵ８Ｖ１８４
１２４．７４１．５５７．１０１１．４０Ⅱ頁岩磨製石斧－０．９２６４５．９５１２８．９３３１３７１５６Ⅵ９Ｗ１８５

１２２

１２４．０２１．５０７．５０７．３０Ⅰ頁岩磨製石斧－０．２８４８．５２８４４．３０４１３６３２０Ⅵ９Ｘ１８６
４０．９４１．０５３．８０７．７０Ⅰ頁岩磨製石斧０．２２８４７．１２５４２．４７８１３５３２１Ⅵ８Ｖ１８７
３７．０１（１．３５）（３．２５）（６．９０）Ⅰ頁岩磨製石斧－０．１９６４７．１２５４２．４７８１３５３９７Ⅵ９Ｖ１８８
７３．１９（１．５５）（３．７５）（７．５５）Ⅰａ安山岩磨製石斧－５２．６４３５９．７１１３１３７３Ⅵ８Ｓ１８９
８１．６８（１．８０）（３．６０）（９．２５）Ⅰ頁岩磨製石斧－０．０１７４７．１２５４２．４７８１３５４２０Ⅵ９Ｗ１９０
８０．１２１．６０４．２０１０．００Ⅰ頁岩磨製石斧０．１３６４７．１２５４２．４７８１３５４１９Ⅵ９Ｗ１９１
１２９．２２２．２０２．２０８．１０Ⅲ頁岩磨製石斧０．２３６４７．１２５４２．４７８１３５３６３Ⅵ８Ｖ１９２
９６．９３（１．２０）（６．４０）（８．５０）Ⅰａ安山岩磨製石斧－５２．６４３５９．７１１３１３３１Ⅵ８Ｕ１９３
９４．９０（１．９０）（６．７０）（７．５０）Ⅱ頁岩磨製石斧－０．１４８４７．１２５４２．４７８１３５４５０Ⅵ９Ｗ１９４
２９５．００２．７０９．３０９．８０Ⅰ頁岩礫器０．２４６５２．４６８５６．６３４１３２４７１Ⅵ８Ｕ１９５
２６０．００２．４０８．４０１０．８０Ⅰ頁岩礫器－５２．４６８５６．６３４１３１４４７Ⅵ８Ｕ１９６
３３５．００３．１０９．３０１３．００Ⅰ頁岩礫器０．２７４７．１２５４２．４７８１３５４８１Ⅵ８Ｗ１９７
－２．６０６．４０９．４５－頁岩礫器０．２１３４７．１２５４２．４７８１３５３３２Ⅵ８Ｖ１９８

７０２．００４．００９．５０１７．５０Ⅰ頁岩礫器－０．５２５４７．５９９７９．８０１１３６４１５Ⅵ９Ｗ１９９

１２３

１９７．４０３．５０４．５０１２．８０Ⅰ頁岩礫器０．３３７５２．４６８５６．６３４１３２６８４Ⅵ８Ｖ２００
７２．００１．６０４．９０９．２０Ⅰ頁岩礫器０．１４９４７．１２５４２．４７８１３５３３５Ⅵ８Ｖ２０１
７８．９０１．１０１０．４０５．６０Ⅳ安山岩礫器０．２８８５２．４６８５６．６３４１３２６１７Ⅵ８Ｖ２０２
３０３．００４．１０１０．２０９．６０－砂岩礫器－－－１３１１６４Ⅵ８Ｕ２０３
５７．８３２．２５２．５５６．６５－石英斑岩敲石０．２５７４７．１２５４２．４７８１３５３２２Ⅵ８Ｖ２０４
７９．８８２．０５２．９０９．１０Ⅲ頁岩敲石－０．７６２４７．５９９７９．８０１１３６４６２Ⅵ９Ｖ２０５
１０５．４６１．８５４．００９．９５Ⅱ頁岩敲石０．１３６４７．１２５４２．４７８１３５４０１Ⅵ９Ｗ２０６
１０３．５６２．５５３．８０９．００－砂岩敲石－０．９９６４５．９５１２８．９３３１３７００３Ⅵ９Ｗ２０７
１５２．２６２．５０３．７５１０．０５Ⅲ頁岩敲石０．０３７４７．５９９７９．８０１１３６６５８Ⅵ８Ｗ２０８
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重量
（�）

最大厚
（�）
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（�）

最大長
（�）石材器種ＺＹＸ取上番号層区番号挿図

１５９．７６２．４０２．４０１１．５０－砂岩敲石－０．１２４４７．１２５４２．４７８１３５３２８Ⅵ８Ｖ２０９
１２３

１４１．０９３．００４．００１０．２０－砂岩敲石－０．１９３４７．１２５４２．４７８１３５４６１Ⅵ９Ｘ２１０
１４６．２２３．１５４．５０８．８５－砂岩敲石０．２７４７．１２５４２．４７８１３５３７１Ⅵ８Ｖ２１１

１２４

１６７．７１４．００４．２０７．２０－砂岩敲石０．３５９５２．４６８５６．６３４１３２７６７Ⅵ８Ｖ２１２
１８３．６１２．０５５．２５１０．６０Ⅲ頁岩敲石－０．２０９４７．１２５４２．４７８１３５４５９Ⅵ９Ｘ２１３
２１１．９７２．２０５．１０１１．２５－砂岩敲石０．２９１５２．４６８５６．６３４１３２５６８Ⅵ８Ｖ２１４
３６０．００３．１５５．７０１２．８０Ⅲ頁岩敲石０．１１２４７．１２５４２．４７８１３５４７９Ⅵ８Ｗ２１５
２２７．４１２．３５４．９０１２．３０Ⅲ頁岩敲石０．１１９４７．５９９７９．８０１１３６６０５Ⅵ６Ｖ２１６
７３．６２２．１０３．２５７．５５－砂岩敲石－０．２９４７．１２５４２．４７８１３５３３９Ⅵ９Ｖ２１７
５６．９０（２．３０）（３．００）（５．２５）Ⅳ安山岩敲石－５２．６４３５９．７１１３１２５７Ⅵ８Ｕ２１８
１３１．７０３．１０４．５０７．００－砂岩敲石－０．６８７４５．９５１２８．９３３１３７１２７Ⅵ９Ｘ２１９
２０１．３６３．８５５．１５７．２５－砂岩敲石－０．２３５４８．５２８４４．３０４１３６３０５Ⅵ９Ｘ２２０
８５．９０２．００（４．００）（８．８０）Ⅱ頁岩敲石－０．４６４７．１２５４２．４７８１３５４２４Ⅵ９Ｗ２２１
１４６．８０３．３０４．９０６．２０Ⅳ安山岩磨石敲石０．００１４７．１２５４２．４７８１３５４１４Ⅵ９Ｗ２２２

１２５

１３２．３０２．８０４．８０６．４０Ⅳ安山岩磨石敲石－０．１０８４７．１２５４２．４７８１３５４４４Ⅵ９Ｗ２２３
１６８．１０３．３０５．００６．９０Ⅳ安山岩磨石敲石－０．１４４７．１２５４２．４７８１３５３８９Ⅵ９Ｖ２２４
１９４．１０３．７０４．９０７．３０Ⅳ安山岩磨石敲石－０．２０９４７．１２５４２．４７８１３５３９６Ⅵ９Ｖ２２５
１４８．３０２．４０５．５０７．１０Ⅳ安山岩磨石敲石－０．２２６４７．１２５４２．４７８１３５４３４Ⅵ９Ｗ２２６
１４７．６０２．５０５．３０７．００Ⅳ安山岩磨石敲石－０．０３４７．５９９７９．８０１１３６６６１Ⅵ８Ｗ２２７
１７８．００２．８０５．７０７．２０Ⅳ安山岩磨石敲石０．２６５４７．５９９７９．８０１１３６５０２Ⅵ８Ｖ２２８
１７３．００２．８０６．００７．１０－砂岩磨石敲石０．０８６４７．１２５４２．４７８１３５４１６Ⅵ９Ｗ２２９
１６１．６０３．８０５．００６．４０Ⅳ安山岩磨石敲石０．２７９５２．４６８５６．６３４１３２７２４Ⅵ８Ｖ２３０
１４４．８０２．９０５．００６．３０Ⅳ安山岩磨石敲石０．２４８５４．８９６８．８９２１３３７３０Ⅵ９Ｗ２３１
１５７．４０２．８０５．００７．１０Ⅳ安山岩磨石敲石－０．２７７４７．５９９７９．８０１１３６６８４Ⅵ９Ｗ２３２
１１６．８０２．５０５．００６．８０－砂岩磨石敲石－０．１７５５４．８９６８．８９２１３３７３７Ⅵ９Ｗ２３３
１９２．００３．３０５．８０６．８０Ⅳ安山岩磨石敲石０．０６７４７．５９９７９．８０１１３６６６０Ⅵ８Ｗ２３４
１６４．００２．３０６．６０７．２０－砂岩磨石敲石－０．０６６４７．１２５４２．４７８１３５４３５Ⅵ９Ｗ２３５
１３４．５０２．６０４．３０７．４０Ⅳ安山岩磨石敲石－０．１３５４８．５２８４４．３０４１３６３０８Ⅵ９Ｘ２３６
５７３．００４．３０８．２０１０．１０Ⅳ安山岩磨石敲石０．０３２５４．８９６８．８９２１３３７１９Ⅵ８Ｖ２３７

１２６

５５５．００３．９０８．６０１０．３０Ⅳ安山岩磨石敲石０．１８１５４．８９６８．８９２１３３７２３Ⅵ８Ｖ２３８
５３７．００４．３０７．９０１０．５０－砂岩磨石敲石－０．０８５４７．５９９７９．８０１１３６６５３Ⅵ８Ｗ２３９
６２２．００５．１０８．６０９．１０Ⅳ安山岩磨石敲石０．１４６５２．４６８５６．６３４１３２１０９Ⅵ８Ｕ２４０
５４０．００４．３０８．４０９．６０Ⅳ安山岩磨石敲石－０．２４６４７．１２５４２．４７８１３５３４０Ⅵ９Ｖ２４１
４４３．００４．２０７．８０９．１０Ⅳ安山岩磨石敲石－０．１３６４７．１２５４２．４７８１３５３３６Ⅵ８Ｖ２４２
６８４．００４．９０８．００１０．８０－砂岩磨石敲石０．１６９５４．８９６８．８９２１３３７１７Ⅵ８Ｖ２４３
７９３．００４．８０８．９０１２．２０Ⅳ安山岩磨石敲石－０．６１３４８．８３８４３．７６７１３６８０３Ⅵ９Ｗ２４４
６０７．００４．２０１０．００１０．４０Ⅳ安山岩磨石敲石０．０７１５４．８９６８．８９２１３３７２５Ⅵ９Ｖ２４５

１２７

７０８．００５．２０８．９０１０．２０Ⅳ安山岩磨石敲石－０．４４６４７．５９９７９．８０１１３６５４４Ⅵ９Ｖ２４６
６８３．００４．１０９．７０１１．００Ⅳ安山岩磨石敲石－０．００９４７．５９９７９．８０１１３６６７８Ⅵ９Ｗ２４７
９９０．００５．００９．２０１３．７０－石英斑岩磨石敲石０．１３５５２．４６８５６．６３４１３２６２４Ⅵ８Ｖ２４８
８２７．００５．２０９．５０１０．５０Ⅳ安山岩磨石敲石－１．１２７４５．９５１２８．９３３１３７０７８Ⅵ９Ｗ２４９
６２６．００４．３０８．８０１１．００Ⅳ安山岩磨石敲石－０．２７２４８．５２８４４．３０４１３６１７４Ⅵ８Ｖ２５０
６３１．００４．７０８．７０１０．２０Ⅳ安山岩磨石敲石－０．１４２５４．８９６８．８９２１３３８４５Ⅵ９Ｗ２５１
９０３．００５．５０９．８０１１．００Ⅳ安山岩磨石敲石－０．３５１４７．５９９７９．８０１１３６５９１Ⅵ９Ｗ２５２

１２８
８２９５．５９．７１０．２０Ⅳ安山岩磨石敲石－０．２６９４７．５９９７９．８０１１３６５５３Ⅵ７Ｖ２５３

８５０．００４．７０１０．４０１２．２０－花崗岩磨石敲石０．１８９４７．１２５４２．４７８１３５３６８Ⅵ８Ｖ２５４
９６５．００５．６０１０．４０１０．６０Ⅳ安山岩磨石敲石０．１５７４７．５９９７９．８０１１３６６０８Ⅵ８Ｗ２５５
１０２７．００５．６０１０．６０１１．７０－石英斑岩磨石敲石０．１１６４７．１２５４２．４７８１３５３４５Ⅵ８Ｕ２５６
１０１７．００５．７０１０．１０１２．００－石英斑岩磨石敲石－０．７３８－－１３０７９７Ⅵ９Ｓ２５７

１２９

９１６．００６．００９．３０１０．９０Ⅳ安山岩磨石敲石－１．０２５４３．９８９３９．８８１１３６７１６Ⅵ９Ｗ２５８
８３１．００７．７０８．７０９．４０－砂岩磨石敲石－０．０２１－－１３０８６０Ⅵ８Ｔ２５９
２２７．００４．３０６．８０７．１０－砂岩磨石敲石０．２５７５４．８９６８．８９２１３３７３５Ⅵ８Ｗ２６０
１３３１．００８．４０１０．１０１１．２０－砂岩磨石敲石－４５．９５１２８．９３３１３７１９６Ⅵ９Ｘ２６１
２２０．００２．９０５．２０８．９０－砂岩磨石敲石－０．７８５４７．５９９７９．８０１１３６４１１Ⅵ９Ｗ２６２
９１０．００（２．６０）（１４．６０）（１５．６５）Ⅳ安山岩石皿０．３７７５４．８９６８．８９２１３３７２４Ⅵ８Ｖ２６３

１３０

２８３．６４（３．３５）（９．１５）（９．４０）－砂岩石皿－０．２９６４７．１２５４２．４７８１３５３８１Ⅵ９Ｖ２６４
２１２．７１（２．４０）（７．８０）（１１．２０）－砂岩石皿－０．２８９４８．３５１２４．９１３６８１６Ⅵ９Ｘ２６５
１４００．００（４．２０）（１２．００）（１７．６０）Ⅳ安山岩石皿－０．１１３４７．１２５４２．４７８１３５４６０Ⅵ９Ｘ２６６
２００（２．９）（６．３）（７．３５）砂岩石皿－－－－２６７

１０００．００（３．００）（１５．１０）（１４．００）Ⅳ安山岩石皿－０．０９９４７．１２５４２．４７８１３５４１２Ⅵ９Ｗ２６８
５００．００（３．４０）（５．２０）（１２．６０）Ⅳ安山岩石皿－１．０１９４５．９５１２８．９３３１３７０００Ⅵ９Ｗ２６９
３３００．００７．７５１６．０５２２．８０Ⅳ安山岩石皿－１．０３７４５．９５１２８．９３３１３６９７５Ⅵ９Ｗ２７０

１３１ ２７００．００６．００１５．９０２３．８０－砂岩石皿－０．２５１４７．１２５４２．４７８１３５３７８Ⅵ９Ｖ２７１
６３００５．４２８．７０３４．２０砂岩石皿－０．９９３４７．５９９７９．８０１１３６４５６２７２

７５００．００５．４０３１．８０３０．４０Ⅳ安山岩石皿－０．５２４７．５９９７９．８０１１３６４２２Ⅵ９Ｗ２７３

１３２
１４００．００２．３５１６．３０２１．４０Ⅳ安山岩石皿０．３０９５４．８９６８．８９２１３３７１５Ⅵ８Ｖ２７４
２４００．００４．３０１８．１０２２．７０－砂岩石皿－０．３１４４７．５９９７９．８０１１３６５４８Ⅵ９Ｖ２７５
２９００．００５．７０１５．６０２０．５０Ⅳ安山岩石皿０．０７６５４．８９６８．８９２１３３７２０Ⅵ８Ｖ２７６
１３５０．００１３．８０２０．３０２５．７０－花崗岩石皿－０．１８９４７．１２５４２．４７８１３５４５３Ⅵ９Ｗ２７７

１３３ ２３００．００９．２０２１．２０２３．４０－砂岩石皿－０．５６４８．８３８４３．７６７１３６７９１Ⅵ９Ｗ２７８
３８００．００９．８０１６．６０２２．５０－砂岩石皿－０．４８７４５．９５１２８．９３３１３６９４４Ⅵ８Ｕ２７９
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糸切りヨコナデヨコナデにぶい黄橙にぶい黄橙３．１１１．８坏土師器Ⅱ－Ｂ－５１

１４６

糸切りヨコナデヨコナデにぶい黄橙にぶい黄橙３．７１２．４坏土師器Ⅱ－Ａ－５２

糸切りヨコナデヨコナデ明褐灰褐灰２．７１１．８坏土師器Ⅱ－Ａ－５３

糸切りヨコナデヨコナデにぶい黄橙灰黄褐２．９１２．４坏土師器－－Ｍ－？４

糸切りヨコナデヨコナデにぶい褐灰褐２．８１２．２坏土師器Ⅲａ－Ｂ－２５

糸切りヨコナデヨコナデ橙橙４．２１２坏土師器Ⅱ－Ａ－６６

糸切りヨコナデヨコナデ橙にぶい黄橙１２坏土師器Ⅱ－Ｂ－５７

糸切りヨコナデヨコナデにぶい黄橙にぶい黄橙１３坏土師器Ⅱ－Ｂ－６８

糸切りヨコナデヨコナデにぶい赤褐にぶい橙７．８坏土師器Ⅱ－Ｂ－４９

糸切りヨコナデヨコナデにぶい黄橙にぶい黄橙２．８１４．４坏土師器Ⅱ－Ｂ－６１０

糸切りヨコナデヨコナデにぶい黄橙にぶい黄橙３．１８．８坏土師器Ⅱ－Ｂ－４１１

糸切りヨコナデヨコナデにぶい橙橙８．４坏土師器Ⅱ－Ａ－５１２

糸切りヨコナデヨコナデ灰黄褐灰黄褐８．６坏土師器Ⅱ－Ａ－５１３

糸切りヨコナデヨコナデ灰黄褐灰黄褐１．４８．８坏土師器Ⅱ－Ａ－５１４

糸切りヨコナデヨコナデにぶい黄橙にぶい黄橙９坏土師器Ⅱ－Ａ－５１５

　ヨコナデヨコナデにぶい黄橙にぶい黄橙３．８１４坏土師器Ⅱ－Ａ’－５１６

ヨコナデヨコナデにぶい黄橙にぶい橙２０．８坏土師器Ⅱ－Ｃ’～Ｃ－６
～８１７

糸切りナデナデにぶい黄橙にぶい黄橙１．６７．６皿か土師器Ⅱ－Ｂ－６１８

糸切りヨコナデヨコナデにぶい黄橙にぶい黄橙３．９１５．８坏土師器Ⅱ－Ａ－６１９

ヨコナデヨコナデ灰黄暗灰黄１４皿土師器Ⅱ１１１１４６Ｎ－７２０

ナデナデ浅黄橙浅黄橙底部脚付鉢土師器・瓦質土器－－－２１

糸切り。ゆがみあり。ヨコナデヨコナデにぶい黄橙にぶい黄橙９．２小皿土師器Ⅲａ’１０６３５２Ｑ－７２２

１４７

糸切りヨコナデヨコナデ灰黄褐灰黄褐１．２８．４小皿土師器Ⅰ－Ａ－５２３

糸切りヨコナデヨコナデ浅黄灰黄１．７５．６小皿土師器Ⅲ１００７０４Ｆ－５２４

糸切り後、板状工具による擦
り痕ヨコナデヨコナデにぶい黄橙にぶい黄橙１．８６．４小皿土師器Ⅱ１２０３７８Ｋ－８２５

糸切りヨコナデヨコナデ橙にぶい橙１．１８．２小皿土師器Ⅱ－Ａ’－５２６

糸切りヨコナデヨコナデ明黄褐明黄褐１８．２小皿土師器表－Ａ’－５２７

糸切りヨコナデヨコナデ浅黄橙浅黄橙１．４７．６小皿土師器Ⅲａ’２７８８９Ｒ－６２８

糸切りヨコナデヨコナデにぶい橙浅黄橙９．４小皿土師器Ⅱ－Ａ－５２９

糸切りヨコナデヨコナデにぶい黄橙にぶい黄橙８．２小皿土師器Ⅲａ２５８６５Ｒ－７３０

糸切りヨコナデヨコナデにぶい黄橙にぶい黄橙９．２小皿土師器Ⅱ－Ｂ－６３１

スス付着・いびつ・糸切りヨコナデヨコナデにぶい褐黒褐１．４８．３小皿土師器Ⅱ－Ａ’－５３２

糸切りヨコナデヨコナデにぶい黄橙にぶい黄橙９．６小皿土師器Ⅰ－Ａ－４３３

糸切りヨコナデヨコナデ浅黄にぶい黄橙１．６５５．８小皿土師器Ⅱ１２０３７７Ｋ－２３４

糸切りヨコナデヨコナデにぶい橙にぶい黄橙８．６小皿土師器Ⅱ１０８２１Ｈ－４３５

底部に板状工具による擦痕ヨコナデヨコナデにぶい黄橙にぶい黄橙１．８５８．６小皿土師器Ⅱｂ１０５４４０Ｆ－４３６

糸切りヨコナデヨコナデにぶい黄橙にぶい黄橙１．２８．２小皿土師器Ⅱ－Ｂ－６３７

糸切りヨコナデヨコナデにぶい黄橙にぶい黄橙１．６５．８小皿土師器表－Ａ’－４３８

ヨコナデの
ちミガキ

ヨコナデの
ちミガキ黒黒９．６小皿黒色土器Ｂ類Ⅲａ１１６９７４

１１９９４２
Ｑ－９
Ｒ－９３９

１１Ｃ前半～ミガキミガキ黒黄灰１０．４小皿黒色土器Ｂ類Ⅲａ’１０６４３８Ｐ－８４０

糸切り・底部穿孔かヨコナデヨコナデ浅黄橙浅黄橙１．２６．４小皿土師器Ⅱ－Ｄ－５４１

糸切り・底部穿孔か－－にぶい黄橙にぶい黄橙８．８皿土師器Ⅱ－Ｂ－５４２

急須か何かの蓋。火消し壷で
はない。ナデケズリのち

ミガキ橙橙４．８１０．２９．４完形蓋土師器・瓦質土器Ⅱ１２５７２８Ｕ－９４３

研磨して整形・糸切り－－にぶい黄橙にぶい黄橙０．９６転用紡錘車土師器Ⅱ－Ａ－５４４

整形・糸切り－－灰黄灰黄１．１６．９転用紡錘車土師器表－Ｊ－４４５

スス付着ナデナデにぶい橙にぶい黄羽釜瓦質土器Ⅱ－Ｂ－５４６

１４８

スス付着ケズリナデ。工具
痕にぶい黄橙暗灰黄羽釜瓦質土器Ⅱ－Ｂ－５４７

ナデナデ浅黄浅黄１８．２土鍋か土師器・瓦質土器Ⅱ－Ａ－４４８

スス付着ケズリナデにぶい黄にぶい黄橙３０．４羽釜土師器・瓦質土器表－Ｉ－８４９

スス付着ナデ。工具
痕ナデ。指痕浅黄橙にぶい黄橙焙烙か土師器・瓦質土器表－Ｈ－７５０

スス付着ナデ。工具
痕ナデ。指痕橙橙焙烙か土師器・瓦質土器Ⅱ１０８８４１Ｏ－７５１

ナデ。工具
痕ナデ。指痕浅黄橙浅黄橙焙烙か土師器・瓦質土器表－Ｆ－４５２

直径２．８�×ナデ。指オ
サエ×灰黄褐把手土師器・瓦質土

器？Ⅱ１２８６２１Ｎ－９５３

スス付着ナデナデにぶい赤褐暗褐１４．２小型羽釜薩摩焼Ⅱ－Ｇ～Ｉ－７・８５４

　スリ目ケズリにぶい橙にぶい黄橙３７．４口縁部擂鉢瓦質土器Ⅱ－Ｉ－８５５

１４９

在地（備前の模倣）。１４Ｃ末かナデ。スリ
目

ナデ。指オ
サエ灰灰２４．２口縁部擂鉢瓦質土器表－Ｉ－６５６

　横ナデ指圧痕にぶい褐にぶい黄橙３０．４口縁部擂鉢瓦質土器Ⅲ－Ｃ－７５７

ハケ目ナデオリーブ黒オリーブ黒胴部擂鉢？瓦質土器Ⅱ１１１０５５Ｎ－７５８

ハケ目ナデ灰黄灰３４．４口縁部擂鉢瓦質土器Ⅱ－Ａ－４５９

ナデ。スリ
目ナデ黄灰灰３８口縁部擂鉢瓦質土器Ⅱ１０６５４０Ｓ－８６０

ナデ。ハケ
目。スリ目

ナデ。ケズ
リ。浅黄灰黄底部擂鉢瓦質土器表－Ｒ－５６１

ナデ。スリ
目

ハケ目。ナ
デ浅黄浅黄２５．２口縁部擂鉢瓦質土器Ⅱ１２８５９０Ｌ－９６２

ナデ。スリ
目

ハケ目。ナ
デ灰灰１６．２底部擂鉢瓦質土器Ⅲ－Ｉ－７６３

ナデ。スリ
目

ナデ。ケズ
リ。灰白色灰白色１４．２底部擂鉢瓦質土器表－Ｉ－６６４

神出・魚住ではない。１４Ｃかナデナデ黄灰灰口縁部甕東播磨系須恵器Ⅱ－Ｔ－９６５

神出・魚住ではない。１４Ｃかナデナデ灰～黒黒１９．４口縁部甕東播磨系須恵器Ⅱ－Ｃ－６６６
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内面外面内面外面

突帯接合ありナデナデ浅黄浅黄４９．８口縁部火鉢瓦質土器Ⅰ－Ｃ－３６７

１４９

　ナデナデ黄灰灰胴部火鉢か瓦質土器Ⅲ１０５１８３Ｄ－７６８

　ケズリ。ナ
デ

ケズリ。ナ
デ浅黄橙浅黄橙２４．４底部・脚火鉢瓦質土器Ⅱ２９Ｋ－５６９

スタンプ文ナデナデ灰灰９．６１０．７口縁部～
底部鉢瓦質土器Ⅰ－Ｄ－２７０

中世。口縁部に一部分自然釉
か？

ケズリ。ナ
デナデ灰黒灰２９．４口縁部片口鉢東播磨系須恵器Ⅱ－Ｂ－４７１

１５０

中世。口縁部に一部分イブシ
あり

ケズリ。ナ
デナデ灰黄灰，灰黄２８．６口縁部片口鉢東播磨系須恵器－－－７２

口縁部にイブシありケズリのち
ナデナデ灰暗灰，灰２３口縁部～

胴部片口鉢東播磨系須恵器Ⅱ－Ａ－５
Ｂ－５７３

指頭痕。イブシあり（弱い）
ケズリ。ナ
デ。指オサ
エ

ナデ灰黄暗灰黄，灰黄２８口縁部片口鉢東播磨系須恵器Ⅱ－Ａ’－３７４

自然釉（イブシもありか？）。ケズリ。ナ
デナデ褐灰黒，灰２６．２口縁部片口鉢東播磨系須恵器Ⅱ－Ａ’－５

Ｂ－６７５

Ｃ３・Ｄ類（兵庫津分類）　神
出・魚住ではない
自然釉。口縁部に窯から出す
際に切り離したような跡がみ
られる。１４Ｃ前半

ケズリ。ナ
デナデ灰黒，灰２６．２口縁部片口鉢東播磨系須恵器Ⅱ１１５６８１Ｍ－７７６

少し楕円ぎみか？ケズリ。ナ
デナデ灰灰２５口縁部片口鉢東播磨系須恵器Ⅱ－Ａ－５７７

Ｃ３・Ｄ類（兵庫津分類）　神
出・魚住ではない
自然釉。口縁部に重ね焼きを
剥いだ跡がみられる。１４Ｃ前
半

ケズリ。ナ
デナデ灰黒，灰２４口縁部片口鉢東播磨系須恵器Ⅱ－Ａ－５７８

ケズリ。ナ
デナデ灰灰２６．８口縁部片口鉢東播磨系須恵器Ⅱ－Ａ－４７９

口縁部にイブシありケズリ。ナ
デナデ浅黄灰，浅黄２５．６口縁部片口鉢東播磨系須恵器Ⅱ－Ｂ－６８０

口縁部にイブシありケズリ。ナ
デナデ灰黄灰，灰黄褐２５．２口縁部片口鉢東播磨系須恵器Ⅱ－Ｅ－８８１

口縁部にイブシ？少し楕円ぎ
みか？

ケズリ。ナ
デナデ灰黄灰，灰白２８．６口縁部片口鉢東播磨系須恵器Ⅱ－Ｂ－４８２

ケズリ。ナ
デナデ黄灰灰２１．６口縁部片口鉢東播磨系須恵器Ⅱ－Ａ－５８３

Ｃ３・Ｄ類（兵庫津分類）　神
出・魚住ではない
自然釉。イブシあり。１４Ｃ前
半

ケズリ。ナ
デナデ灰黄暗灰黄２４口縁部片口鉢東播磨系須恵器Ⅱ－Ａ－５８４

自然釉（イブシありか？）。
口縁部内面に焼成時の裂け目
あり。口縁部に窯から出す際
に削った跡あり。

ケズリ。ナ
デナデ灰黒，灰２７口縁部片口鉢東播磨系須恵器Ⅱ－Ａ－５８５

Ｃ３・Ｄ類（兵庫津分類）　神
出・魚住ではない
自然釉。１４Ｃ前半

ケズリ。ナ
デナデ黄灰黒，灰２０．２口縁部片口鉢東播磨系須恵器Ⅲａ１２０２４７Ｏ－９８６

Ｃ３・Ｄ類（兵庫津分類）　神
出・魚住ではない。口縁部に
自然釉か？
わらの痕。１４Ｃ前半

ケズリ。ナ
デナデ灰黒，灰２２．４口縁部片口鉢東播磨系須恵器Ⅱ－Ｂ－５８７

イブシありケズリ。ナ
デナデ灰灰２６．４口縁部片口鉢東播磨系須恵器Ⅱ－Ｂ－５・６８８

口縁部にイブシありケズリ。ナ
デナデ灰白灰黄１９．６口縁部片口鉢東播磨系須恵器Ⅱ－Ａ－５８９

口縁部にイブシありケズリ。ナ
デナデ灰黒褐，灰２４．４口縁部片口鉢東播磨系須恵器Ⅰ

Ⅱ－
Ａ－５
Ｂ－４
Ｂ－５

９０

痛みが激しく外面の調整不明。
底部内面に強いナデあり

ケズリ。ナ
デナデにぶい黄橙にぶい黄橙，黄

灰７．２口縁部～
底部片口鉢東播磨系須恵器Ⅱ－Ｂ－５９１

ケズリ。ナ
デナデ灰灰２５．２口縁部片口鉢東播磨系須恵器Ⅱ－

Ａ－４
Ａ’－５
Ａ－５

９２

イブシありケズリ。ナ
デナデ灰黄灰，灰白２７口縁部片口鉢東播磨系須恵器Ⅱ－Ａ－５９３

口縁部外面に自然釉ケズリ。ナ
デナデ灰黒，灰オリーブ２３口縁部片口鉢東播磨系須恵器Ⅱ－Ｃ’Ｃ－６

～８９４

ナデナデ灰白灰白８胴部～底
部片口鉢東播磨系須恵器Ⅱ－Ａ－５

Ｄ－５９５

ケズリ。ナ
デナデ灰灰２０．６胴部片口鉢東播磨系須恵器Ⅲ－ＣＤ－７９６

内面に施釉ナデナデオリーブ黒灰８胴部～底
部片口鉢東播磨系須恵器Ⅱ１２８６１６Ｎ－９９７

ケズリのち
ナデ

格子目タタ
キ。ナデ灰黄灰黄３９．６口縁部甕樺万丈系須恵器Ⅱ１１１２５４Ｎ－８９８

１５１

全体的にいぶしケズリのち
ナデ

格子目タタ
キ。ナデ灰，灰白灰２４．８口縁部甕樺万丈系須恵器Ⅲａ１１９９３４Ｎ－９９９

ケズリのち
ナデ

格子目タタ
キ。ナデ灰灰黄３５．２頸部～胴

部甕樺万丈系須恵器Ⅱ１１１０６７Ｎ－７１００

神出・魚住ではない。１４Ｃかケズリのち
ナデ

格子目タタ
キ。ナデ灰黄褐黒頸部甕東播磨系須恵器Ⅱ－Ａ’－４１０１

古代の可能性ありナデタタキ。ナ
デ灰灰１９．６口縁部甕須恵器Ⅱ１１３７９４Ｍ－７１０２

ケズリのち
ナデ

格子目タタ
キ。ケズリ。
ナデ

灰白灰底部甕・鉢？須恵器Ⅱ１２８６０９Ｎ－９１０３

中世ケズリのち
ナデ

格子目タタ
キ。ナデ灰黄灰黄２０．８底部甕か須恵器Ⅲａ１２０２４７Ｏ－９１０４

指オサエ。
ナデナデ暗赤褐黒褐１３．６底部甕類須恵器－鉄溝３Ｎ－４・５１０５

　指オサエ。
ナデナデ暗赤褐黒褐６．８底部甕類須恵器Ⅱ１１３７１４Ｎ－８１０６
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内面外面内面外面

アテ具。ナ
デ

タタキ。ナ
デ暗赤褐灰胴部甕類須恵器Ⅱ－Ｐ－９１０７

１５１

アテ具。ナ
デ

タタキ。ナ
デ暗赤褐灰胴部甕類須恵器Ⅱ－Ｐ－９１０８

アテ具。ナ
デ

タタキ。ナ
デ暗赤褐褐灰１８底部甕類須恵器Ⅱ－Ｑ－９１０９

アテ具。ナ
デ

タタキ。ナ
デ灰灰胴部甕か類須恵器Ⅲ－Ｂ－４１１０

アテ具。ナ
デ

タタキ。ナ
デ暗赤褐灰胴部甕類須恵器Ⅱ－Ｑ－９１１１

１２Ｃ末～１３Ｃ初・４型式。自然
釉ナデナデ紫黒灰オリーブ口縁部甕・４型式常滑焼Ⅰ－Ｃ－６１１２

１５２

自然釉がかかるナデナデ褐オリーブ胴部甕常滑焼Ⅰ－Ｃ－２１１３
自然釉がかかるナデナデにぶい褐にぶい褐頸部壺？備前焼Ⅲ１０３２１０Ｂ－４１１４

　ナデ。指オ
サエナデ明褐灰暗褐胴部甕？備前焼Ⅰ－Ｃ－２１１５

破片の張り付きナデ。指オ
サエ

ナデ。指押
さえ褐極暗赤褐２５．６底部甕？備前焼Ⅰ－Ｍ－４１１６

ケズリのち
ナデ

ケズリのち
ナデ赤褐黒褐１２．８底部甕，壷備前焼Ⅰ－Ｈ－３１１７

水田の土。１６Ｃ初ナデ。スリ
目ナデ黒褐灰褐１４底部鉢備前焼Ⅲ－Ｉ－６１１８

種壺？ケズリのち
ナデ

ケズリのち
ナデ赤褐赤褐１４．２底部壺備前焼Ⅰ－－１１９

オチコミ。外面に緑釉がかか
る。内面に釉だれ。中世後半
か

指オサエ。
ナデナデ暗赤褐黒褐１１．８肩部～胴

部壺瀬戸Ⅰ－Ｊ－７１２０

貝目。内外面とも施釉ナデナデ灰オリーブ黒３４．４口縁部甕薩摩焼Ⅱ－Ｃ－６１２１

１５３

貝目。内外面とも施釉ナデナデ暗赤灰暗赤灰１７．２口縁部甕薩摩焼Ⅱ－Ｂ－３１２２
貝目。内外面とも施釉ナデナデ灰灰赤。灰１２口縁部甕薩摩焼Ⅱ－Ｃ－５１２３
外面に施釉ナデナデ灰暗赤灰。灰胴部甕薩摩焼Ⅲ－Ｇ－６１２４
貝目。内外面とも施釉ナデナデ灰灰赤３３口縁部鉢薩摩焼Ⅱ－Ｃ－６１２５

内外面とも施釉ナデ。スリ
目ナデ灰赤。灰オリーブ黒３４．８口縁部擂鉢薩摩焼Ⅰ－Ｎ－６１２６

１８Ｃナデ。スリ
目ナデオリーブ黒オリーブ黒２４．６口縁部～

胴部擂鉢薩摩焼Ⅰ－－１２７

内外面とも施釉ハケ目。ナ
デナデオリーブ黒オリーブ黒２９．２口縁部鉢薩摩焼Ⅱ－Ｇ・Ｉ－７・８１２８

貝目。内外面とも施釉ナデ。スリ
目ナデ赤灰灰オリーブ２８口縁部擂鉢薩摩焼Ⅱ１１３７３６Ｍ－７１２９

内外面とも施釉ナデナデオリーブ黒オリーブ黒２９．８口縁部鉢薩摩焼Ⅰ－Ｊ－５１３０
貝目。内外面とも施釉ナデナデ灰オリーブオリーブ黒５．７３４口縁部蓋薩摩焼Ⅲ－Ｇ－６１３１

内外面とも施釉ナデケズリ。ナ
デ灰オリーブオリーブ黒４．２１８．４口縁部蓋薩摩焼Ⅰ－Ｃ－２１３２

内外面とも施釉。薩摩焼では
ない可能性大。ナデナデオリーブ黒オリーブ黒６口縁部瓶薩摩焼か？Ⅱ１１０７４６Ｍ－７１３３

１７Ｃ　苗代川。内外面とも施
釉

アテ具。ナ
デナデオリーブ黒オリーブ黒１０．２口縁部～

胴部鉢薩摩焼Ⅲａ１１５６８８Ｍ－７１３４

１７Ｃ　苗代川。内外面とも施
釉

アテ具。ナ
デナデオリーブ黒黒褐９．６口縁部～

胴部鉢薩摩焼Ⅰ－－１３５

元立院か？。内面のみ施釉ナデケズリのち
ナデ黒オリーブ褐９底部碗薩摩焼（元立院

か？）Ⅰ－Ｇ－２１３６

内外面とも施釉ナデナデ黒黒１０．４口縁部碗薩摩焼Ⅱ－Ｇ・Ｈ・Ｉ－
７・８１３７

龍門司か？。内外面とも施釉ナデナデ黄褐黄褐８．２胴部碗
薩摩焼（加治木・
姶良系。龍門司
か？）

Ⅱ－Ｃ－７１３８

内外面とも施釉ナデナデ浅黄浅黄５．２底部碗白薩摩Ⅰ－Ｊ－８１３９
朝鮮軟式陶器の可能性あり。
底部に墨。内外面とも施釉ナデケズリのち

ナデ灰白灰白４底部碗白薩摩Ⅱ－Ｂ－５１４０

龍門司か？。糸切り痕。見込
みに目あと。内面施釉。外面
部分的に釉だれ

ナデナデ黄褐にぶい褐２．４４．１９．５口縁部～
底部皿

薩摩焼（加治木・
姶良系。龍門司
か？）

Ⅲａ’－Ｔ－９１４１

外面に施釉ナデナデ灰灰１６．６１３．６口縁部蓋薩摩か？Ⅰ－Ｈ－５１４２
上面に重ね焼の痕跡あり。外
面に施釉ナデナデにぶい赤褐暗オリーブ褐１４．４１１．６口縁部蓋薩摩か？Ⅰ－Ｈ・Ｉ－６・７１４３

上面に重ね焼の痕跡あり。外
面に施釉ナデナデにぶい赤褐黒褐９．６７口縁部蓋薩摩か？Ⅱ－Ｕ－９１４４

外面に施釉ナデナデ灰黒褐８．４６口縁部蓋薩摩か？Ⅲａ’－Ｍ－８１４５

外面に施釉ナデナデ黄褐黄褐６肩部～胴
部瓶龍門司か？Ⅱ－Ｃ－８１４６

内外面とも施釉ナデナデオリーブ黒オリーブ黒７．２口縁部瓶薩摩Ⅲｂ１１３１６Ｉ－５１４７
外面に施釉。口の内部に釉薬
が流れ込んでいる。タメ口。
穴３つ

灰。オリーブ黒オリーブ黒注口部土瓶薩摩Ⅰ－Ｉ－５１４８

内面に施釉。外面に釉だれナデナデにぶい赤褐にぶい赤褐１４底部土瓶（脚）薩摩か？Ⅲａ’－Ｑ－７１４９
波佐見か１７後半～１８Ｃ　くら
わんか手以前　輪花口縁

スノウホワイト・
青磁

スノウホワイト・
藍

口縁部～
胴部大皿・鉢青磁染付Ⅱ一括Ｃ－７１５０

１５４

　うす水うす水１６．２口縁部～
胴部椀Ⅰ－Ｃ－２１５１

　うす水ミストグリーン１５．２口縁部～
胴部椀肥前Ⅱ１１５９２１Ｏ－７１５２

染付・蛇の目釉剥ぎ後鉄釉・
線刻文様。高台ケズリ

スノウホワイト・
藍・焦茶

スノウホワイト・
藍・焦茶底部皿染付一括Ｉ－７１５３

肥前色絵（赤・緑）。１７Ｃスノウホワイトスノウホワイト・
ラッカーレッド・緑

胴部～底
部碗肥前Ⅱ一括Ｃ－７１５４

肥前１６末～１７初。胎土目回転ケズリ
キャメル・オリー
ブドラブ・シダー
グリーン

キャメル・オリー
ブドラブ・シダー
グリーン

口縁部～
底部碗肥前（唐津）Ⅱ一括Ｊ－８１５５

砂目藍白藍白７．８５１０．２口縁部～
底部椀肥前（染付）Ⅰ－Ｅ－２１５６

口縁部～筒形椀肥前Ⅱ１１３８５６Ｍ－７１５７
肥前（京風）・鉄絵（１７世紀
初～１８世紀前）

回転ケズリ，
ロクロナデ

ペールベージュ・
ハニースィート

ペ ー ル ベ ー
ジュ・ブロンズ底部碗肥前（京風）Ⅰ一括Ｎ－６１５８

１９Ｃ在地・内面に足付ハマ痕
４ヶ所

アイボリホワイト・
シルバーグレイ

アイボリホワイ
ト・紺青皿染付Ⅰ１０４１１５Ｇ－７１５９

高台畳付以外全施釉。底部に
「○○生○」，唐草文。灰白色灰白色４．８底部碗染付Ⅰ－Ｍ－４１６０

内面全面・外面腰部まで施釉。
釉薬：灰黄。見込みに目跡灰黄にぶい赤褐４．２１１．６口縁部～

底部皿肥前（唐津）Ⅰ－Ｉ－３１６１
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内面外面内面外面

内外面とも施釉黄褐黄褐胴部肥前Ⅱ－Ｘ－９１６２

１５４

全体的に施釉ミストグリーンミストグリーン１４．２口縁部口折れ皿肥前青磁Ⅱ？－１６３

底部露呈灰オリーブ灰オリーブ口縁部～
底部辺り肥前（唐津）Ⅲａ’－Ｍ－８１６４

ゆがみ大。１７Ｃ前半。砂目灰白灰白３４．６１１．８口縁部～
底部皿染付Ⅱ－Ｃ－６１６５

内面全面・外面腰部まで施釉。
釉薬：灰黄灰黄にぶい赤褐４．４胴部～底

部碗肥前（唐津）Ⅱ１１９４７０Ｍ－８１６６

近代か？ミストグリーンミストグリーン胴部碗青磁？Ⅱ１２１１０９Ｋ－９１６７

灰白灰白口縁～底
部蓋肥前？Ⅲｂ１１３６２Ｉ－５１６８

藍白藍白９口縁部～
胴部椀初期伊万里Ⅱ１２８６２７Ｏ－９１６９

１５５

藍白藍白４．６８口縁部～
底部筒形椀肥前Ⅱ－Ｇ～Ｉ－７・８１７０

雁文かミストグリーンミストグリーン４．８底部椀肥前Ⅱ－Ｂ－５１７１

内外ともに施釉。タコ唐草文。藍白藍白１．９７口縁部～
底部小皿肥前表－Ｂ－３１７２

染付絞り痕ロクロナデスノウホワイト・シ
ダーグリーン

ブルーウォッシュ
・シダーグリーン

口縁部～
頸部瓶染付Ⅱ一括Ｃ－７１７３

１７Ｃ初頭藍白藍白底部皿瀬戸Ⅲ－Ｅ－５１７４
内外面とも施釉。海で拾って
きたか，転用して何かに使っ
ている

ナデナデ褐褐壺の把手陶器Ⅱ１１１１７３Ｎ－７１７５

口唇から内面のみ施釉灰白灰白１．３５１．４４．８底部紅皿Ⅰ－Ｍ－６１７６

全面施釉灰白灰白７．７口縁部蓋？Ⅲ－Ｂ－５１７７
内面から外面腰部まで施釉。
釉薬：灰黄。玉縁淡黄・灰黄淡黄・灰黄１６．８口縁部碗白磁Ⅲａ１０１３４５Ｑ－７１７８

１５６

内面と外面腰部まで施釉。玉
縁灰白灰白１５．８口縁部碗白磁Ⅱ一括Ｃ－８１７９

全面施釉。１０６４１２と接合。玉
縁灰灰口縁部碗白磁Ⅱ１０６４１１Ｇ－７１８０

内面全面施釉。外面腰部まで
施釉。玉縁灰白灰白口縁部碗白磁Ⅲ－Ｉ－６１８１

内面全面施釉。外面腰部まで
施釉。玉縁灰白灰白口縁部碗白磁Ⅱ一括Ｐ－９１８２

内面施釉。外面腰部まで施釉。
釉薬：灰白。底部にケズリ灰白灰白７底部碗白磁Ⅱ一括Ｔ－９１８３

釉薬：灰白。底部にケズリ灰黄・浅黄灰黄・浅黄・灰
白７底部碗白磁－－－１８４

全面施釉。釉薬：灰白。端反
り縁灰白灰白口縁部碗白磁Ⅱ一括Ｑ－９１８５

口縁部以外全面施釉。口禿。
釉薬：灰白灰白灰白口縁～胴

部碗白磁Ⅱ－Ｂ－５１８６

口縁部以外全面施釉。口禿。
釉薬：灰オリーブ灰白灰白１４．６口縁～胴

部碗白磁Ⅰ一括Ａ－５１８７

１４Ｃ。見込みにスタンプ。底
部にケズリ灰白灰白５底部碗白磁－－Ｃ－３１８８

外面中位から下に施釉。見込
みに目跡。釉薬：灰オリーブ。
底部にケズリ

灰白灰白・灰オリー
ブ５．５胴部～底

部碗白磁－－Ｆ・Ｇ－２６１８９

高台内部以外全面施釉。透明
釉，灰白色。見込みにカキ目。
底部にケズリ

灰白灰白５．４底部碗白磁Ⅲａ１２０２４７Ｏ－９１９０

底部以外全面施釉。釉薬：灰
オリーブ灰白灰白・灰オリー

ブ２．８３．２１０．６口縁部～
底部皿白磁　Ⅵ－１ａⅡ１２７７６３Ｔ－９１９１

口禿。釉薬：オリーブ灰灰白灰白１１．２口縁部皿白磁Ⅰ－Ａ’－５１９２

口禿。釉薬：灰白灰白灰白１０．２口縁部皿白磁Ⅱ１１１１０９Ｎ－７１９３

全面施釉。釉薬：灰白灰白灰白５．５底部皿白磁Ⅱ－Ａ－４１９４
森田Ｄ類（１５Ｃ）外面高台畳付
内面以外施釉。釉薬：灰白。
底部にケズリ。釉に細かい貫
入を多く伴う。

灰白灰白２．７４．２１０．７口縁～底
部皿白磁－－－１９５

 江流域窯。１５Ｃ３�４～４�
４。底部に墨書灰白灰白４．４底部割高台白磁ⅠＡ－６１９６

全面施釉、砂粒付着（目跡）
福建省（ 州窯）。釉薬：灰白。
１６Ｃ

灰白灰白３．１６．３１２口縁～底
部皿青花Ⅰ－Ｎ－６１９７

畳付高台以外全施釉。釉薬：
灰白。景徳鎮灰白灰白１１１９．４口縁部～

底部皿白磁（景徳鎮）Ⅱ－Ａ’－６１９８

徳化窯産か。口禿。透明釉。
１３～１４Ｃ代。型打ち灰白灰白３．３７．２１１口縁部～

底部碗白磁Ⅱ－Ａ’～Ｂ－
５・６１９９

内面見込以外全面施釉。釉薬：
明緑灰色灰白灰白・明緑灰４．２４．２９．２口縁部～

底部碗白磁Ⅰ－Ｌ－６２００

溝縁状口縁灰黄灰黄１２．８口縁～胴
部碗白磁Ⅰ－Ｍ－４２０１

全面施釉。見込み釉剥ぎ。釉
薬：灰白灰白灰白１１．２口縁～胴

部碗白磁Ⅱ一括Ｑ－９２０２

外面のみ施釉。１２～１３Ｃか？ケズリクシ目黄褐黄褐６．６口縁～胴
部合子の身白磁Ⅱ－Ｂ－５２０３

外面に蓮弁文。底部釉剥ぎ裏葉裏葉７．３４．３１５口縁部～
底部椀青磁Ⅱ－Ａ－７２０４

１５７

外面に鎬蓮弁文ブロンズブロンズ５．８口縁部～
底部椀青磁Ⅲａ４３６３Ｋ－４２０５

鎬蓮弁文オリーブグリーンオリーブグリーン１４．８口縁部椀青磁Ⅱ－Ｂ－６２０６

外面に鎬蓮弁文。ハケ目オリーブグリーンオリーブグリーン１５．８口縁部椀青磁Ⅰ一括Ｍ－４２０７

外面に鎬蓮弁文モスグリーンモスグリーン１８．１口縁部～
胴部椀青磁Ⅲａ１９１９７Ｃ－２２０８

外面に鎬蓮弁文。二次焼成。
直口縁裏葉裏葉１６口縁部椀青磁Ⅲ１０１７６５Ｇ－６２０９

全体的に施釉。二次焼成。底
部にケズリミストグリーンミストグリーン５．２底部椀青磁－－ＯＰ－６２１０

外面に鎬蓮弁文。底部にケズ
リ。底部に目跡裏葉裏葉６．８底部椀青磁Ⅰ－Ｊ－５２１１

外面に線蓮弁文。見込みにス
タンプ（古林？）モスグリーンモスグリーン５．２底部椀青磁Ⅰ－Ｔ－６２１２

外面に蓮弁文モスグリーンモスグリーン１４口縁部椀青磁Ⅰ－Ｌ－５２１３
施釉。底部にケズリ。底部に
朱墨文字。１２Ｃ後半かスレートグリーンスレートグリーン５．２底部椀青磁Ⅰ－Ｎ～Ｐ－４２１４
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内面外面内面外面

施釉。稀少なもの（上物）。Ｆ
期。端反り口縁スレートグリーンスレートグリーン１３口縁部坏Ⅲ　１類青磁Ⅱ－Ｂ－５２１５

１５７

外面に蓮弁文ミストグリーンミストグリーン１３．３口縁部椀青磁Ⅰ一括Ｍ－４２１６

画花文ミストグリーンミストグリーン２０．２口縁部椀青磁－－－２１７

画花文裏葉裏葉１６．６口縁部椀青磁Ⅱ－Ｂ－６２１８

見込みにスタンプ。底部ケズ
リ。目跡ろくしょうろくしょう５．６底部椀Ⅳ青磁Ⅱ一括Ｉ－８２１９

内外面とも施釉。見込み釉剥
ぎ。底部ケズリ。目跡ろくしょう裏葉７底部皿青磁Ⅲ－Ｇ－６２２０

内外面とも施釉。底部釉剥ぎ。
ケズリ裏葉裏葉５．６脚部坏か？青磁Ⅲａ１２０２４７Ｏ－９２２１

内面外面とも施釉。外面は蓮
弁文か。底部ケズリモスグリーンモスグリーン５底部椀青磁Ⅰ－－２２２

内外面とも施釉。端反り口縁ろくしょうろくしょう１６．８口縁部碗青磁Ⅰ－Ｍ－５２２３

１５８

福建か？と言われている（手
塚，亀井氏）。Ｇ期。内外面と
も施釉。端反り口縁

オリーブドラブオリーブドラブ１０．６口縁部碗青磁Ⅱ－Ｃ－７２２４

全体的に施釉。口折れ坏ブロンズブロンズ１２口縁部～
胴部坏Ⅲ－３ａ青磁－一括Ａ－４２２５

内面施釉。外面ケズリ。Ｇ期油灰汁９．６底部碗青磁Ⅱ－Ｃ’Ｃ－６～
８２２６

内面施釉。外面ケズリ。Ｇ期ミストグリーンミストグリーン５底部碗青磁Ⅱ－Ｂ－５２２７

内外面とも施釉。見込み蛇の
目釉剥ぎ。底部ケズリスレートグリーン枯草５．４底部椀か？青磁Ⅲａ’－Ｕ－１０２２８

全体的に施釉。内面に沈線ろくしょうろくしょう２４口縁部盤青磁Ⅲａ’－Ｕ－８２２９

口折れ坏。全面施釉。見込み
に花弁状ヘラガキ。１３Ｃ中頃
～１４Ｃ初

オリーブドラブオリーブドラブ１２．８口縁部坏Ⅲ　－３
ｂ類青磁Ⅱ－Ａ－３２３０

口折れ坏。全面施釉。オリーブドラブオリーブドラブ１４．２口縁部坏Ⅲ　－３
ａ類青磁Ⅱ－Ａ－４２３１

口折れ坏。内面，外面とも施
釉オリーブドラブオリーブドラブ口縁部坏Ⅲ　－３

ａ類青磁Ⅱ一括Ａ－４２３２

口折れ坏。全体的に施釉。内
面に花弁状ヘラガキろくしょうろくしょう口縁部～

胴部
坏Ⅲ　－３
ｂ類青磁Ⅱ一括Ｈ－５２３３

内外とも施釉。内面に雷文。
１５Ｃ　３�４～４�４ナイルブルーナイルブルー７．６口縁部稜花皿青磁Ⅱ１１３７２５Ｎ－７２３４

全体的に施釉ろくしょうろくしょう１２口縁部～
胴部稜花皿青磁Ⅰ－Ｏ－５２３５

内外面とも施釉。１５Ｃ後半スレートグリーンスレートグリーン１０．４口縁部～
胴部稜花皿青磁Ⅱ１１５４２１Ｎ－７２３６

内外面とも施釉。外面に蓮弁
文。内面蓮弁文か？型つくり
か？

ミストグリーンミストグリーン１３．２口縁部稜花皿青磁Ⅰ－Ｏ－５２３７

型づくりか？全面施釉。内外
とも蓮弁文裏葉裏葉口縁部稜花皿青磁Ⅱ１１３８１４Ｍ－８２３８

白磁と青磁の判別不能（２３１と
類似。青磁か？）。見込み蛇
の目釉剥ぎ。朱色付着。底部
ケズリ。（Ｆ～）Ｇ期，（南宋末
～）元

うす水・
キャロットオレンジ鳥の子６．２底部碗磁器Ⅱ－Ｑ－９２３９

内面施釉。外面腰部まで施釉。
ジグザグ状点描文。底部ヘラ
切り。同安窯系。１２Ｃ中～後半。

ミストグリーンミストグリーン４．８底部皿Ⅰ－１ｂ
類青磁Ⅱ一括Ｒ－４２４０

初期高麗か。内外面施釉。砂
目。目跡。１１Ｃ後半～１２Ｃ油油４．８底部碗高麗青磁Ⅱ－Ａ－３２４１

初期高麗か。内外面施釉。目
跡。胎土目。１１Ｃ後半～１３Ｃパウダーブルーパウダーブルー４．８底部碗高麗青磁Ⅰ－Ａ－４２４２

初期高麗か。内外面施釉。目
跡。胎土目。１１Ｃ後半～１２Ｃ油油４底部碗高麗青磁Ⅱ－Ｃ－５２４３

内外面とも施釉モスグリーンモスグリーン９．４胴部碗か？青磁Ⅱ６５５７Ｐ－７２４４

内面施釉。中世。鉢などの可
能性あり。ケズリ枯草灰黄１１．３底部碗か？青磁Ⅱ２６８１０Ｑ－６２４５

内外面とも施釉。二次焼成。
中世モスグリーンモスグリーン２０．６胴部耳付壺青磁Ⅰ－Ｕ－６２４６

１５９

頸部径３．２�。全体的に施釉オリーブドラブオリーブドラブ頸部長口瓶青磁Ⅱ－Ｂ－６？２４７

頸部径２．７�。内外面とも施
釉。１５Ｃ後半オリーブドラブオリーブドラブ頸部長口瓶青磁Ⅱ－Ｃ－６２４８

内外とも施釉オリーブドラブオリーブドラブ１０口縁部壺青磁Ⅱ－Ｃ－８２４９

梅瓶か？外面施釉。文様有り灰白ライトミントグリーン胴部壺青磁Ⅲｃ－Ｋ－４２５０

箱形。外面施釉。内面ナデ。
「王か？玉か？五か？」ミストグリーンミストグリーン不明（箱形）青磁Ⅰ－Ｃ－３２５１

外面施釉。中世オリーブイエローろくしょう頸部壺輸入陶器Ⅱ－Ｑ－５２５２

見込部に墨書（足利様式の花
押か）。外面施釉。底部に砂
目。１５Ｃ頃。

クリームイエロー・
ベージュオリーブイエロー５．６底部香炉（三脚）青磁Ⅱ

Ⅲａ
１１３８１９
１２０２４７

Ｍ－８
Ｏ－９２５３

内外面とも施釉。１５Ｃ後半裏葉裏葉５口縁～胴
部聞香炉青磁－？Ｑ－８２５４

集石２。外面施釉。ロクロ作
り。底部にヘラケズリ，ＳＤ－１ベージュモスグリーン２．５底部瓶か小壺青磁Ⅰ溝２１Ｉ－３２５５

口唇部に目跡。中世油油２２．８口縁部盤輸入陶器Ⅲａ４１５１Ｋ－４２５６

１６０

内面施釉。中世ミストグリーンローズストーン３０．６口縁部盤輸入陶器Ⅱ－Ｃ－５２５７

口唇部と内面に施釉。中世ミストグリーンローズストーン２５口縁部盤輸入陶器Ⅰ－Ｃ－２２５８

口縁部内面に２条の突帯あり。
中世ラセットゴールド灰汁２０．３口縁部鉢輸入陶器Ⅱ－Ａ’－４２５９

内面外面ともに施釉。二次焼
成。中世小麦色モスグリーン１９胴部壺輸入陶器Ⅱ１２８６３９Ｐ－９２６０

泉州（晋江）磁 窯。内面に
鉄絵灰白にぶい褐４３底部盤輸入陶器Ⅰ－Ｃ－７２６１

中世にぶい黄橙オリーブ褐頸部～肩
部～胴部耳付壺輸入陶器－イコウ

３９３Ａ－５２６２

外面施釉。耳部欠損。中世にぶい褐黒褐肩部耳付壺輸入陶器Ⅲ－Ｇ－６２６３

内面緑釉がかかる。２６８と同一
個体か？ケズリ灰オリーブにぶい褐底部盤輸入陶器Ⅰ－Ａ－５２６４
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備　考
調整色調胴径

（�）
器高
（�）

底径
（�）

口径
（�）部位器種種別層取上

番号出土区№挿図
内面外面内面外面

産地不明。瓦質土器に類似ケズリのち
ナデ

ケズリのち
ナデ灰黄黄灰底部輸入陶器Ⅱ－Ａ－６２６５

１６０

口縁部に重ね焼き目跡。内外
面施釉。中世油油１２口縁部壺輸入陶器Ⅰ－Ｈ－２２６６

口縁部に目跡。内外面施釉。
中世油油９．４口縁部壺輸入陶器Ⅲｃ－Ｋ－４２６７

福建・広東。内面鉄釉か？。
中世ナデナデにぶい褐にぶい黄１２底部壺輸入陶器Ⅱ１１３７２６Ｎ－７２６８

（晋江）磁 窯系。福建。クリ
アな緑釉が内面と外面の一部
にかかる。内面の突帯は後付
け。２６８と同一個体か？。１２
～１３Ｃ

にぶい黄褐，オ
リーブ灰にぶい褐口縁部盤輸入陶器Ⅱ－Ａ’－４２６９

染付（青花）・碁笥底（ 州
窯系青花寿文皿１５後半～１６）。
焼きつぎあり。底部ケズリ。

オイスター・琥
珀・薄水

オイスター・琥
珀・藍２．３５９．４５完形皿青花―表採―２７０

１６１

染付（青花）・碁笥底。景徳鎮。
外面に芭蕉文。底部ケズリ

パールホワイト・
薄葉

パールホワイト・
藍２．９２．９１０．２皿皿青花―２９８０―２７１

景徳鎮。見込みに洞窟の陰で
僧が読経。底部外面に「大明
年製」

藍白藍白４．６底部椀青花Ⅰ－Ｏ－５２７２

 州窯。見込みに「福」文。
目跡。底部ケズリ裏葉裏葉５．６底部椀青花Ⅰ－Ｋ－２２７３

景徳鎮。ホラ貝蓮子文裏葉裏葉５底部椀青花Ⅰ１１１１７７Ｎ－７２７４

 州窯。見込みに「寿」文。
碁笥底。底部ケズリ。目跡ミストグリーンミストグリーン４．２底部皿青花－－Ｉ－７２７５

 州窯。染付後施釉。見込み
に「寿」文。底部ケズリ。１６
Ｃ

サローサロー６．４底部皿青花Ⅰ－Ｉ・Ｊ－４・５２７６

景徳鎮オイスター・サ
ローオイスター・濃藍２．１底部蓮子椀青花Ⅰ一括Ｃ－３２７７

景徳鎮。見込みに「寿」文。
砂目藍白藍白２．３５．８１０口縁～底

部皿青花Ⅱ１１２７７４Ｍ－７２７８

１６２

 州窯。福建広東方向。１６～
１７Ｃサローサロー１２．２口縁部椀青花Ⅰ－Ａ’－４２７９

景徳鎮ミストグリーンミストグリーン１１．８口縁～胴
部椀青花Ⅰ－Ｓ－６２８０

景徳鎮。碁笥底。外面に芭蕉
文藍白藍白３．２底部皿青花Ⅱ１１３８７３－２８１

景徳鎮藍白藍白口縁部椀青花Ⅱ－Ｌ－９２８２

景徳鎮。底部外面に画福文。
１６Ｃ末～１７Ｃ初アイボリホワイトアイボリホワイト７．８底部皿青花Ⅱ－Ｃ－７２８３

景徳鎮、玉取獅子スノウホワイト・藍スノウホワイト・紺
青

口縁～底
部稜花皿青花Ⅲ一括Ｉ－７２８４

内外面とも施釉。外面に文様藍白藍白胴部皿か？青花か？ⅠＣ－６２８５

染付（芙蓉手）－－パールホワイト・
藍白

パールホワイト・
藍口縁部端反り大皿青花Ⅰ一括Ｅ－２２８６
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備　考
重量
（�）

最大厚
（�）

最大幅
（�）

最大長
（�）

名称種別層取上番号出土区№挿図

９１．３５１．５４．３土錘土製品Ⅰ・Ⅱ－Ｉ－３２８７

１６２

４０．８５１．１５土錘土製品Ⅱ－Ｂ－６２８８
５．６１．２１．２４．９土錘土製品－－－２８９
４．４１１．２４．２土錘土製品Ⅲｂ８６２０Ｈ－４２９０
１．４０．８０．８２．４土錘土製品Ⅱ－Ｂ－６２９１
２１．３１２．３土錘土製品Ⅱ３０１４２Ｆ－３２９２
紡錘車の軸か？透明釉がかかる８０．９２．９１．９穿孔円盤形製品磁器Ⅲ－Ｈ－６２９３

１８．６１．４５３．４３．７メンコ土製品Ⅰ－Ｉ－５・６２９４
外面に数条の溝あり。鉄滓付着１３００５．２１２．１１３．５羽口土製品－中近世集石８Ｊ－４２９５

１６３
ガラス質付着。被熱１０００３１０．４１６．４羽口土製品Ⅱ１１５４１３Ｎ－７２９６
鉄滓付着６００３１５．６９．７羽口土製品－大溝石列８Ｋ－５２９７
指押さえ。口縁部肥厚２００２．７８．２６．５羽口土製品－大ミゾＪ－７２９８
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備　考
重量
（ｇ）

最大厚
（ｃｍ）

最大幅
（ｃｍ）

最大長
（ｃｍ）

石材名称種別層取上番号出土区№挿図

ＳＤ－５－Ａ７０３．２３．８６．６メノウ・玉ずい火打石石製品－溝２６－Ａ－２９９

１６４
稜線は使用によってほとんどつぶれている３０２．７３．２３．９メノウ・玉ずい火打石石製品－大ミゾＩ－８３００
割れた火打石。テツミゾ５２５１．６３．１４．９メノウ・玉ずい火打石石製品－溝１６Ｍ－４・５３０１
テツミゾ６３４０５．９７．３８．２メノウ・玉ずい火打石石製品－溝１５－３０２
敲打３６００９．３５１８．７１７．７砂岩金床石石製品－－－３０３

１６５
敲打。塚西側土坑３４００１２１２．５１８．１砂岩金床石石製品－ｔ－１

イコウ３１６０Ｔ－１３０４

敲打１２４８１０７．２１０．５凝灰岩金床石か？石製品－近世集石Ｂ－９Ｍ－４３０５
敲打１０５０７．１７．２１５．１砂岩金床石か？石製品－－－３０６
敲打１０４００７．６２５．９３９．４砂岩金床石か？石製品－土坑９８Ｍ－７３０７

１６６
敲打６４００９．２２８．６２０．５安山岩金床石石製品－土坑９８Ｍ－７３０８

４２５６．３５．９１２．１砂岩砥石石製品－大ミゾＩ－８３０９

１６７
天草砥石（木目石・リソイダイト）１５０３．３３．７７．１無斑晶流紋岩砥石石製品－大溝石列１１Ｋ－５３１０

１００．５１．９５．１シルト質頁岩砥石石製品－大ミゾＩ－８３１１
天草砥石（木目石・リソイダイト）。ＳＤ－２－Ａ５６０４．６８１２．４無斑晶流紋岩砥石石製品－溝２２－Ａ－３１２
イコウ１１７４６６１．２４．１７．８砂岩砥石石製品－大型土坑３Ｎ－７３１３
イコウ１１７４１３８０５．８１２１１．８砂岩砥石石製品－大型土坑３Ｎ－７・８３１４

１６８
ＳＤ－５－Ｂ－５９０５３１１．４１５．６砂岩砥石石製品－溝２６－Ｂ－５－３１５
天草砥石（木目石・リソイダイト）４３０３．１５．３１６．２無斑晶流紋岩砥石石製品－大ミゾＩ－８３１６
数条のミゾあり。天草砥石（木目石・リソ
イダイト）。ＳＤ－３。３７５５．３７．４８．１無斑晶流紋岩砥石石製品－溝２４－３１７

舟形４３４．９７．２８．９軽石舟形石製品軽石製品－大ミゾＪ－７３１８

１６９
数条のミゾあり３５３．１６．３８軽石有溝石製品軽石製品－大ミゾＩ－７３１９
円盤形穿孔０．８１．１３．９３．２軽石有孔石製品軽石製品－大ミゾＪ－７３２０
楕円１５２．２２．５５．１軽石楕円形石製品軽石製品－大ミゾＩ・Ｊ－７３２１
楕円０．９１．５３．２５．５軽石楕円形石製品軽石製品－大ミゾＩ－８３２２
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最大厚
（�）

最大幅
（�）

最大長
（�）

名称種別層取上番号出土区№挿図

０．４４．３２２鎌鉄器Ⅱ－Ｂ－５３２３

１７０

鉄鍋片か。－３４．３鋳造板状製品片鉄器Ⅱ－Ｘ－９３２４
０．２１．２３．２刃物（刀子か）鉄器Ⅱ１４６０３Ｔ－８３２５
０．３１．３２．６刀子か？鉄器Ⅰ－Ｄ－５３２６

復元長１４㎝０．２２．４（１４）刃物（小刀か）鉄器Ⅱ－Ｂ－５３２７
０．４１．７３．３刀子か？鉄器Ⅲｂ８０７０Ｇ－５３２８
０．４２．１３．７刀子か？鉄器Ⅰ－Ａ－５３２９

テツ口Ｇ－２３．５刀子か？鉄器－大型土坑１Ｑ－５３３０
０．２２．４５．６刃物（小刀か）鉄器Ⅱ－Ｘ－８３３１
０．２２．２６刃物（小刀か）鉄器Ⅱ－Ｃ－７３３２
０．３１．５４和ばさみ？刀子の柄？鉄器Ⅱ－Ａ’－４３３３

「なかご」か？０．３１．９４．２刃物（小刀か）鉄器Ⅲａ’－Ｖ－９３３４
０．５３．１６．９和ばさみ鉄器Ⅱ－Ｂ－４３３５

「のみ」か「たがね」か。７号住居横の落ち込み０．７１．２５．３くさび形製品鉄器Ⅰ－Ｘ－８３３６
－２．８４．５「かんな」か？鉄器Ⅱ－Ａ’－５３３７
鉄器片。鉋（やりがんな）か？。イコウ１１７４０．３１．２３「かんな」か？鉄器－大型土坑３－１０２Ｎ－７３３８
用途不明０．７１．７８．９短冊形有孔板状製品鉄器Ⅰ－Ｈ－７３３９
用途不明０．３１．８４．６短冊形有孔板状製品鉄器Ⅱ－Ｗ－９３４０
用途不明２２．３７．４くさび形製品鉄器Ⅰ－Ｋ－４３４１
用途不明０．５１．８８．１短冊形板状製品鉄器Ⅲａ’－Ｕ－９３４２
用途不明０．５２．７６．２箱形製品鉄器Ⅱ－Ｕ－９３４３
刀子の可能性あり０．６２５．６短冊状製品鉄器Ⅰ－Ａ－６３４４
青銅製の可能性あり。２枚の板状製品を組み合わせたもの０．４１．４４箱形製品か鉄器？Ⅱ－Ｂ－６３４５
用途不明０．８０．７７環状製品鉄器－－－３４６

１７１

用途不明１．４１．３２．８環状製品鉄器Ⅱ１１３７５３Ｍ－７３４７
用途不明０．５１．４２．４環状製品鉄器Ⅱ１１３８３７Ｍ－７３４８
薬莢に類似－１２．７筒形製品鉄器Ⅱ－Ｖ－８３４９

－１．３４．５筒形製品鉄器Ⅱ－Ａ’－４３５０
鉄鍋片か。１．６４．６７．６鋳造板状製品片鉄器Ⅱ－Ｂ－５３５１

１．１４．９６．６鉄鍋鉄器Ⅱ－Ａ－３３５２
鉄鍋片か。１３．２５．１鋳造板状製品片鉄器Ⅰ・Ⅱ－Ｆ－２３５３
鉄鍋片か。０．８４．８３．３鋳造板状製品片鉄器Ⅲａ’６号住居内　２５６Ｖ－９３５４
鉄鍋片か。０．７２．２３．７鋳造板状製品片鉄器Ⅱ１１３８１８Ｍ－８３５５
鉄鍋片か。０．６３．２５．１鋳造板状製品片鉄器Ⅱ１２８６０３Ｍ－９３５６
鉄鍋片か。０．６２．４３．７鋳造板状製品片鉄器－ピットＰ８－６５Ｐ－８３５７
鉄鍋片か。銹化している１２．５８．４鋳造板状製品片鉄器Ⅲａ４２６２Ｋ－４３５８
連続した穴あり。－２．５４．７小札鉄器Ⅱ－Ｃ－７３５９

０．５２．１７．５火打金鉄器－トレンチＡ－６３６０
－１．５４．７火打金鉄器－ピットＭ８－３６Ｍ－８３６１

用途不明。傘釘の可能性あり。２．３３．２３．３傘状製品鉄器Ⅱ－Ｂ－５３６２

１７２

１．２１．２５．９角釘鉄器Ⅱ－Ｂ－４３６３
０．７１．３４．２角釘鉄器Ⅱ－Ｈ－５３６４
０．３０．７２角釘鉄器Ⅲｂ－Ｅ・Ｆ－２３６５
０．４０．７２．９角釘鉄器Ⅲｂ－Ｅ・Ｆ－２３６６
０．４０．７３．３角釘鉄器－土坑墓Ｂ１４Ｍ－９３６７
０．３０．８２．９角釘鉄器－土坑墓Ｂ１４Ｍ－９３６８
０．５０．８４釘か？鉄器－－Ａ－４３６９
０．４１．９４．１角釘鉄器Ⅱ１１３８２０Ｍ－８３７０

頭部を環状（もしくはフック状）にしている。０．５２５．３環付棒状製品鉄器Ⅱ－Ａ－３３７１
頭部を環状（もしくはフック状）にしている。０．６１．６３．７環付棒状製品鉄器Ⅰ－Ｂ－６３７２

０．９１．９３．６Ｌ字型製品鉄器Ⅲａ４４０５Ｋ－４３７３
－１．３２．９釘か？鉄器Ⅱ－－３７４
０．７１．４４．２釘か？鉄器Ⅰ－－３７５
０．５１．９２．３かすがい形製品鉄器Ⅱ－Ａ－５３７６
－０．９１．９かすがい形製品鉄器－土坑墓Ｂ１０Ｈ－６３７７
－２．１３．２かすがい？　釘？鉄器－－Ｉ－６３７８
０．２１．９４．８短冊形板状製品青銅製品Ⅰ－Ｈ－７３７９
－１．３８．３キセル青銅製品Ⅲ－Ｉ－６３８０

糸通しの穴は未確認。０．４－７．３棒状製品（縫い針か）青銅製品Ⅰ・Ⅱ－Ｃ－２３８１
０．３－３．７棒状製品青銅製品Ⅰ－Ｈ・Ｉ－６・７３８２

左回転の施条痕（ライフルマーク）が６条１．３１．３４．４１３�機銃弾青銅製品Ⅰ－－３８３
－１２小型擬宝珠状製品青銅製品Ⅰ－Ｊ－４３８４
０．１１．９３．１刀装具か青銅製品Ⅰ－Ｍ－８３８５

��������	


備　考直径（�）名称種別層取上番号出土区№挿図

寛永通寳２．５寛永通寳古銭Ⅰ・Ⅱ－Ｃ－２３８６

１７３

寛永通寳２．３寛永通寳古銭Ⅲｂ－Ｆ－４３８７
寛永通寳２．３寛永通寳古銭－攪乱Ｈ－７３８８
寛永通寳・鉄銭か？２．５寛永通寳古銭Ⅰ・Ⅱ－Ｃ－２３８９
洪武通寳２．４洪武通寳古銭Ⅲａ’１１６８０８Ｏ－８３９０
洪武通寳２．２洪武通寳古銭Ⅱ１１３７６９Ｍ－７３９１
元祐通寳（げんゆうつうほう）。北宋１０８６年。篆書２．４元祐通寳古銭Ⅰ・Ⅱ－Ｉ－４３９２
朝鮮通寳２．３朝鮮通寳古銭Ⅲａ’１１９４７６Ｍ－７３９３
開○通○（１．９）開元通寳か古銭Ⅱ－Ｃ－８３９４
大正二年銘１．８十銭硬貨古銭Ⅰ－Ｉ－６３９５
無文銭２無文銭古銭Ⅲａ’－Ｋ－９３９６
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あ　と　が　き
　今回で，本事業により発掘調査された遺跡の報告書も４冊目になる。上水流遺跡に関しては３冊目になり，縄文時代

前期末から中期前半編を残すのみとなった。報告書をまとめればまとめるほどに，遺跡が如何に多くの情報を有してい

るかがわかる。本来はまだまだ多くの情報があったに違いない。長い年月によって失われたもの，あるいは調査中や整

理作業中に見落としてしまったものもあるだろう。遺跡の調査に携わるという業務は，調査担当者・報告書担当者の力

量が常に問われる世界である。１つの事象に満足することなく精進して行かなくてはならない。

　さて，今回は上水流遺跡の中で最も古い時代の報告を含んでいる。これまでの報告が，幾つかの時代や時期を含んで

いる層を対象として報告であったが，今回の６層は，ほぼ曽畑式土器単純層といってよい状況であった。ここ数年の調

査報告で単純期の報告はなかなか見られない。このため，該期の文化解明に大きな手掛かりを与えることになるであろ

う。だが，それに耐えうる内容だろうか不安は尽きない。

　いずれにせよ，発掘調査から報告書作成に至るまで多くの方々の協力でここにたどり着くことが出来た。末筆ながら

名前を記して感謝したい。

��������	
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有村貴子　池田真弓　市薗厚子　石坂きくえ

海老原弘子　小田原美保　柏木節子　加藤明子

川野高子　小薗久美子　木島恵美　小中由美子

細田保子　下入佐正子　末川章吾　田實美穂　垂門加世

鶴みつ子　永井絹子　長澤みどり　西清子　西川明美

福留良映　藤田みどり　別府祐子　松下奈津美

宮坂多美子　宮原紀代　森山優子　山下貴子

吉松みち子　池田由美子　上別府理香　丸田幸子

石原公子　植山ひろみ　乙幡佳子　門口由美

川俣眞由美　隈元優子　諏訪薗万里子　郷田千秋

高野広子　高見昇子　田中美佐枝　田ノ上輝美

徳重貴子　中村直美　西実華　二宮るみ　林明子

真野さゆり　和田真祈　坂田かおり　島元喜久美

永野愛子　坂元真由美　半下石あけ美

岩永勇亮　岩元康成　�畑光博　森雄二　福薗美由紀

栗林文夫　峰岸純夫　佐藤亜聖　渡辺芳郎　八賀晋

森田稔　森内秀造　岡田章一　池田榮史　上田耕

佐藤真人　新里貴之　新里亮人　関一之　所崎平

永濱功治　永山修一　新田栄治　橋口拓也　橋口亘

堀田孝弘　林匡　韓盛旭　東和幸　廣栄次　川口雅之

本田道輝　前迫亮一　馬籠亮道　松田朝由　森脇広

森幸一郎　宮下貴浩　桃崎祐輔　柳原敏昭　抜水茂樹

森村健一　三辻利一　坂元恒太
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発行者　　鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　　　　〒８９９－４３１８　鹿児島県霧島市国分上野原縄文の森２番１号
　　　　　ＴＥＬ（０９９５）４８－５８１１

印刷所　　株式会社あすなろ印刷
　　　　　〒８９９－００４１　鹿児島市城西２－２－３６
　　　　　ＴＥＬ（０９９）２１４－３７５７
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